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一九五七年九月二十一日

午前十時三十分開議

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

開会致します。本日の出席十八名、欠席十二名でありまして、議会は成立しております。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

只今から本日の会議を開きます。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

本日の議亊日程は印刷の上お手許に配付してありますのでそれによって御報告に替えます。





議亊日程第五号

一九五七年九月二十一日（土）

午前十時　開議

第一　選挙関係人の出頭議会の行う調査のための出頭及び公聽会参加者等の費用弁償條例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第三十八号）

第二　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第三十九号）

第三　那覇市手数料徴収条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十号）

第四　那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十一号）

第五　那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十二号）

第六　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十三号）

第七　那覇市宿所提供施設条例の専決処分について

（市長提出議案第四十四号）

第八　那覇市ラジオ管理条例の専決処分について

（市長提出議案第四十五号）

第九　那覇市税賦課徴收条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十六号）

第十　　　那覇市区設置条例の専決処分について

（市長提出議案第四十七号）

第十一　　那覇市職員に対する一九五八年度夏期手当支給に関する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十八号）

第十二　　消防隊長の選任同意の専決処分について

（市長提出議案第四十九号）

第十三　　土地所有権和解の専決処分について

（市長提出議案第五十号）

第十四　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十一号）

第十五　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十二号）

第十六　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十三号）

第十七　　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十四号）

第十八　　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十五号）

第十九　　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十六号）

第二十　　予算外義務負担の専決処分について

（市長提出議案第五十七号）

第二十一　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市水道事業特別会計歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十八号）

第二十二　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十九号）

第二十三　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十号）

第二十四　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十一号）

第二十五　一九五六年度那覇市歳入歳出決算

（市長提出議案第六十二号）

第二十六　一九五六年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第六十三号）

第二十七　一九五六年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第六十四号）

第二十八　那覇市納骨堂使用条例

（市長提出議案第六十五号）

第二十九　那覇市職員に対する一九五八年度年末手当支給に関する条例

（市長提出議案第六十六号）

第三十　　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第六十七号）

第三十一　土地所有権和解について

（市長提出議案第六十八号）

第三十二　財産の処分について

（市長提出議案第七十号）

第三十三　一九五八年度那覇市歳入歳出予算

（市長提出議案第七十一号）

第三十四　一九五八年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十二号）

第三十五　一九五八年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十三号）

第三十六　那覇市都市計画用途地域の一部変更について

（市長提出諮問第四号）

第三十七　那覇市都市計画公園緑地追加について

（市長提出諮問第五号）

第三十八　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十四号）

第三十九　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十五号）

第四十　　糸嶺篤烈外一名より提訴の損害賠償亊件和解について

（市長提出議案第七十六号）

第四十一　一九五八年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第七十七号）





○議長（高良一君）

只今から議事に入ります。

○平良真次郎君

本日の議事日程を見ますと云うと先日説明がありました議案についてのみ議題とされておりますが市長の施政方針につきましては先日の議会に於きまして決議によりこれを聴取することが出来なかったのであります。そしてプリントによって配付して貰い検討の結果本日は本員としては是非市長の施政方針に対する一般貭問をやって見たいと斯う云う風に考えておりますので日程追加の動議を提出し、これを皆さんによって御検討願いよろしく御採択あらん亊をお願い致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○大山盛幸君

只今の動議につきましては市長の施政方針はプリントで十分判っているし、又次の議案にもその内容が十分に含まれておりますので殊更その必要はないと思います。本員は只今の動議より寧ろ他の動議を提案して皆さんの御賛同を得たいと思います。先程亊務局の方に提出された與党議員の欠席届を見ましたが與党議員が予算審議にも出席することが出来ないこう云う議会は、これは世界中何処を探しても那覇市以外にないだろうと思います。與党議員の十一名は只今の当局提案の議案を無条件で通すつもりかも分りませんが、それでは議員としての責任を果せないと思いますし議会本来の姿でもないと思います。依って那覇市議会を正常な姿に戻す為にも欠席した議員の皆さんに議長から亦も出席勧告して貰いたいと要望します。何となればその届が会議規則第一条第二項の議員が病気その他の亊故により出席することができないときはのその他の亊故には何等該当しないと思います。尚與党議員が出席する迄市会は休憩し全員協議会に於いて市長提出議案の審議をしたいと思います。今回の市長提案並びに諮問が合せて四十一件提出されておりますがその内専決処分の承認の議案が二十四件と云う過半数であります。我々は市民福祉の為にも是非これを処理し議亊運営をスムースに出来るように努力したいと思います。よって本会議をこれで打切り全員協議会に移して貭疑するように動議を提出します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

若しこれが決定致しましたならば提出議案に関係のある部課長は是非議亊に参與して頂きこの議案が市長の施政方針とも関連する議案になっておりますので関係部課長は出席して頂くようお願い致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○兼次佐一君

九番議員（平良真次郎君）の動議は成立しておりますのでその動議に対して賛成の意見を申上げます。議会に於きまして議会がその市町村の理亊者たる市町村長に対し市町村長に於いて提案並びに施政方針の内容について説明を求めると云うことは、自治法第三十九条に謳われている通り議会に與えられた権限であります。この権限に対し市町村長は議会に於いて説明を請求されたときは為さなければならない義務が謳われているのであります。それが即ち自治法の第六十条に謳われております。これは何をもって斯かる規定が為されたかと云うことは議案を審議する上に於いて提出権者である所の市町村の市長の政策方針が奈辺にあるかこれは充分極める上に於いて必要なものであるが故に規定されている訳であります。從ってこの那覇市会に於きまして市長の施政方針を口頭によって行わしめないでプリントによって受けておりますがプリントによる所の施政方針に対して我々は充分に理解することが出来ないのであります。更にこの日程に上っております所の諸議案によって検討する所の議案は総て市長の施政方針の中から生まれているのであります。

これをこの日程の如く分けまして検討を加える前にその施政方針に対する貭問を為すと云うことは審議を進めて行く上に於いて当然やらなければならない問題でございます。よって市長が我々の貭問に対して答えさせると云う所に日程はもって行くべきであると云う九番議員の動議に賛成致すものでございます。もし仮に瀬長市長に対する貭問に瀬長市長が答えなくても分るという亊を仰言る議員がおられると致しますならば本員は市長の施政方針に対する分らない所が多々ありますので本員の疑問とする所をお分りになる方が納得の行く迄御答弁出来るならば或いは又市長の答弁は保留しても良いと思います。從いまして九番議員の動議は成立致しておりますのでよろしくお願い致します。

○新垣松助君

本員は二十八番議員（大山盛幸君）に賛意を表する者であります。本会議に於ける市長の専決処分の議案は相当ありまして、この議案を審議するのに相当な日時を要すると考えております。よって二十八番議員の動議の通り本員はこの諸議案を審議検討する上から考えまして、市長の施政方針に対する貭問は後廻しに致しましてこれを後日に変更することに賛成するものであります。

○大山盛幸君

十二番議員（兼次佐一君）の仰言ることは一応聞く方によっては御尤もだと思いますが前の議会に於きまして二番議員（比嘉朝四郎君）から市長の施政方針の打切りの動議に対しまして野党議員は判るから別として與党議員は得に市長の施政方針は聞かなければならないと云うふうな亊を仰言っておりましたが、我々も十分に判ってをりますので聴く必要はないと思います。只今の二つの動議を早急に採決して頂くようお願い致します。

（「採決」「十二番」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは採決に入ります。十二番議員のプリントによっては施政方針の細かい所が分らない。從って施政方針を口頭で聞く必要があると云う動議に対して御賛成の方挙手お願いします。

（「反対」「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛成二人であります。

○議長（高良一君）

次に二十八番議員の所謂市長の施政方針はプリントによって充分判るので議亊の進行上、市長の施政方針聴取は省略したいと云う動議に賛成の方は挙手願います。

○議長（高良一君）

挙手十六名で比較多数でございますので二十八番議員の動議の通り決定致します。

○議長（高良一君）

尚二十八番議員（大山盛幸君）から欠席議員全員の出席のある迄本会議を全員協議会に移し、議案審査の慎重を期したいとの動議が提出されてをりましたが左様取計らうことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは只今から本会議を休憩し全員協議会を開きます。

協議会（午前十時四十一分）

――― ○ ―――

再開（午前十一時三十七分）

○議長（高良一君）

では本会議を再開致します。

○比嘉朝四郎君

動議を提出致します。本日は是を以って散会し明日から二日間議員研究の為休会し、二十四日午前十時から本会議を開会される様お諮り願いたいと思います。尚欠席者にも左様通知を願います。

○議長（高良一君）

只今二番議員（比嘉朝四郎君）から本日はこれで散会致し、明日から二日間は休会とし、二十四日午前十時から開会することにして、欠席議員には左様通知願いたいとの動議が提出されておりますが左様取計うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。よって本日はこれをもって散会致し明二十二日、二十三日の二日間休会とし、二十四日の午前十時再開致します。

（午前十一時三十八分　散会）





一、本日の会議を行った場所　市会議室

一、出席議員氏名


 
  	議長
  	高良一
  	議員
  	喜久山朝重
 

 
  	副議長
  	渡口麗秀
  	同
  	宮里敏慶
 

 
  	議員
  	比嘉朝四郎
  	同
  	新垣松助
 

 
  	同
  	辺野喜英興
  	同
  	赤嶺一男
 

 
  	同
  	比嘉佑直
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	高良清二
  	同
  	仲宗根梶雄
 

 
  	同
  	渡口政行
  	同
  	玉那覇有義
 

 
  	同
  	平良真次郎
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	備瀬知良
  	同
  	宮城実
 

 
  	同
  	兼次佐一
  	
  	
 




一、欠席議員氏名


 
  	議員
  	瀬名波栄
  	議員
  	崎山喜達
 

 
  	同
  	島袋嘉順
  	同
  	仲松庸全
 

 
  	同
  	石原昌進
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	同
  	久高友敏
  	同
  	上原文吉
 

 
  	同
  	宮城清三郎
  	同
  	儀武息睦
 

 
  	同
  	浦崎康華
  	
  	
 








一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長
  	瀬長亀次郎
  	社会課長
  	野村安彦
 

 
  	收入役
  	大湾政順
  	労務課長
  	比嘉政謙
 

 
  	総務部長
  	神山孝標
  	衛生課長
  	安座間喜松
 

 
  	財政部長
  	仲原英通
  	都計課長
  	知念英五郎
 

 
  	建設部長
  	松根稔
  	土木課長
  	安里一郎
 

 
  	総務課長
  	阿波連本平
  	建築課長
  	友寄隆樹
 

 
  	勧業課長
  	渡久地敬正
  	水道課長
  	国吉長成
 

 
  	戸籍課長
  	真栄里思温
  	首里支所長
  	国場幸太郎
 

 
  	財政課長
  	比嘉良男
  	小禄支所長
  	長嶺律太郎
 

 
  	税務課長
  	普久嶺則明
  	泊港務所長
  	山里将和
 

 
  	徴税課長
  	島袋完栄
  	消防隊副隊長
  	宮城普善
 

 
  	出納課長
  	喜瀬慎太郎
  	
  	
 




一、事務局出席者


 
  	局長代理
  	友寄隆次郎
  	書記
  	新垣繁
 

 
  	書記
  	新垣襄二
  	同
  	湧川朝興
 








一、会議録署名人

一九五八年六月十六日

一番議員　　瀬名波栄

一九五八年六月十六日

十六番議員　宮里敏慶

一九五七年　月　日

議長　　　　高良一





一九五七年九月二十四日

午前十時三十二分開議

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開会致します。本日の出席十八名、欠席十二名でありまして議会は成立しております。

只今から本日の会議を開きます

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます。

去る九月十六日の本会議に於いて選出致しました都市計画審議会委員につきましては去る二十一日議長から市長宛委員の氏名を通知しておきましたから御了承願います。

○議長（高良一君）

本日の議亊日程は印刷の上お手許に配付致しておきましたからそれによって御報告に替えます。





議亊日程第六号

一九五七年九月二十四日（火）

午前十時開議

第一　選挙関係人の出頭議会の行う調査のための出頭及び公聽会参加者等の費用弁償条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第三十八号）

第二　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第三十九号）

第三　那覇市手数料徴収条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十号）

第四　那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十一号）

第五　那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十二号）

第六　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十三号）

第七　那覇市宿所提供施設条例の専決処分について

（市長提出議案第四十四号）

第八　那覇市ラジオ管理条例の専決処分ついて

（市長提出議案第四十五号）

第九　那覇市税賦課徴收条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十六号）

第十　　　那覇市区設置条例の専決処分について

（市長提出議案第四十七号）

第十一　　那覇市職員に対する一九五八年度夏期手当支給に関する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十八号）

第十二　　消防隊長の選任同意の専決処分について

（市長提出議案第四十九号）

第十三　　土地所有権和解の専決処分について

（市長提出議案第五十号）

第十四　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十一号）

第十五　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十二号）

第十六　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十三号）

第十七　　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十四号）

第十八　　一九五八年度七月、八月、九月那覇市歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十五号）

第十九　　一九五八年度七月、八月、九月那覇市歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十六号）

第二十　　予算外義務負担の専決処分について

（市長提出議案第五十七号）

第二十一　一九五八年度七月、八月、九月那覇市水道事業特別会計歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十八号）

第二十二　一九五八年度七月、八月、九月那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十九号）

第二十三　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十号）

第二十四　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十一号）

第二十五　一九五六年度那覇市歳入歳出決算

（市長提出議案第六十二号）

第二十六　一九五六年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第六十三号）

第二十七　一九五六年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第六十四号）

第二十八　那覇市納骨堂使用条例

（市長提出議案第六十五号）

第二十九　那覇市職員に対する一九五八年度年末手当支給に関する条例

（市長提出議案第六十六号）

第三十　　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第六十七号）

第三十一　土地所有権和解について

（市長提出議案第六十八号）

第三十二　財産の処分について

（市長提出議案第七十号）

第三十三　一九五八年度那覇市歳入歳出予算

（市長提出議案第七十一号）

第三十四　一九五八年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十二号）

第三十五　一九五八年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十三号）

第三十六　那覇市都市計画用途地域の一部変更について

（市長提出諮問第四号）

第三十七　那覇市都市計画公園緑地追加について

（市長提出諮問第五号）

第三十八　土地所有権確認請求訴訟事件について

（市長提出議案第七十四号）

第三十九　土地所有権確認請求訴訟事件について

（市長提出議案第七十五号）

第四十　　糸嶺篤烈外一名より提訴の損害賠償事件和解について

（市長提出議案第七十六号）

第四十一　一九五八年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第七十七号）





○議長（高良一君）

只今から議亊に入ります。

○宮城実君

動議を提出致します。毎会論議されてをります通り議員が会議に出席することは議員としての当然の義務であります。にも拘らず相変らずの欠席であります。議案は総て是全員でもって審議すべきでありますので本日は是を以って散会し明二十五日午前十時から開会されるよう動議を提出致します。宜敷御取計らい願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

ではお諮り致します。只今二十九番議員（宮城実君）から欠席議員も相当居り是を以って議案の審議をすることは審査の慎重を欠ぎ穏当でない、依って本日はこれで散会し明二十五日午前十時から再開致したいとの動議が提出されております。皆さん如何が取計らいましょうか。

（「異議あり」「賛成」と呼ぶ者あり）

（「賛成多数だ」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛成多数と認めます。依って動議の通り決定致し明日二十五日午前十時から本会議を再開します。

（午前十時三十五分　散会）
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一九五七年九月二十五日

午前十時四十分開議

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開会致します。本日の出席十七名、欠席十三名で議会は成立しております。

只今から本日の会議を開きます。

○議長（高良一君）

本日の議亊日程は印刷の上、御手許に配付致しておきましたからそれによって御報告に替えます。





議亊日程第七号

一九五七年九月二十五日（水）

午前十時開議
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第二十九　那覇市職員に対する一九五八年度年末手当支給に関する条例
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第三十一　土地所有権和解について

（市長提出議案第六十八号）

第三十二　財産の処分について

（市長提出議案第七十号）

第三十三　一九五八年度那覇市歳入歳出予算

（市長提出議案第七十一号）

第三十四　一九五八年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十二号）

第三十五　一九五八年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出予算
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第三十六　那覇市都市計画用途地域の一部変更について

（市長提出諮問第四号）

第三十七　那覇市都市計画公園緑地追加について
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（市長提出議案第七十六号）

第四十一　一九五八年度那覇市歳入歳出追加予算
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一九五七年九月二十五日（水）

○本日の会議に付したる事件

日程第一　選挙関係人の出頭議会の行う調査のための出頭及び公聽会参加者等の費用弁償条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第三十八号）

日程第二　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第三十九号）

日程第三　那覇市手数料徴収条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十号）

日程第四　那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十一号）

日程第五　那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十二号）

日程第六　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十三号）

日程第七　那覇市宿所提供施設条例の専決処分について

（市長提出議案第四十四号）

日程第八　那覇市ラジオ管理条例の専決処分について

（市長提出議案第四十五号）





○議長（高良一君）

只今から議亊に入ります。

○高良清二君

只今本日の会議は開かれましたがこの議案の審議をする場合に於いて通常は常任委員会もありますので常任委員会に議案を付託して慎重審議検討するのが建前であります。ところが多数の議員の欠席がありますので現在出席している所の十七名の議員によって常任委員会の委員会を構成致しました場合には余りにも委員数が少くて亊実慎重審議すると云う場合は数の少い委員会に於いては審議が粗漏に流れる嫌いがありますので本日の会議を休憩致しましてこれを直ちに合同委員会に切替えて戴きたいと云う動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今六番議員（高良清二君）から欠席議員も多数であり議亊運営上からも一応本会議を休憩してこれを直ちに合同委員会に切替え審査の慎重を期したいと云う動議が提出されておりますが左様に取計らって御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛成者多数と認めます。よって左様取計らう事に致し本会議を休憩致し只今から合同委員会を開きます。

休憩　（午前十時四十三分）

一九五七年九月二十五日

合同委員会　午前十時四十三分

○渡口麗秀君

今期議会に於いて二十四件にも余る多数の専決処分の議案が提出されているが、その専決処分したという亊の法律上の解釈について総務部長の見解をお訊ねする。

○総務部長（神山孝標君）

専決処分は執行機関の間の調整を図るものであり、議会の議決又は決定がないときの市町村長に與えられた権限であり専決処分が出来る場合は次の四つの場合があると思います。一つ議会が成立しないとき、一つ第五十三条但し書の場合に於いて尚会議を開くことができないとき、一つ市町村長に於いて議会を招集する暇がないと認めるとき、又は議会に於いて議決すべき亊件を議決しないときというふうに解釈している。そこで今回議会の承認を求めている二十四件の専決処分については一番初めに申上げた議会が成立しないときという意味に於いて専決処分をやった訳である。

○渡口麗秀君

只今の答弁によると議会が成立しない場合に該当するとして提案されているようであるが、では議会が成立しないと云う亊は今回の場合議会が解散してその選挙後の初議会が招集されるまでの期間であるが、その期間内に於いて是非とも専決処分しなければならない又その期間内にやらなければ著しく住民に不利益を来すという様な亊実があったかどうか。

○総務部長（神山孝標君）

法一一四条によって市町村長はその議決すべき亊件を処分する亊ができるというふうに解釈しております。

○渡口麗秀君

当局としては議会が成立しない場合には専決処分で処理して良いというふうに解釈していると見て良いかどうか。

○総務部長（神山孝標君）

我々としては先程申述べた様な見解をとっている。

○兼次佐一君

専決処分は如何なる場合に可能かという亊は法的に示されており、問題は議会の同意を求められてきた二十数件に亘る専決処分に対する承認の案件の中に果して専決処分にしなければならない様な亊件であったがどうかという亊に審議の焦点が絞られてくるのではないかと思う。例えば区長制の制定或は消防隊長の罷免又は任命といった様なものが果して議会が成立する迄待つ暇がない程の緊急な亊件であったかどうかこの点について説明を願いたい。

○総務部長（神山孝標君）

消防隊の問題については先に発表致した通り不正の亊実が重重認められ懲戒処分に付されたものであり、本問題の全貌が曝露された場合に於いては消防隊の再建の為に甚だ拙い亊になると云う亊で取った措置で緊急を要すると云う亊になると思うし消防隊の問題は市民の財産自体の保護の為一日も早く再建しなければならないという亊で専決処分したものと思います。

○兼次佐一君

只今の答弁では了解できない。只法によって与えられた権限の範囲内に於いて為した行為自体について聞いているのではない。敢えてこれを為さなければならなかった理由についてしか議会が承認するかしないかと云う判定は下されない。從って消防隊の再建を一日も早くしなければならなかったと云うその裏には若しそれをしない場合にはどういう亊態が予想されるかそれが次の議会迄待つ亊ができなかったという具体的な理由が此処に示さなければならない。更に区長制度の場合も然り区長制を実施することが次の議会成立迄待てなかったという亊はそこに具体的な例をもって説明しなければならない。多分そうであっただろうと云う亊では納得出来ないので専決処分した理由を直接市長の口からお聞きしたい。

○大山盛幸君

今は日程第一を審査しているのでそういう具体的な貭問はその日程のときにやるべきであり、議亊進行上貭疑がなければ次の日程に移って貰いたい。

○渡口麗秀君

議案三十八号は一応専決処分されているが専決処分した具体的な亊実があるかどうか。

○総務課長（阿波連本平君）

これは議会が成立して居ればこんな亊には当然ならないと云う亊になるのであります。これは從来の那覇市職制職員定数條例というのは一九五六年七月一日に廃止され条例若しくはそういう法令の条文の整理といひますか題名の引用に於いて既になくなっている条例の引用題名が現条例の中に引用されて居りその内容に於いて変りはないが無くなっている題名は当然改正されるべきであります。之を改正しなければ若しこういう亊態が起った場合に解釈の問題が出て来ると思うし議会も解散の為成立していなかった関係で専決処分に付されたのでありますが改正しなければ運営できなかったという具体的な亊実は今の所ありません。

○議長（高良一君）

貭疑がないので日程第二に入ります。

○赤嶺一男君

市職員は一定期間普通の状態に於いて勤務した場合、皆昇給させる様になっているか。

○総務部長（神山孝標君）

予算の範囲でしか出来ないものと考えます。

○赤嶺一男君

那覇市職員採用昇任試験及び初任給昇給等に関する規則の第十五条任命権者は職員が現に受けている給料月額より直近上位の給料月額に昇給させようとするときはその職員の職務について監督する地位にある者からその職員が次の期間良好な成績で勤務した亊の証明を得て行うとなっているが、その職務について監督の位置にあるという者は市に於いては部課長を指していると思うがこの監督者からの報告があれば必らず昇給させる亊になっているか。

○総務部長（神山孝標君）

予算の範囲内でしかそういう事はできないものと考えている。

尚部課長の内申によって市長は適当と認めた場合に於いてはその措置を取る事になると思う。これは飽く迄も任命権者の権限によって行われるものだと考えている。

○赤嶺一男君

現在職員の現俸給額と現在の俸給に達する前の俸給額これを各部課別個人別に報せて貰いたい事を要望致します。

○高良清二君

只今の赤嶺議員の要望に賛成すると共に更に付け加えて本員は現職員の採用年月日、勤務年数、職名、生年月日を纒めてプリントにして提出して貰いたい事を要望致します。

○渡口麗秀君

現在八月末現在の職員の平均給与ベースはいくらか。本年三月新制高校卒業生を採用した場合の初任給はいくらか、その点について伺いたい。

○総務部長（神山孝標君）

市職員の平均給与ベースは一九五七年六月七日現在で四千五百三円で新制高校卒業生採用の場合の初任給は三千百円である。

○渡口政行君

改正前の給与と改正後の給与表を比較した場合下に厚く上に薄いとなっておるが総務部長の見解を述べて戴きたい。

○総務部長（神山孝標君）

御貭問の通り上に薄く下に厚くというのが今度の給与改正の基本的な考え方であり今回の改正によって上級職員に於いて何名かは減額になる者もおるがこれは昇給手続きの取り方によってその減額を調整したいと思います。

○辺野喜英興君

瀬長市長就任後市職員の退職と採用の異動が相当激しいがその採用の場合に於いて私の知った範囲では市で作ったこの条例規則通りにやっていない。というのは那覇市職員採用昇任試験及び初任給に関する規則の第二章第三条の「職員の任用はこの規則の定めるところにより受験成績、勤務成績その他の能力の実証に基いて行わなければならない」とあり第四条「職員の採用及び昇任は競争試験によるものとする。但し特別の考慮を必要とする場合に於いては競争試験による以外の能力の実証に基く試験の方法によることを妨げない」とはっきりこういうふうに規則で謳われているにも拘わらず大体の者が試験採用でない。その理由は奈辺にあるか伺いたいのであります。

○総務部長（神山孝標君）

競争試験にも二つの方法が考えられる。その一つは選考による方法でこれは時間的に又は補充の急を要する場合はそういうときの救済規定として選考による方法が規定されており今回の場合は市長の更迭により相当数の退職者があってその数を申上げると七十四名の退職者でそれに対してその補充として第五条により関係部課長の選考委員を挙げ選考による方法の採用試験をやった訳である。それが六十八名で政府関係の資格をもった者の採用所謂生活改良普及員これが一名で計六十九名が今の経済規定により採用されたものである。原則としては試験をやるべきであるが相次ぐ退職者続出の為臨機応変の措置としてこの救済規定を適用した訳である。

○辺野喜英興君

今後の方針としてはどういうふうにやるか、それを選考委員を挙げて試験を行ったその選考委員は部課長と思うがそういうはっきりした制度があるかどうか。あるとすればその構成メンバーはどういうふうになっているか。

○総務部長（神山孝標君）

今後の方針としても両者を併用してやっていきたい。

次に選考委員のメンバーであるがそれは関係部課長と総務部長、課長である。

○辺野喜英興君

選考委員というのは決っていない訳か。

○総務部長（神山孝標君）

その都度都度決めてやっている。

○比嘉朝四郎君

第四章に関連しての昇給の基準であるが今迄過去に於いて六ヶ月勤務した者の昇給パーセンテーヂはどうなっているか。

○赤嶺一男君

尚付加えてお伺いするがこの第十四条の初任給であるがこれは当然その人の最終学歴経験年数等を勘案する訳であるが当局でこういう採用の場合その学歴或は経験年数に対する基準というものがあるかどうか。例えば新制中学を出た人が既に役所に務めておりそれと同じ資格の者が新しく入って来た場合これに対する俸給額をどうするか。

○総務部長（神山孝標君）

雇の初任給は大体三千百円であるが新制中学卒業者を採用するということは極く僅かで余りないが新しく入ってきた職員に対しては前から勤めている職員の給与額を勘案し新しく入って来る者は待遇がいくらか落ちるという事は当然だと思います。

○赤嶺一男君

只今の総務部長の答弁の様であれば結構であるが話によると從来長く勤めている職員よりも後から入って来た職員の給料が高いということを聞いてるがその真否を伺います。

○総務部長（神山孝標君）

そういう事例があればはっきり職氏名等をお報せ願えれば是正したいと思います。

○高良清二君

今のそういう事実があったかどうか伺います。

○総務部長（神山孝標君）

そういうことはないと思います。

○渡口麗秀君

平均給与が四千五百円となっているが民間会社と比較して安いということはないか。

○総務部長（神山孝標君）

大変安いと思う。

（笑声）

○渡口麗秀君

では財政部長に訊ねるがもう少し職員の給与を増額する意思はないか。

○財政部長（仲原英通君）

御承知の通り金も借れない現在、昇給という事は無理と思います。然し夏期手当期末手当といったもので埋め合せている。勿論担当者として財政の許す限り職員の優遇という事については常に念頭においている。

○議長（高良一君）

次日程第三の貭疑に入ります。

○渡口政行君

十七号を削除するとどの位の減收になるか。

○財政部長（仲原英通君）

三万五千三百五十円程度である。

○議長（高良一君）

貭問がなければ次日程第四に入ります。

○兼次佐一君

消防隊長の任免の場合は議会の承認を得なければならないがここに提案された専決処分承認の案件についてはこの規定によって為す暇がなかったという結果に相成っている。從って市長は如何なる理由によって消防隊長を罷免しなければならなかったかその具体的な説明を要求する。更にその後に於いて消防隊長をこれ又専決処分によって任命しなければならなかったという緊急性とそれに至る迄の経過についてこれを為した最高の責任者である市長の答弁を要求し議長から市長に対し出席要求を願いたい。

（「その必要なし」と呼ぶ者あり。発言多数）

○新垣松助君

消防隊長は市の課長級と当局は解釈しているが実際面から考えた場合、消防隊長はイザ火災という時は市長の代理であり消防法第六章第二十九条第二項にも謳われている通り消防司会長が課長級になったときは、消防隊長は市の部長職に該当すると考えられるがこれを専決処分にした見解について伺いたい。

○総務課長（阿波連本平君）

消防隊長は消防法によりそういった権限が与えられているが地方自治としての機構上は飽く迄も市の指揮監督権下にあるという見解からこういう結果になっている。

○新垣松助君

これを専決処分すべき性貭のものであったか、又は議会の議決を得てからやるべきであったか何れにしろ消防隊は政府運営機関にもっていくべきものであるので今後こういった専決処分は止めて貰いたいということを要求する。

○総務課長（阿波連本平君）

課長相当ではないので訂正する。これは消防隊長以下の給与のことでありその権限は消防法若しくは条例で明記されており課長相当というのは給与の基準になる訳である。

○辺野喜英興君

要するに如何してこういうものを専決処分しなければならなかったかということを聞きたい。

（「貭疑続行の侭休憩」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは貭疑続行の侭休憩致しまして午後二時から再開する。

（十二時一分休憩）

（午後二時五分再開）

○議長（高良一君）

午前に引継ぎ合同委員会を開きます。日程第四について貭問願います。

○渡口麗秀君

現在の消防職員の人員数と職員の階級と職員の勤務状況について伺います。

○総務課長（阿波連本平君）

九月九日現在で三十五名これは常備である。勤務割は上番、下番で一晝夜交替になっております。

○比嘉朝四郎君

終夜勤務になっているが夜食は支給しているか。又労基法によって手当を支給しているか。

○総務課長（阿波連本平君）

夜食は支給していない。その代り手当として月六百円支給している。又労基法でも消防隊の勤務は特殊勤務であると云う事で除外されている。

○議長（高良一君）

では次日程第五那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例の専決処分について市長提出議案第四十二号を議題として貭疑に入ります。

○赤嶺一男君

市職員が退職した場合その退職という事実によってこの退職者は労基法の第四十条により定められた年次有給休暇に対する支払いの権利があるが当局はこれに対して年次休暇の支払いをやっているかどうか。

○総務部長（神山孝標君）

その問題については今総務課に於いて整理の為個人個人について退職された年次休暇を支払う準備を進めております。

○赤嶺一男君

労基法の第四十条は労働者が退職した場合、使用者はその人の積立年次休暇を三十日以内に支払わなければならないと云うふうに定められているが那覇市に於いてこの法が制定後も三十日以内に支払わねばならないと云うことを知りつつ遷延しているのかどうか。

○総務部長（神山孝標君）

遷延していると云う意味ではないが事務多忙の為にそれまで手がまわらず現在個人々々について調査しており近く纒まると思います。

○渡口麗秀君

一ヶ月以上になったものをその侭にすると云うことはどうかと思う。

○総務部長（神山孝標君）

予算の関係もあり、今迄予算に計上していないので全部で幾ら位になるかと云う事を調査しており出来るだけ早くやりたいと思っております。

○渡口麗秀君

法によってはっきり決められているので早急に支払う様要望する。

○比嘉朝四郎君

瀬長市長就任以来大分退職者が出ているがその退職者の氏名、年令、階級、年次休暇の金額等をプリントにして提出して貰いたい。

○議長（高良一君）

では次日程第六について貭疑に入ります。

○高良清二君

増員しなければならなかった具体的な理由について説明願いたい。

○総務部長（神山孝標君）

理由としては数年来ずっと臨時傭員で常置的な仕事をしておる者が相当おり臨時というのは六ヶ月以内でその仕事が終るというのが大体の原則である関係上、臨時的な性貭のものでない者は定員数に含まなければいけないと云う観点からこの人達の身分を保証する為ともう一つは事務量の増加の為の増員然しこれも任用替による傭員であり、実貭的には増えていない。結局臨時的な所謂臨時雇を定員に加えたと云うのが主なる理由となっている。

○高良清二君

数年来の臨時傭人を職員定数の中に加えると云うことは必要であるが同じ臨時傭人でありながら一方は職員として採用になり一方は解雇されると云う事実はないかどうか。又当局はそれの理由の一つとして事務量の増加を来たしたと云うことであるが一体どう云う事務が増加しどう云うふうな仕事をさせているかお訊ねしたい。

○総務部長（神山孝標君）

傭員をその他の職員に替えましたのは戸籍課が六名、税務課が三名、徴税課一名、社会課七名、衛生課一名、それから都計課が十二名と云うふうになっております。それから事務量の増加による増員は総務課の方に情報係一名、写真技術者一名を採用したと云うことと、勧業課に全額政府補助による生活改善普及員の一名が増員となっています。

○渡口政行君

役所の機構改革、人員の問題について將来どう云うふうに考えているかお訊ねしたい。

○総務部長（神山孝標君）

機構改革につきましては先の議会に於いて市長は機構改革の問題を提案したが今回は沢山の議案があるのでこれを延ばしているが市長としてはこの意思は十分持ち続けているがこれに対する明確な答弁は私としては出来ないのであります。

○比嘉朝四郎君

今回の当局の措置により三十四名の臨時傭員を昇格させているがその昇格者の補充はやらなかったか。又昇格させた補充員の人名の資料を提出して貰いたい。

○総務部長（神山孝標君）

辞めた場合の補充はしているが昇格による欠員の補充はしていない。

○赤嶺一男君

定員の増加に関連して小禄支所に於いて一月三十日付で退職した徴税課の内勤の職員がいるが小禄に於いて定員二人の内一人は辞めて然も半年以上になるが本庁は増員はしておきながらこれに対して補充しないと云うことについて部長はどう考えるか。

○総務部長（神山孝標君）

今記憶にないので調査して後で答弁する。

○赤嶺一男君

これは職員の適正配置と云う問題になるが從来迄支所に於いては職員の欠員が生じても直ちに補充すると云うことが等閑にされている傾向が多分にあるのでこの点十分に注意して貰いたい。

○総務部長（神山孝標君）

只今の問題については我々としても非常に困っている。從来迄各課に配置されていた職員数に欠員が生じた場合は是非これを補充すべきだと云う観念があり各課に於ける職員の定員何名と云うことはない訳で場合によっては一、二名が減員になる場合もあり又是非補充しなければならないと云うことになれば部課長とも相談してやるがこれについては事務の都合があり、この事に関して十分注意するようにとのことであるが行政事務の場合に於いては市長が勘案すると云うこともあるのではないかと思う。

○宮里敏慶君

今回軍補助金の打切り或いは琉銀からの融資の拒否によって百二十七名と云う臨時備員が出勤停止になっているが前会の予算一億八千万円に対して今回は一億一千万円足らずで予算は減っているにも拘わらず定員を増加すると云うことについて矛盾があると思うが当局の見解を承りたいと思います。

○総務部長（神山孝標君）

これは何も人員を増加すると云う意味ではない。只その人の身分を保証する為その他の職員に含めてやる訳で増員ではない。

○議長（高良一君）

ではこの位にして次日程第七那覇市宿所提供施設条例の專決処分についてを議題にして質疑に入ります。

○渡口政行君

第四項の生活が安定し保護の必要がないと認めた時はと云うのは漠然としているが如何なる事を云うのか承りたい。

○社会課主事（武村盛秀君）

これは今度政府から住宅補助として貰うようになっているのでその為に直した訳である。

○渡口麗秀君

入居の許可を取消された者は退去しなければならないと規定されているが実際問題として居座りされた場合当局としてはこれをどう措置するか。

○社会課主事（武村盛秀君）

これは飽く迄そういう生活保護を受けるべき最低基準線に沿うべき者でないといけないと思うのでそう云う点も十分考慮して解決したいと思います。

○平良真次郎君

必要な事項は規則で定めるとあるが規則でこれを決めてあるかどうかと云うことをハッキリして貰えば良い訳であるがその規則は制定されておりますか。

○総務課長（阿波連本平君）

規則ではまだ制定されていない。これは結局法の運用と云うことになる訳で退居しなければならないと云う条文があって居坐ると云うことは法の解釈運用に於いて具合が悪いと思うし市長、部長が良心的に取扱って行くと思う。然しこの条文を踏みにじる悪質な者がある場合は代執行と云うことも考えられる訳であります。

○社会課主事（武村盛秀君）

出来る丈早く規則を制定し成るべく民主的にやりたいと考えております。

○渡口麗秀君

施設の使用料は法に基く基準額の範囲内でこれを徴収するとあるがこの法に基く基準額の範囲内と云うことについて説明願います。次に使用料の額を決める場合に於いては議会の議決を経るのが妥当ではないか。次に寮内の統制又は風紀を紊し若しくは紊すおそれのあると認められるときという風に規定されているがこれは具体的にどう云うことを予想しているか御説明願います。

○社会課主事（武村盛秀君）

基準額の問題であるがこれは政府の生活保護法の中に住宅扶助と云う基準があるのでこれによって一人から二人迄は百五十円、三名から四名迄は二百二十五円、五名以上は三百円となっているのでありますのでその範囲内に於いて徴収すると云うことであります。風紀については今迄管理人を置いていないので夜は浮浪者が時々入ってそれらの郡に釣込まれる恐れもあるのでそう云うことのないようにと云うことであり、基準額の問題については住宅扶助の基準に基いてやりたいと思っております。

○渡口麗秀君

この基準額にしても僅か三百円位だから市長に委せて貰いたいと云うことですか。

○社会課主事（武村盛秀君）

一応政府の基準と云うものがあるのでそれによってやりたいと思います。

○高良清二君

先の六月の定例議会にもお訊ねしその調査を依頼してあるところのこの施設は現在幾棟あって何人がこれを使用しているか伺います。

○社会課主事（武村盛秀君）

愛生寮が全部で八棟あり壺屋三区十五組が建坪三十六坪、壺屋二区十三組に七十二坪一合五十五勺と三十五坪五合、三十二坪の三棟があり楚辺の出張所跡が四十二坪五合、首里の琉大の下に三十坪一棟と当之蔵に四十六坪六合六勺、小禄に四十六坪五棟計八棟で合計して三百四十一坪四合七勺で世帶数にして百世帶、人員にして二百七十九名であります。

○高良清二君

学校経営を担当している先生方のＰＴＡで良く耳にすることは生活保護を受けている現在の方々と大差のない人が相当いると思うが学校関係でもこの点について相当苦心しておりこれに該当するような方々の生活の実態調査については去った六月の定例議会に於いて要望したが既にその調査の数字が出ていると思います。そこでそう云った該当者の世帯数、人員、生活の状態それからこの方々に対する措置については如何なる方法を講じているかそれと見通しについて伺いたいと思います。

○社会課主事（武村盛秀君）

三月末現在に於ける本庁関係の生活困窮者調べであるがこれをＡＢＣの三段階に分けＡは現在生活保護を受けている人達とスレスレの人、Ｂはスレスレではないが少し余裕がある、Ｃはまだまだこういった生活困窮には至っていない少しは余裕があると云うふうに分けてあり、本庁関係が全部で三百十一世帯、人員千七百二十二名。この内訳はＡ二百八世帯、千百九十五名。Ｂ六十九世帯三百五十五名。Ｃ三十四世帯百七十二名　計三百十一世帯、人員千七百二十二名。首里に於いてはＡ百三十一世帯、人員六百七十一名。Ｂ百一世帯、人員六百三名。Ｃ九十九世帯、人員四百八十九名で合計三百三十一世帯、人員にして千七百六十三名次は小禄でＡが十五世帯、人員四十一名。Ｂ九十六世帯、人員四十名。Ｃ八十六世帯、人員四百九名で計小禄百九十五世帯、八百六十四名となっており全部で八百三十七世帯、四千三百四十九名が現在生活困窮者としている訳であります。この調査については政府の駐在員である福祉主事にも連絡して調査したものであり実際に被生活保護者である場合には救済を受けるように云っており、又学校の先生方の家庭訪問のあるときに実際に調べたものであります。

○渡口政行君

第三条には前条但し書きにより市長に於いて使用料の負担ができると認めた場合は電燈料、水道料等生活上必要な諸料金はその使用者が負担しなければならないと謳ってあるが、これが徴收できない場合は使用料を免除する訳か。

○社会課主事（武村盛秀君）

使用料が三ヶ月溜った場合は退寮して貰う訳であります。免除については市長が必要と認めたときはそういうこともありうると考えます。

○議長（高良一君）

ではこの位にして次日程第八ラヂオ管理条例の専決処分について貭疑に入ります。

○渡口政行君

スピーカー一個につき月五十円という基礎計算について説明願いたい。

○総務課長（阿波連本平君）

この親子ラヂオは首里を合併する以前に軍から貸与されたものと聞いておりますが工務交通局から貸与と云う恰好で貸与されているものでその時に聴取料は五十円と云う規定があった訳であります。

○比嘉朝四郎君

この親子ラヂオの管理者であるがこの人は勝手に放送局以外の所謂市の伝達亊項等を放送できるかどうか。又は法的にそれが許せるかどうか伺います。

○総務部長（神山孝標君）

この条例は特に從来の親子ラヂオと云うことに限定されて委託経営をした場合に於いてもそう云うようなことが可能であると思う。

○高良清二君

財産を運営する場合に於いては一応議会にも諮ると云うようなことを挿入して貰った方が良いと思うがそれについてどう考えるか。又この親子ラヂオは市当局と個人の委託と云うことになるがこれについて期限が謳われていないがこれについても明文化する必要があると思うが如何か。

○総務部長（神山孝標君）

期限については一ヶ年位で切換えた方が良いと思って居ります。

○高良清二君

第二章第二項のこれを免除する趣旨は奈辺にあるか。

○総務部長（神山孝標君）

これについてはこう云うことが予想されるのであります。例えば市の労働組合と云ったような場合に於いては営利亊業でないからそう云う団体に対しては委託を無料にすると云うことが予想されるので挿入してある訳であります。

○高良清二君

その趣旨には賛成であるが完全に免除と云うことはどうか思いますので契約期間を明文化して貰いたいと思います。

○渡口麗秀君

こう云った条例が果して自治法を適用してこれを専決処分しなければならなかった理由に價するものであるかどうか伺います。

○総務部長（神山孝標君）

今迄の首里支所に於けるラヂオ管理自体が非常に悪かったのでこれをこの侭の状態で続行させて行くと云うことになると経営が非常に困難に陥ると云う見通しがついたので早急に管理の状態を改めなければいけないと云うことがこれを専決処分に付した理由と解釈しております。

○渡口麗秀君

貴方の考えとしては専決処分の対象になると云う見解か。

○総務部長（神山孝標君）

そうであります。

○高良清二君

本日の合同委員会はこれ位にして直ちに本会議に移して貰いたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは御異議ないようであるので一応合同委員会を閉ぢることに致します。

（午后三時三十分）

（午后三時三十分　再開）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

では本会議を再開致します。お諮り致します。最早や定刻前でもありますし会議は貭疑続行の侭是を以って散会し明日二十六日午前十時本会議を再開致したいと思いますが左様取計らって御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。よって左様に決し本日はこれをもって散会致します。

（午后三時三十一分　散会）
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一九五八年六月十六日
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一九五八年六月十六日

十六番議員　宮里敏慶
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一九五七年九月二十六日

午前十一時五十分

――― ○ ―――

颱風フェイの発生により定刻を過ぎたるも出席議員定数に達せず流会。

明二十七日午前十時開会の変更通知を各議員宛送附す。

（午后一時四十分）





一九五七年九月二十七日

午前十時四十四分　開議

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開會致します。本日の出席十八名缺席十二名で議會は成立しております。

只今より本日の會議を開きます

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます

本月二十五日附を以って二番議員外十五名から議長宛

一、那覇市職員定数条例中一部を改正する条例案

一、那覇市ラヂオ管理条例中の一部を改正する条例案

一、那覇市区設置條例を廃止する條例制定について

以上三議案の提出について文書が参っておりますので書記を朗讀報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗讀）

以上の三議案は夫々お手許に配付致しておきましたので後刻課題と致し御審議願うことに致しますから左様御了承願います。

○議長（高良一君）

本日の議亊日程は印刷の上御手許に配付致しておきましたからそれにより報告に替えます。





議亊日程第八号

一九五七年九月二十七日（金）

午前十時　開議

第一　　選挙関係人の出頭議会の行う調査のための出頭及び公聽会参加者等の費用弁償条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第三十八号）

第二　　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第三十九号）

第三　　那覇市手数料徴収条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十号）

第四　　那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十一号）

第五　　那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十二号）

第六　　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十三号）

第七　　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例案

（二、四、五、六、七、十一、十四、十六、十七、十八、二十一、二十二、二五、二十七、二十八、二九、議員提出議案第七十八号）

第八　　那覇市宿所提供施設条例の専決処分について

（市長提出議案第四十四号）

第九　　那覇市ラジオ管理条例の専決処分について

（市長提出議案第四十五号）

第十　　那覇市ラジオ管理条例の一部を改正する条例について

（二、四、五、六、七、十一、十四、十六、十七、十八、二十一、二十二、二十五、二七、二八、二九議員提出議案第七十九号）

第十一　那覇市税賦課懲収条例の一部を改正する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十六号）

第十二　那覇市区設置条例の専処分について

（市長提出議案第四十七号）

第十三　那覇市区設置条例を廃止する条例制定について

（二、四、五、六、七、十一、十四、十六、十七、十八、二一、二二、二五、二七、二八、二九　議員提出議案第八十号）

第十四　今期議会の会期を延長することについて

（二十八番議員発議）

第十五　　一九五八年度那覇市歳入歳出予算

（市長提出議案第七十一号）

第十六　　一九五八年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十二号）

第十七　　一九五八年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十三号）

第十八　　那覇市職員に対する一九五八年度夏期手当支給に関する条例の專決処分について

（市長提出議案第四十八号）

第十九　　消防隊長の選任同意の專決処分について

（市長提出議案第四十九号）

第二十　　土地所有権和解の專決処分について

（市長提出議案第五十号）

第二十一　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の專決処分について

（市長提出議案第五十一号）

第二十二　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の專決処分について

（市長提出議案第五十二号）

第二十三　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の專決処分について

（市長提出議案第五十三号）

第二十四　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市歳入歳出暫定予算の專決処分について

（市長提出議案第五十四号）

第二十五　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市歳入歳出追加暫定予算の專決処分について

（市長提出議案第五十五号）

第二十六　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市歳入歳出追加暫定予算の專決処分について

（市長提出議案第五十六号）

第二十七　予算外義務負担の專決処分について

（市長提出議案第五十七号）

第二十八　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市水道亊業特別会計歳入歳出暫定予算の專決処分について

（市長提出議案第五十八号）

第二十九　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市水亊事業特別会計歳入歳出追加暫定予算の專決処分について

（市長提出議案第五十九号）

第三十　　一九五八年度七月、八月、九月那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出暫定予算の專決処分について

（市長提出議案第六十号）

第三十一　一九五八年度七月、八月、九月那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出追加暫定予算の專決処分について

（市長提出議案第六十一号）

第三十二　一九五六年度那覇市歳入歳出決算

（市長提出議案第六十二号）

第三十三　一九五六年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第六十三号）

第三十四　一九五六年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第六十四号）

第三十五　那覇市納骨堂使用条例

（市長提出議案第六十五号）

第三十六　那覇市職員に対する一九五八年度年末手当支給に関する条例

（市長提出議案第六十六号）

第三十七　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第六十七号）

第三十八　土地所有権和解について

（市長提出議案第六十八号）

第三十九　財産の処分について

（市長提出議案第七十号）

第四十　　那覇市都市計画用途地域の一部変更について

（市長提出諮問第四号）

第四十一　那覇市都市計画公園緑地追加について

（市長提出諮問第五号）

第四十二　土地所有権確認請求訴訟事件について

（市長提出議案第七十四号）

第四十三　土地所有権確認請求訴訟事件について

（市長提出議案第七十五号）

第四十四　糸嶺篤烈外一名より提訴の損害賠償事件和解について

（市長提出議案第七十六号）

第四十五　一九五八年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第七十七号）

第四十六　今期議会の会期を延長することについて

（二十八番議員発議）





一九五七年九月二十七日（金）

午前十時　開議

第一　選挙関係人の出頭議会の行う調査のための出頭及び公聽会参加者等の費用弁償条例の一部を改正する条例の專決処分について

（市長提出議案第三十八号）

第二　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の專決処分について

（市長提出議案第三十九号）

第三　那覇市手数料徴収条例の一部を改正する条例の專決処分について

（市長提出議案第四十号）

第四　那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例の專決処分について

（市長提出議案第四十一号）

第五　那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例の專決処分について

（市長提出議案第四十二号）

第六　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例の專決処分について

（市長提出議案第四十三号）

第七　那覇市宿所提供施設条例の專決処分について

（市長提出議案第四十四号）

第八　那覇市ラジオ管理条例の專決処分について

（市長提出議案第四十五号）

第九　那覇市税賦課徴收条例の一部を改正する条例の專決処分について

（市長提出議案第四十六号）

第十　那覇市区設置条例の專決処分について

（市長提出議案第四十七号）

第三十三　一九五八年度那覇市歳入歳出予算

（市長提出議案第七十一号）

第三十四　一九五八年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十二号）

第三十五　一九五八年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十三号）

第三十六　那覇市都市計画用途地域の一部変更について

（市長提出諮問第四号）

第四十二　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例案

（二、四、五、六、七、十一、十四、十六、十七、十八、二十一、二十二、二十五、二十七、二十八、二十九、番議員提出議案第七十八号）

第四十三　那覇市ラジオ管理条例の一部を改正する条例案

（二、四、五、六、七、十一、十四、十六、十七、十八、二十一、二十二、二十五、二十七、二十八、二十九、番議員提出議案第七十九号）

第四十四　那覇市区設置条例を廃止する条例制定について

（二、四、五、六、七、十一、十四、十六、十七、十八、二十一、二十二、二十五、二十七、二十八、二十九、番議員提出議案第八十号）

会期延長について

一九五八年度十月分暫定予算編成要望について





○辺野喜英興君

昨日不意を衝いた颱風フェイの被害は次々と判明しておりますが新聞の報ずる所によれば昨日の午後五時現在の状況は死傷者、行方不明が百名以上も突破して更に家屋の倒壞も三千四、五百戸もあり斯う云うふうにして調査が進むに從って住民の被害が実に莫大な額に上っているのであります。特に那覇市に於いてはまず我々の目につくのは泊港の岸壁に打ち上げられたあの漁船を見る丈でも身の毛が彌立つのであります。これに対しモーア高等弁務官も適切な救援策を講ずると云うステートメントを発表し、政府でも局長会議を開いて情報を交換し直ちに全琉各地に調査員を派遣すると云うことを決定しております。

勿論那覇市としても調査を進めている事とは思ひますが若し未だ調査もしてなければ只今議會中で当局も急がしいとは思ひますが直ちに市民の被むった被害を調査して貰いたいといふことを要望する次第であります。そうすることによって市でやるべき事は市でやり尚又軍民両政府に対してもその援助方を強力に折衝する上に於ける資料ともなるのであります依って直ちに被害調査をして貰い必要であれば両政府に対する援助方の要請決議書を出したいと思いますので早急に被害状況を調査して報告して貰いたいと云う動議を提出致します　よろしく皆様の御賛同をお願い致します

（賛成と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の四番議員（辺野喜英興君）から提案になりました動議に対しお諮り致します。昨日の颱風フェイによる被害対策について當局に早急に被害調査を依頼しその資料に基づいて場合によっては議會としても両政府に対して速かに救助対策を講じて貰う様に要請決議を致したい　その為には一應市當局に於いて早急被害調査をなしその資料を提出して貰いたいとの事でありますが左様に決定して御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。よって左様取計らう事に決定致し当局は早急に調査して頂きます様お願ひ致しておきます。

○総務部長（神山孝標君）

昨日から今日にかけてズット調査しておりますがまだ各課から纒まったのが来ておりません　大体今日中には纒まるものと思います。まず役所の施設と致しましては車庫の休憩室が崩れましてその下敷になって車が四台破損しております　それから大きい被害としては市営住宅附近の護岸が崩れまして二ヶ所決潰しております。大体この二つが現在迄判明した状況であります。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今から議事に入る訳でありますが前日に引き続き本會議を合同委員會に切換えて審議を進めて行きたいと思いますが左様に取計らうことに御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないようでありますのでこれで本會議を休憩し合同委員會に移ります

（合同委員会　午前十時五十五分）

合同委員会　午前十時五十六分

○議長（高良一君）

では只今から合同委員会を開きます。日程第九那覇市税賦課徴收条例の一部を改正する条例の専決処分について　を議題として貭疑に入ります。

○渡口麗秀君

從来迄の市民税の納期が四期に分けて賦課されていたが今回からこれを三期に分けることに改めると云うことであるが実際面に於いてこの税金を徴收する場合に市民が困るような事はないか

○税務課長（普久嶺則明君）

從來の四期を今回から三回として一期分が削られると云うことになってゐるが、市民税の場合、大多数の税額が、そう大した額でもないし、それに政府の所得税の納期もそう云う風になっており、更にこれは、政府の申告所得税とも重複すると云ったこともあるので市としてもそれに從って改正した次第であります。

○渡口麗秀君

直接徴税に支障があるか、ないかと云う点については徴税課長の権限にあるので徴税課長の意見を伺ひ度い

○徴税課長（島袋完栄君）

今迄市民税の額が少いのが大多数で納期を四期に分けて賦課した為に却って市民間では五月蝿いと云う風な現状が多分に見受けられ、これを三期にした方が市民の方としても納め易いのではないかと云う風に考えている

○比嘉朝四郎君

百五條の興業税が大分安くなっているが、年間にして大体どの位の減收になるか

○税務課長（普久嶺則明君）

九十七万五千四百四十五圓の減であります

○赤嶺一男君

今の貭問に関連するがこれは結局税率が甚しく妥当を缺いで居ったと云うことになると思ふがそうであるならば附則の二、この条例施行前に課し又は課すべきであったものについては商從前の例による。と云うように定められているがこれは悪いと云う所を改正したと云うことであれば、この附則の二、悪いと云うことを知りつつ敢えてやると云う風な感を持つがこれに対する見解を伺ひたい

○税務課長（普久嶺則明君）

今回の改正の場合興業税は一回につき百円と云うことに限定され但書の方に二百円迄は良いとあり結局二百円とするか百円とするかと云うことに決められるのであります。

從来は行政主席の認可を得れば、それ以上も課税出来る様になっていたが、この附則の二項も私の考へでは從来課していた分はその侭やっても良いと云う風に考えているのであります。

○赤嶺一男君

改正の方法が例えば一級を四百円として直ぐ二百円と半分になっているが、その根本は甚しく不当であったと云う風に解釈されるがこう云うように改正するのであれば甚しく不当に課した税に対しても以後出来る範囲内で善処出来ると云う風に考えられるが

○税務課長（普久嶺則明君）

これは私見であるが四百円になったと云うことは、去年の市会で議決によって決まったものであります。然し今回は法の改正によって二百円以上できない事になったのであります。これは今度の改正による措置であるので私としてはそれ以前に課したものに対しては從来通りにやってもそれで良いのぢゃないかと考えているのであります。

○赤嶺一男君

從来の興業税の税率の算定の基礎を伺ひます

○税務課長（普久嶺則明君）

基準になる入場料と云うものは、税務署で調査したものに基いてやっているのであります。つまり一級八十万円以上　二級五十万円以上八十万円未未満　三級は二十四万円以上五十万円未満、四級が二万六千円以上四万円未満　二万六千円以下五級と云う風になっているのであります。

○高良清二君

固定資産税と云う税目が設けられて約三ヶ年になるが、その当時小禄地区では固定資産税に対する認識と云うか、税の課税基準が不徹底の為相当これに対する不満の声があったと云うふうに記憶しているが、最近の本税に対する徴税成績について具体的な例があれば説明願いたい。

○税務課長（普久嶺則明君）

五六年度の固定資産税賦課につきましては仰言る通り幾らか不平不満が出ておった様でありますがその後良くこれを検討し訂正すべきは訂正し妥当な価額に於いて賦課、更に五七年度は議会より推薦する評価補助員と当局の職員と共に査定した関係上五十七年度に於いては非常に徴税成績も良くなっている

○高良清二君

今の説明によると当初課税額が妥当ではなかったように聞えるが、結局評価補助員制度によって今迄より安くなったと云うような感じを受けるが、そう云う風に解釈して良いか

○税務課長（普久嶺則明君）

そう云うことではない、この評価基準といふものは絶対動かない。只地域差を勘案してのことである

○議長（高良一君）

大体この位にして次日程第十那覇市区設置条例の専決処分についてを議題として貭疑に入ります。

○宮里敏慶君

区長制度は那覇市に於いては相当重要な問題であるにも拘らず市長はこれを議会の決議を待たずして専決処分に付し区長制を実施したが、那覇市の区長制は終戰後諸物資配給関係から受入態勢の調整を圖る為に暫定的に設置されたものであり、その後諸物資の配給に関して区長がその職権を利用して横暴な振舞いが多々あり、遂にはボス化した例もあったので当間重民市長時代これを廃止したのであります。又隣地の真和志市でも最近この区長制を廃止しているが時に那覇市がこれを強いて専決処分して迄設置したその理由について伺ひたいのであります。

○総務部長（神山孝標君）

その理由については私から明確なる答弁は出来ないので直接市長から答弁願うようお願い致します。

○宮里敏慶君

現在迄区長は何名任命しているか、そして任命された区長の氏名年令経歴と如何なる方法で人選したか、又各区からの区長候補は何名いるか

○総務部長（神山孝標君）

現在迄三十六名任命されている推薦の方法としては各部落の集會によって決めた者或は各部落の代表者による推薦等であります。

○兼次佐一君

区長制度は那覇市に於いて重要な問題であると私も思ひます。重要な問題であればこそこの区長制を復活したと云う見解に立つものであります。然し本日の日程を見ると、この区長設置条例を廃止する条例が提案されて、双方極端にこの問題について意見が分れているようであります。從って次に出る区長設置条例を廃止する案件とも関連するので市長が議会の開会を俟たず敢えて専決処分によってこの条例を制定したと云うことについてその緊急性即ち客観的に如何なる状態になっていたかと云うことを是非聞かなければならないと思ふので市長の答弁を要求して頂くよう提案する者であります。

○平良真次郎君

只今の兼次議員の仰言った様に何故これを専決処分したか、これが時期的に見てそんなに緊急を要する問題であったかと云ふことについても市長の説明を求めたのであります。又四十六名の中既に二十六名の区長を任命したその方法についても問題が非常に重要であると思うし、一方当局提案による区長制の設置条例と議員提案によるこれを廃止する条例と対立した二つの条例が提案されており、こう云った問題についても十分納得の行く様議会としてもこれを良く検討し更に市民の声も聞く必要が多分にあると思います。といふのは二十六名と云う過半数の区長を市民が推薦したと云うことは各区の市民が区長制度を必要と認めて推薦したものと本員は思料するのであり、此處に於いて我々としては聞くべき所はお互に納得の行くまで説明を要求して本問題を処理しなければ將来に於いても紛糾を来たすと思うので是非市長の答弁を要求する次第であります。

○辺野喜英興君

兼次、平良議員の仰言ることは良く判る然し我々としては去る議會解散前の六月の定例議会に於いてもこの区設置条例が提案され市長からその説明を十分聞いているのであります。尚この問題は非常に重要であり本問題に関して設置すべきであると云う事と当分の間検討すべきであると云う二つの極端の意見がある事から考えて本問題は何も一刻一秒を爭う問題でもないと思いまますと云って決してこれを葬り去ると云う事でもないのでありますといふのは次に出て来る廃止条例の提案趣旨の説明に於いても本問題は十分調査をした後に於いてその結論を出しても決して遅くはないと云う意味に於いて保留したいと云うことになっているのであります。

○兼次佐一君

保留と云うことにしても結局両者間にこの問題が再び案件となって上程されるに違いないし只今の御意見によれば去った六月の議会に於いても本問題に対して反対されたようであるが六月に反対したと云う事実をもって依然としてこれに反対し続けなければならないと云う事は一概に云えないと思うのでありますそこが政治は動くものであると云うことであります。六月には反対されたがそれ以後に於いて情勢はどう変化しているか、然もこの区長制を廃止する爲には凡ゆる方面からの調査が必要であると思うが何故市長はこれを専決処分の挙に出たかと云うことを市長自身から聞くと云うことは審査をする上に最も適当な方法であると思ひます。それによって本問題を設置すべきか廃止すべきかが判然とする筈である斯かるが故に本員は市長直接の答弁を要求する者であります。

○大山盛幸君

それも結構であるが助役のいない那覇市に於いては市長に代って答弁するのは当然総務部長が代って議会の要求する貭問に対して答弁すべきであります。若しこれに対する答弁が出来ないとすれば那覇市に於いては瀬長市長の独裁であると云っても過言ではないと思う。それから現在迄に任命された首里の区長の中には、ただ市から早く区長を選出して貰いたいと要求があって選出した地区があり、又今直ぐ選考をやれと督促されている所もあるが各区に於いてはその区長が自分の職名、権限給料さえも判らないで区長を選定している所もあり非常に困っている所もあります。これに対しては市の方からハッキリ文書でもってこう云う区長を委任したいと思ふから区長を選定して貰いたいと云うようにやるべきであるが、それをやっていない理由を伺いたいと思ひます。

○総務部長（神山孝標君）

首里に於いて市から早く区長を選出せよと云うことで選出された区長がいると云うことであるが、そういった区があれば何区の誰と云う事を後でお知らせ願いたいのであります　次に給料その他の問題であるがこれについては区長任命の際区長一人々々について市長から辞令が交付されその辞令に給料額も記入されてあり自分の給料も判らないと云う区長はいないと思います

○大山盛幸君

私が云うのは何故現在選考しつつある所の区長に対して市からこう云う方法でやれと云うことを知らさないかと云うことであります。

○総務部長（神山孝標君）

区長は区民の推薦によって決まるのでありまして例へば小禄首里に於いては現在区長がいなくても部落会長とかいろいろな形で現在居るのであります。それで区長の選出については別に不便は感じないと考えられるのであります。又仰言る様なことであれば改めて支所と連絡しそう云う方法について明示する考へであります。

○大山盛幸君

今迄は文書でもって区長の選任方を依頼していない訳でありますか

○総務部長（神山孝標君）

そうであります

○仲宗根梶雄君

総務部長は議員からの質問に対してその云うことは判らないとか私の方から答弁する訳には行かないと云々しているがそれは本当に判らんで答弁出来ないのか或いは判ってはいるが市長でなければ答弁出来ないのか、そこには何か理由がある筈である。それを聞かして貰いたいと思います。

○総務部長（神山孝標君）

我々は市長の指揮命令によって事務を執っているのであり從って只今問題になっている事自体が最高責任者である市長によって明確に答弁出来るものと思っているので市長よりハッキリした答弁を求められる様にお願いした訳であります。

○仲宗根梶雄君

本員の貭問は今迄の質問に対し部長として判っているのではあるが答弁するなと云われたかどうかと云う事についてお訊ねした訳であるが只今の答弁により一應私なりの判断をしたいと思ひます。総務部長自身判っていても答弁するなと云うことは本員はそのこと自体に対して非常に疑義を持つものである。議会はそう云った一方的な物の判断によって爲されるべきものではないと思います。又市長が専決処分によって区置条例を制定した意図は奈辺にあったか更に誰が考えてもこれは左程緊急を要する問題でもないと思います。何故なれば後二ヶ月もすれば議會は成立するしそれを俟ずして専決処分したと云う事自体に本員としては大きな疑問を持つものであり、これは議會に対する侮蔑でありこれからは独裁政治以外に何物もないと思います。以上の理由により只今の兼次、平良議員の提案に対しては反対する者であります。

○大山盛幸

議事進行上これで合同委員会を打切り直ちに本會議に移して、日程第一選挙関係人の出頭、議會の行う調査のための出頭、及び公聽會参加者等の費用弁償条例の一部を改正する条例の専決処分についてから日程第十那覇市区設置条例の専決処分について迄の議案を早急に処理したいので本會議再開の動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今大山議員から議事の進行上直ちに本委員會を本会議に切り換へて貰いたいとの動議が出されているが左様決定することに異議ありませんか

（「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛否両論に分れて居る様でありますので採決致します。合同委員会をこれにて打切り直ちに本会議に切換へることに賛成の方は拳手願います。

（賛成と呼ぶ者あり）（拳手多数）

○議長（高良一君）

賛成多数によりこれで合同委員会を打切り直ちに本会議に移ります。

（午前十一時三十九分　閉会）

（午前十一時四十分　再開）

○議長（高良一君）

では只今から本會議を再開致します　日程第一選挙関係人の出頭議會の行う調査のための出頭及び公聽會参加者等の費用弁償条例の一部を改正する条例の専決処分について市長提出議案第三十八号について貭疑打切り討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論省略して直ちに採決に入って御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採決に入ります　日程第一選挙関係人の出頭議會の行う調査のための出頭及び公聽會参加者等の費用弁償条例の一部を改正する条例の専決処分について市長提出議案第三十八号　本案を原案承認することに御賛成の方は拳手願ひます。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛成多数であります　よって左様可決決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

日程第二那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について市長提出議案第三十九号を議題と致し本案の貭疑を省略、討論に入ります。

○渡口麗秀君

この条例の専決処分は議会が不成立しているのを絶好の機會として、空巣狙いみたいな感じを受けるものであります。然し乍らその内容を十分見ました場合に市職員の優偶を急ぐと云ふような意図の許に為されておりますので法律上の見解では些か疑問ではありますけれども市職員を優遇すると云うことが緊急を要したと云うふうに市長がお考えになって提案されたものだと思ひますので出来れば万場一致で承認して頂くようお願い致します

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論を打切り直ちに採決に入ってよろしゅうございますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○高良清二君

関連致しますので採決に入る前に当局にお伺ひ致します　一昨日の委員会で職員の現員現給表その他の資料の提出方を要求致しましたが出来ておりますか

○総務部長（神山孝標君）

昨日の暴風の為作成が遅れ現在忙いでおりますが後で出来次第提出致し度いと思います。

○議長（高良一君）

では只今の日程第二那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について市長提出議案第三十九号につきましては原案通り承認することに御賛成の方は拳手願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

万場一致御賛成であります、依って本案は原案通り承認することに決定致します

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第三那覇市手数料徴収条例の一部を改正する条例の専決処分について市長提出議案第四十号本案も貭疑を省略し討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論省略採決に入ってよろしゅう御ざいますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは採決に入ります　日程第三那覇市手数料徴收条例の一部を改正する条例の専決処分について市長提出議案第四十号に原案通り御賛成の方は挙手願います。

○議長（高良一君）

万場一致御賛成でありますので左様決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

日程第四那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について、市長提出議案第四十一号について貭疑省略討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論省略採決に入ってよろしゅうございますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

日程第四那覇市消防隊に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について市長提出議案第四十一号に原原通り承認することに御賛成の方は挙手願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

多数の御賛成であります。依って原案通り承認することに可決決定します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第五那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例の専決処分について市長提出議案第四十二号について、貭疑省畧討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論省略採決に入ってよろしゅうございますか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

日程第五、那覇市職員退職金支給条例の一部を改正する条例の専決処分について、市長提出議案第四十二号について原案通り承認することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

万場一致御賛成であります。よって原案通り承認する事に可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

日程第六那覇市職員定数条例の一部を改正する条例の専決処分について、市長提出議案第四十三号について貭疑省略討論に入ります。

○渡口麗秀君

この定数条例改正につきましては那覇市民の中には予算は隨分減額されているのに、定数を増加すると云うことは判らない。或いは定数を増加しなくても事務的には何等支障ないじゃないかと云うような考へ方もあります。それで現在の定数で何とかやり繰りして貰いたいと云うのが市民の考へ方ではないかと思いますので本案については尚慎重にこれを検討する必要があると思います。依って本員としては本案については承認しない方がいいんぢゃないかと思っております。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○兼次佐一君

この件につきましては貭疑應答の中から出て来ました総務部長の答弁によりますと、実貭的には職員数が増えたのではなしに長期的な臨時傭人が職員として任用替えされるのに過ぎないと云う答弁を得ております。

これに対し議會としては長期的に臨時傭人として置くと云うことは正しいかどうかを検討してやらなけばならないと考へます　長期的な臨時傭員を置くと云うことは必要な数は認め乍らこの定数条例に縛られて、これを職員に任用替えすることが出来ないと云う話でありますので現在の所此處に専決処分に見られました数字は実貭的には増えない範囲内での任用替えでありますので、この専決処分に対しては同意を与えたいと云う見解をもつものであります。

○比嘉朝四郎君

瀬長市長就任後職員の退職が相続き定数内に於ける所の補充もしないで更に定数を増すと云うことに対しては反対でありますので本案については承認できないと思います。

○仲宗根梶雄君

実貭的には変らないと云う御意見は一應御尤もでありますけれども、表面上から見てそう云うことは何處の官庁に於いてもありうる訳であります。定数条例の設定これを定数ギリギリ一杯の線に置くと云うことはこれ丈では仕事が出来ないと云うものではなく今定数を増加すると云うと更に実貭的にそう云うふうな臨時措置が必ず行われて来る。これは官庁の仕来でありますが定数を押えると云うことは実貭的には仕事は何も変らない。そう云うような意味に於いても仕事には何等変らないから私は現在の数の侭で良いと思います。定数を増加する場合は更に増員と云うことが予想されます。そこでそう云うふうな結果が必ず出て来ると云うことは從来の行き方から當然予想されると思いますので定数と云うものは現在の定数を押えて実貭的に仕事がスムースに運べば別に支障は来たさないと思うし本案に対しては先の二十二番議員（渡口麗秀君）の意見に賛成するものであります。

（「進行」「採決」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは討論を打切り採択に入ってよろしゅうございますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では只今から採決に入ります。日程第六那覇市職員定数条例の一部を改正する条例の専決処分について市長提出議案第四十三号について原案に賛成の方は挙手願ひます。

（挙手少数）

○議長（高良一君）

賛成少数であります　よって本案は承認しないことに決定いたします。

――― ○ ―――

○渡口麗秀君

日程繰上げ変更の動議を提出致します。只今日程第六那覇市職員定数条例の一部を改正する条例の専決処分については採決の結果承認しないと云うことに相成っておりますので、これに関連して本日の日程の第四十二に上っております。那覇市職員定数条例の一部を改正する条例案を本日の日程の第七に繰上げ以下順次繰下げて貰いたいと云う動議を提出致します

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今二十二番議員（渡口麗秀君）から日程第六の次に本日の日程の第四十二となっております那覇市職員定数条例を改正する条例案を日程第七とし以下順次繰下げて貰いたいとの日程繰上げ変更の動議が提出されておりますが　左様取計うことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。よって左様に決し日程第四十二を本日の日程第七とし以下順次日程番号を繰下げることに致します

○議長（高良一君）

では日程第七那覇市職員定数条例の一部を改正する条例案を議題と致し提案者の趣旨説明を求めます

○渡口麗秀君

先程當局より提案になりました那覇市職員定数条例の一部を改正する条例の専決処分についてはこれを承認しないと云うことに議会の意志は決定されたのであります。けれども市長によって爲された専決処分は何と申しましてもその法律的効果はある訳でありますのでその法律的効果を停止させる爲にはどうしても本条例を提案しなければならないと云うふうに考えまして那覇市職員定数条例の一部を改正する条例案を提案した次第であります。尚提案理由と致しましては今更申上げる迄もなく職員の定数を増加すると云うことにつきましては誠に重要な問題でありますし更に慎重審議しなければならないと思います。又この





議案第七十八号

那覇市職員定数条例中の一部を改正する条例（案）

右の議案を提出する。


 
  	二番議員
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提案理由

那覇市職員定数条例については、那覇市の各種建設亊業がストップしている現況において、定数を増加する必要はないと思料されますので、本改正条例を提案したのであります。





那覇市職員定数条例中の一部を改正する条例（案）

那覇市職員定数条例（一九五六年六月三十日条例第三十号）の一部を次のように改正する。

第二条中

一般亊務部局職員　吏員二七〇人　その他の職員一八〇人　計四五〇人

とあるを

一般亊務部局職員　吏員二六〇人　その他の職員一五六人　計四一六人

附則

この条例は公布の日から施行する。





事については市民の誤解を招く恐れもあり、そう云うことのない様にということで本案を提出した次第であります。

（「貭疑なし」「進行」と呼ぶものあり）

○高良清二君

食事の爲休憩して頂くよう動議を提出致します

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○渡口麗秀君

今期も後一日しかありませんので此處はもう少し鳬をつけて貰う爲に續行すべきだと思いますので只今の六番議員（高良清二君）の御意見には賛成し兼ねます

○議長（高良一君）

では採決に入ります。只今六番議員（高良清二君）からこれで休憩し食事にしたいと云う動議が提出されておりますが、この動議に御賛成の方は挙手願います

（挙手少数）（笑声）

○議長（高良一君）

それでは二十二番議員（渡口麗秀君）の提案の通り会期も後一日しかないので休憩せずに一応の鳬のつく迄会議を續行して貰いたいとの動議に賛成の方は挙手願います。

（挙手多数）

○議長（高良一君）

賛成多数でございます。依って議事を続行し只今から本案に対する貭疑に入ります。

○兼次佐一君

提案者にお訊ね致します。この改正条例案を見ますと云うと専決処分によらざる以前の条例に戻すと云うことになっておりますが、この点についてお訊ねするのではなく専決処分を爲した趣旨が臨時傭人が長期的なものであり、これを職員に任用替した爲に条例を改正したに過ぎないと云うことになっているのであります。勿論現在職員にも補缺はありますけれども、これを完全に補充しないと云う批難はあるようでございますがこれはありうる問題であります。現に傭われている臨時傭人の中には今欠員となっている、その職のあとに適任者としてもって行ける人がいない場合は他から採用しなければならないと云うことは常識でございます。依って必ずしも現におる所の臨時傭人からこれを任用替することにはならないのであります　こう云う観点から考えまして長期的に臨時傭人を傭ふといふことは、我々の考へと致しましては同じ市民が同じ市民の公僕として働いており乍ら条例に縛られてそれが一般職員として任命されることが出来ないと云うことはその人に大きな窮屈を與える結果になるのであります

こう云った意味から市民の負担即ち予算から見た所の条例改正による増額が幾らになっているかと云うことがこれを改正する前に最も必要な条件であると思いますか　提案者は専決処分によらざる以前の職員費と専決処分を爲したことによって生じる所の職員費の増額を御調らべになっていると思いますのでその点をお伺ひ致します。これが一点、次に長期的に使われている人が実貭的に必要な仕事であればこれを改正して職員に任用替することが妥当な行き方ではないかと云うふうな点、これについて如何なる見解をもっておられるか勿論先刻誰方か仰言ったように定員数を条例で縛って置くことによって比較的に定員数の範囲内で執行が出来臨時傭人を入れた定員数には更に臨時が出て来ると云う御見解もありましたがそれは予算操作によって充分に拘束することが出来るのであります。以上二点についてお訊ね致します。

○渡口麗秀君

只今の御質疑に対しては一括して答弁致します。

本員がこの条例を提案したと云うのは今十二番議員（兼次佐一君）が仰言るような議論も云えると思いますが更に我々の考え方も一應議論の対象となると云うようなことでありますのでこの定数条例を改正することについては慎重審議を重ねて後改正すべきであると云う考え方の許に立ってこの条例は提案されたものであります。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では貭疑を打切り討論に入ります。

○兼次佐一君

条例改正に最も必要な要素となりました予算上の調査が充分に爲されていないと云うことは今先の貭問に於いて明らかになっているのであります。提案者も云われるように条例の判定若しくは改廃は慎重を要しこれを重要視しなければならない場合は必然的にそれに繋がる所の予算の問題が論議されなければならないこれが爲されずして専決処分の以前の姿に返えすと云うことは飽く迄も反対する者でありまして人の下に人を作らないと云うのが原則であります。然るにも拘らず条例と云う規定に縛られて現実にそう云うような仕事をやりつつ、それが職員として採用されないと云う誤まった現在の規定を直して行くといふことは我々に与えられた義務でなければならないと云う見地から本改正案には反対する者であります。

○平良真次郎君

本条例の改正については瀬長市長が専決処分で職員定数条例の四百十六名を四百五十名にしたと云うことから・・・・・・その間に於いて總務部長の御意見もいろいろお聞きしましたが増員そのものについては尚詳しく検討した上でなければ例えば各部課に於いて増員する者或いは減員する者等と云った事を検討した上でなければ増員すること自体についての線が私としてハッキリ掴めません其處で更にこれは研究の余地があると思いますので當局に於いてもこれに関連した資料を提出して貰いたいと思います。

（「進行」「採決」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論打切り採決に入ってよろしゅうございますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないようでございますので採決に入ります。日程第七那覇市職員定数条例の一部を改正する条例案二番議員外十五名提出案第七十八号について原案どおりに御賛成の方は挙手願います。

（賛成多数）

○議長（高良一君）

絶対多数でありますので左様可決決定致します

（「もっと研究が必要だ」と呼ぶ者あり）

（「書食にして下さい」続行と呼ぶ者あり）（笑声）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第八那覇市宿所提供施設条例の専決処分について市長提出議案第四十四号について貭疑を省略し討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論省略採決に入ってよろしゅうございますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採決に入ります。日程第八那覇市宿所提供施設条例の専決処分について市長提出議案第四十五号について原案通り賛成の方は挙手願います。

（賛成多数）

○議長（高良一君）

賛成多数であります。よって本案は原案通り可決確定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第九那覇市ラヂオ管理条例の専決処分について市長提出議案第四十五号について貭疑省略討論に入ります

○高良清二君

本案につきましては先日の合同委員会に於いて當局の説明を承り貭疑致しました結果、本案に関しましては不備な点もあるように感じられますので原案に少し修正を加えたいと思います。

依って本案を承認しないことに致したいと考えますので討論を打切り直ちに採決に入って貰いたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では只今から採決に入って異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。日程第九那覇市ラヂオ管理条例の専決処分について市長提出議案第四十五号について原案に御賛成の方挙手願います

（賛成少数）

○議長（高良一君）

少数であります。よって本案は承認しないことに決定致します。

○高良清二君

日程繰上げ変更の動議を提出致します。只今當局提案のラヂオ管理条例が否決になりましたが、これに代るべき条例を制定致し度いと思いますので本日の日程の第四十三にあがっております。那覇市ラヂオ管理条例の一部を改正する条例案これを日程第十七とし以下順次日程を繰下げる動議を提出致します。皆様の御賛同をお願い致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今六番議員から本日の日程第四十三那覇市ラヂオ管理条例の一部を改正する条例案を日程第十とし以下順次繰下げたいと云う動議が提出されておりますが左様取計らうことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様に決します。では日程第十那覇市ラヂオ管理条例の一部を改正する条例案を議題と致し提案者の趣旨説明を求めます

○高良清二君

議案第七十九号について提案者として説明を致します





議案第七十九号

那覇市ラジオ管理條例中の一部を改正する條例制定について

右、議案を提出する。

一九五七年九月二十六日


 
  	二番議員
  	比嘉朝四郎
 

 
  	四番議員
  	辺野喜英興
 

 
  	五番議員
  	比嘉佑直
 

 
  	六番議員
  	高良清二
 

 
  	七番議員
  	渡口政行
 

 
  	十一番議員
  	備瀬知良
 

 
  	十四番議員
  	喜久山朝重
 

 
  	十六番議員
  	宮里敏慶
 

 
  	十七番議員
  	新垣松助
 

 
  	十八番議員
  	赤嶺一男
 

 
  	二十一番議員
  	糸数昌剛
 

 
  	二十二番議員
  	渡口麗秀
 

 
  	二十五番議員
  	仲宗根梶雄
 

 
  	二十七番議員
  	玉那覇有義
 

 
  	二十八番議員
  	大山盛幸
 

 
  	二十九番議員
  	宮城実
 




提案理由

　那覇市ラジオ管理條例については、ラジオ管理の慎重を期すため、改正する必要があると思料するので、本案を提出する。





那覇市ラジオ管理條例中の一部を改正する條例（案）

那覇市ラジオ管理條例（條例第九号）の一部を、次のように改める。

第二條第一項「ラジオの管理運營は、市が行う外市長が適当と認める者に対し、委託することができる。」とあるを「ラジオの管理運營は、市が行う外市長が適当と認める者に対し、議会の同意を得て、委託することができる。」に改める。

第二條第二項中「免除」とあるを、「軽減」に改める。

第二條第二項の次に次の一項を加える。

３、委任の期間は、一ヶ年以内とす。但し、必要に応じ再委託することができる。

附則

この條例は公布の日より施行する。





那覇市ラヂオ管理条例の第二章第一項ラヂオの管理運営は市が行う外市長が適當と認める者に対し委託することができるとあるをラヂオの管理運営は市が行う外市長が適當と認める者に対し議会の同意を得て委託することが出来るに改めたいと考えます。それから第二条第二項中免除とあるを軽減に改める。次の第二条第二項の次に次の事項を加えたいと思います。委任の期間は一ヵ年以内とす。但し必要に應じ再委託することができる。というふうに改正したいと思います

（「賛成」「上等だ」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

本案について質疑に入ります

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では貭疑を省略討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論もない様でありますので討論省略採決に入ってよろしゅう御ざいますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では採決に入ります。日程第十那覇市ラヂオ管理条例の一部を改正する条例案二番議員外十五名提出議案第七十九号に原案通り御賛成の方は挙手願います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

絶対多数であります。よって本案は原案通り可決決定致します。

○議長（高良一君）

次日程第十一那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の専決処分について貭疑省略対論に入ります。

（「対論なし」進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論省略採決に入ってよろしゅうございますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないようであります。よって只今から採決に入ります。日程第十一那覇市税賦課徴收条例の一部を改正する条例の専決処分について市長提出議案第四十六号本案を原案通り承認することに賛成の方は挙手願います。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

満場一致御賛成であります。よって本案は原案通り可決決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十二那覇市区設置条例の専決処分について市長提出議案第四十七号貭疑を省略しまして討論に入ります。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論御ざいませんか

○議長（高良一君）

それでは討論を省略して採決に入ってよろしゅうございますか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では採決に入ります。日程第十二那覇市区設置条例の専決処分について市長提出議案第四十七号について賛成の方は挙手願います。

（挙手二名）

○議長（高良一君）

少数であります　よって本案は承認しないことに致します

――― ○ ―――

○渡口麗秀君

日程繰上げの動議を提出致します

只今當局提案の区設置条例の専決処分につきましてはこれを承認しないと云う議決が爲されたのであります然し乍ら市長が法によってこれを専決処分した以上は一應法律上の効果はもつと考へられますのでこの区設置条例に対してはこれを廃止する条例を提案する必要があると思います。よって本日の日程第四十四を日程第十三として繰上げて頂き以下順次繰下げて貰う様動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今二十二番議員（渡口麗秀君）から日程第十二の次に日程第四十四を繰上げ日程第十三とし以下順次日程を繰り下げたいとの動議が提出されておりますのが左様取計らうことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないようでありますから左様に決し日程第四十四を繰上げ日程第十三とし那覇市区設置条例を廃止する条例制定について、二番議員外十五名提出議案第八十号を議題と致し提案者からの御説明を求めます

○新垣松助君

本条例制定についての提案理由と致しましては御手許に差上げてありますプリントの通り区設置については市民の間に区長がボス化して市政の運営に支障を来す虞れがあります又一政党の下部組織を強化して益々市政を混乱させる虞れもあるので設置すべきではないと云う意見と区の設置は区民の利便もあるので設置すべきであると云う意見





議案第八十号

那覇市区設置条例を廃止する条例制定について

右の議案を提出する。

一九五七年九月二十六日


 
  	提案者　
  	二番議員
  	比嘉朝四郎
 

 
  	
  	四番議員
  	辺野喜英興
 

 
  	
  	五番議員
  	比嘉佑直
 

 
  	
  	六番議員
  	高良清二
 

 
  	
  	七番議員
  	渡口政行
 

 
  	
  	十一番議員
  	備瀬知良
 

 
  	
  	十四番議員
  	喜久山朝重
 

 
  	
  	十六番議員
  	宮里敏慶
 

 
  	
  	十七番議員
  	新垣松助
 

 
  	
  	十八番議員
  	赤嶺一男
 

 
  	
  	二十一番議員
  	糸数昌剛
 

 
  	
  	二十二番議員
  	渡口麗秀
 

 
  	
  	二十五番議員
  	仲宗根梶雄
 

 
  	
  	二十七番議員
  	玉那覇有義
 

 
  	
  	二十八番議員
  	大山盛幸
 

 
  	
  	二十九番議員
  	宮城実
 




提案理由

区設置については市民の間に区長がボス化して市政の運営に支障を来す虞れがあり、又一政党の下部組織を強化して益々市政を混乱させる虞れもあるので設置すべきでないと云う意見と区の設置は区民の利便もあるので設置すべきであるという意見もあって賛否両論に分れている現状であります。依ってこの区設置については慎重を期すために祖国日本の実情等も充分調査研究をなし、其の後に於いて結論を出す必要があると思料されますので当分区制の実施を保留検討すると云う趣旨の下に本案を提案したのであります。





那覇市設置条例を廃止する条例制定について

那覇市設置条例（一九五七年　月　日那覇市条例第十一号）

はこの条例公布の日から廃止する





もあり賛否両論に分れている現状であります。よってこの区設設置については慎重を期す為に祖國日本の実情等も充分調査研究をしてその後に結論を出す必要があると思料されますので當分区制の実施を保留検討すると云う趣旨の下に本案を提案したのであります。依って那覇市区設置条例はこれでもって本員としては廃止する条例を実施したいのであります。簡單乍ら以上を以って提案理由と致します。

○議長（高良一君）

本案に関して貭疑に入ります。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○兼次佐一君

本案の提案理由を見ます場合此處に配布されました議案を審議するもとのしてどうしても明確にして置かなければならない点が一・二点ございますので提案者にお訊ね申上げます。提案者が仰言っておられる提案理由には区長がボス化して市政運営に支障を来たす虞れがあり又一政党の下部組織を強化して益々市政を混乱させる虞れがあると云われ尚前の区長は配給時代に於いて單なる便法としてこの区長制度が設けられたのであるが、その後区長がボス化した為に当間重民市長時代にこの制度が廃止されたと云う御意見があったのであります。これと関連致しまして然らば区長が如何ようにボス化し、どのようにして市政の運営に支障を来たしたか、果してそう云った実例が過去に於いてあったかこの点が貭疑の一点であります。

更に一政党の下部組織を強化して益々市政を混乱に陥し入れる虞れがあると云うことにつきましては如何ような虞れがあると見通しておられるかこの点が第二点でございます次に区設置については祖國日本の実情とも充分調査為される必要があるとの事でございますがその後に於いて区設置の条例制定若しくは廃止について為されるべきであると云う見地から一時保留する為に廃止条例を出すと云われているがその場合現在あるところの制度に対しこれを廃止して行くと云う場合所謂現行の制度を改めて新しい制度に改めるという場合には、改めなければならないという点を充分に調査検対されて後に行われるべきと思います。このさい調査検討を為して行って後にこれを為すと云うことに依って現にある所の条例を廃止して行くと云うことは法を守る上からこれは間違つた考え方であると思います。もし現在の条例の在り方が支持することが出来ないと思ふなれば仰言るように祖國日本に於いてその他の実情を充分調査して後に改めてやるべきではないか、何が故に調査を為されない前にこれを廃止しなければならなかったかと云う点これが質疑の第三点

次に質疑の第四点は提案者の仰言る通り賛否両論に分かれているとするならば、その何れが重いのであるかそれを天秤にお懸けになった場合、賛成側と反対側を如何に検討しておられるか賛否両論の内、否とする者が多いと云う理由によりこの廃止案は出されている筈でありますが否とする側が賛成側より遙かに多いと云う事を如何ように調査されてここに明確にされようとしているか、それについてお訊ね致します。

○新垣松助君

市民に対して区長がボス化したかと云う質疑でありますがこの事につきましては元の当間重民市長時代に区長が区民に崇められ稍もすれば市長より権力が大きくなる傾向があったのであります。然し日を逐うて市民の生活が安定するに及び配給制度もなくなり区長は当然廃止すべきであると云う事で廃止されたものであり、今日に於いては真逆かそう云うことはないだろうとは思いますが一應は市民の絶対多数の声も聞いて実施したいというのは現在行われている区長制度は稍もすれば一部の者の推薦であるように見受けられます。即ち議会には三十名の議員がいるにも拘らず一市民としての我々の家に来て誰を推薦したら良いかと訊ねられたことは一度もないのであります。そう云ったことからも將来に於いてボス化する虞れも多分にあると思い保留したいと思います。次に一政党の下部組織を強化すると云う点につきましては那覇市には幾多の政党思想がありそれぞれの組織の強化に懸命になって努めている様でありますので若し区制を復活せしめるとなれば一應は各政党の意見を聽取すると云うふうにもって行く考え方から一政党の下部組織強化する様な在方には反対とすると斯様に考えておるのであります。

貭疑の第三点につきましては祖國日本の実情をも勘案すると申しますのは例えば例を鹿児島に取りますと鹿児島市何区何班と云う区名はないのであります。東京都にしても大阪市にしても区は七、八区に分かれておりますが、それも西区南区北区と云うふうに大きな区に別れておりましてそれと同じような区は那覇市にはありません。以上の点から考えまして日本の実情も調査研究の上やりたいと思います。

次に賛否両論に別れていることにつきましては先に二番議員（比嘉朝四郎君）のお話にもありました通り一應、民主、社大の各政党人の意見も聽取した上で区設置についての結論を出したいと思います。以上であります。

尚私が最も疑問に思っている所を皆さんに披瀝致しますと市の区域、名稱を変更しようとする時は自治法の第一章總則の第六条の二の規定に依りますと特別の定めをする場合を除く外市町村の区域内の町若しくは字の区域をあらたに画し若くしはこれを廃止し、又は町若しくは字の区域若しくはその名稱を変更しようとするときは、市町村長が當該市町村の議会の議決を経てこれを定め行政主席に届出なければならないとありますものの我々議会の承認を得ないで専決処分した事に対して腑におちないのであります。更に付加えて申上げますならば合併にならない前の区は神里原と云って二区三区が入り壺屋は一区四区牧志は五区それから開南は六区七区八区九区と云うふうになっており旧首里　小禄は元の侭と云うふうに非常にデリケートな問題になっていると思います。といふのは人口調査の精密から云っても現在の区はハッキリしない　更に法的見地から考へますならば現在の各市町村に於きましては旧地番を使用し例えば登記名儀変更をする場合でも旧地番を使用することになっております、現在私が居る所は那覇市九区二組二十六号でありますが假に何かの財産を求めこれを登記する場合は与儀五百四十五番地と云う戦前の旧地番があります関係上区制を敷く上に於いて区域の設定に幾多の疑問のある事が考へられますので本案を提案した訳であります。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○兼次佐一君

只今の答弁は誠に親切叮嚀に爲して頂きましたが更に貭疑しなければならない問題が関連して出ておりますのでお訊ね致します。且つての区長がボス化して区民から非常に崇められ市長以上の立場になっていると云う実例を示しておられますが誠に結構な事であると思います。それこそ民主政治に於いてあり得るべき姿でございます。区長が区民に崇められ市長以上の信頼を受けると云うことは望むべき姿であり排斥すべき姿ではないのであります。これを強いて排斥しようとする所にその當事者の独裁政治を目指す所の考え方であると思います。区長が区民の信頼を受けて市長以上の立場になることは改正の理由にならないと思います。提案者は果してそう云う意味でボス化した市長なるが故に排斥しようとする訳であるかどうか。

次に推薦の方法として一部の人々を指してその例を三十名の議員誰一人にも諮っていないと仰言っておりますが三十名の議員の中には諮られている方が居られるようであります　再建同盟側の議員の方々にも諮られている方々が居られるように承っております。例え三十名の中で区長推薦の際に諮られなかった方々がいたと致しましてもそれは自らの不徳の致す所であり今後区民の信用を受けるべく自己批判すべきと思います。果して提案者は三十名の議員中諮られていないと云うことを断定出来るかどうか再確認して頂きたいのであります。

次に一政党の下部組織を強化する虞れがあると云うが如何なるものかと云う本員の問いに対し各政党の意見を聞くべきであるにも拘わらず政党の意見を聞いていないと仰言っておりますがそれ自体が間違っております。区長が区民の福利増進を図り然も市當局の連絡機関として働くものでありまして些かも政党色があってはならないしその区長設置について迄政党の意見を聞こうと云う事は間違いであると思います。提案者である全議員はここに政党の意見を聞くべきであると云うことをもう一度本議会に於いて解明出来るかどうか

次に日本に於ける状况をお調べになっていろいろ話しておられますが沖縄の状况はどうなっているか沖縄の各市町村に於いて区長制度を廃止している町村が幾つあり、又その区長制廃止の立法勧告を行政主席が立法院に提案されたとき立法院はこれを拒否しております。即ち今回の自治法改正の中には区長制の廃止は入れていないでのあります　これは世論を表明するものであります。所謂世論は区設置の必要を認め区長制の必要を認めていると云う事はこの一事をもってしても良いのであるがそれにも拘らず提案者は沖縄の状况を調査の上区長制度は要らないと云われるのか

次に賛否両論の重さにつきましても政党の意見を聞いていない事を繰返しておりますが一環する所の意見は政党の意見を聞いていないと云う事よりも出来ないと云う結果になりおり果してこの問題は政党に繋がるものか、本當に住民の自發的な意思によって出されたものであるかどうかお伺い致すものであります。

更に地域変更については専決処分により旧首里、小禄は從来の侭に那覇は腑におちないと云う事でありますが、それは改正により充分に調整出来る問題でありそれをもってしては理由にならないと思います。もし理由になるとすれば改正することによって目的が果されるのであります　そう云った点から以上の点をお伺い致します

○仲宗根梶雄君

只今の十二番議員（兼次佐一君）のいろいろ良い御意見もございますが要するに見解の相違であり更に賛否両論の問題も出ておりましたがこれに対して一括して御答弁申上げます

那覇市は首里、小禄の合併以後地方的な色彩と純都市形態との二つに分れて居る様に考へます。曽つて立法院に於ける区設置の廃止問題を拒否したと云う事についてもその大半が地方農村選出の議員が所謂地方的な立場に立って判断した結果からであります。

即ち村には地域的にある程度自然的な区劃と云うものが出来そこから自然發生的に部落と云うものが出来て来ているのであります。そう云った事から考へた場合成程区長制の設置は必要であると思います。然し那覇市と云う都市形態から考へた場合現在都市計画が進行中であり、それが何時どう変更されるかも判らないのであり更に那覇、真和志の合併問題も今後出て来るし区長制を今すぐ実施すると云うことは早計であり又非常に矛盾が出て来る様に思います。そう云ったような事から私はどうしても区長制度の問題は慎重に研究する必要があり、都市形態と地方形態をどう結びつけるかと云う事の為にも我々は本問題に関しては充分調査しなければならないと思います。更に付加えてこう云う条例設置の問題は果して急を要するものであったかどうか。何故これを専決処分しなければならなかったか、これは実に大きな問題であります。議會で市長瀬長がこの区長制度を専決処分しなければならなかったその内意を私は判断する事が出来るし敢えて専決処分する必要のないものを専決処分して我々にその研究の余地も與へないでこう云う結果にしたと云う事は今後の那覇の市政に大きな暗影を画くものであります。

（「それは答弁ではないよ」と呼ぶ者あり）

よって本題は一應御破算にして白紙の立場から以上申上げた理由で調査もし研究もして立派なものを作らなければならないと思います。そう云う意味から二十二番議員の意見に賛同すると共に直ちに採決に入って貰いたい動議を提出致します。

（「賛成」「採決」と呼ぶ者あり）

（「答弁しろ」と呼ぶ者あり）（議場騒然）

○議長（高良一君）

では討論省略直ちに採決に入って御異議ありませんか

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めますよって只今から採決に入ります　日程第十三那覇市区設置条例を廃止する条例制定について二番議員外十五名提出議案第八十号について原案に御賛成の方は挙手願います。

（「賛成」と呼ぶ者多数）

○議長（高良一君）

賛成多数でございます。よって本案は原案通り可決決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

ではこれで一應休憩し午后は二時から再開致します

（午后一時四十九分休憩）

（午后二時六分再開）

○議長（高良一君）

午前に引続き本会議を再開致します。

尚議事に入る前に議長から皆さんにお諮り致したい事がございます。會期も余す所僅か一日しかございませんので重要案件から先に審議して行きたいと思います。それで本日の日程第三十三、一九五八年度那覇市歳入歳出予算、日程第三十四、一九五八年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算、日程第三十五、一九五八年度那覇市土地区画整理事業特別會計歳入歳出予算、以上の三議案を夫々日程第十四、十五、十六に、繰り上げ以下順次日程番号を繰り下げて行きたいと思いますが左様取計らう事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないものと認めまして左様取計ることに致します　尚議案の審議に當り本会議を合同委員会に切り換えて慎重に検討を加えて行きたいと思いますが御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます　では只今から本会議を休憩して合同委員会に移ります

（休憩　午后二時八分）

（午后三時三十分　再開）

○議長（高良一君）

では本会議を再開致します

○大山盛幸君




○議長（高良一君）

只今から合同委員会を開きます

では日程繰上げ変更になりました日程第十四　一九五八年度那覇市才入才出予算を議題とし質問があればお願いします

○宮里敏慶君

今度日本民主団体から百万円を那覇市宛に送るということになっていますが現在日本では金融引締の措置をとっているということを承っておりますが果してそれが出来ますか

○財政部長（仲原英通君）

これについては金で送られるのではなくそれ丈の金額に該當する品物を送るということであります

○平良真次郎君

港湾施設使用料についてでありますがこれから見ると約百二十万円の減となっているがこれについて當局の説明によると沖縄丸那覇丸が那覇港に回航されるということであるがこの問題について私の調査したところによると船会　社倉庫会社あたりでは非常に困っているという話であり荷物の運送又は倉庫に搬入する場合に不便であり殊に泊港にある倉庫は現在がら空きで赤字であるということを聞いております　この問題は去る七月から起っているがこのことについて如何なる理由で那覇港に回航されているか又これに対して當局は如何なる対策を講じたか更に本問題のように市民に不利不便を来していることについて如何なる折衝によってこれを可決して行くかこの見通しについて尚首里丸が泊港に回航されるようになっているがこの收入が予算に計上されているかどうかお伺い致します

○財政部長（仲原英通君）

その点については恐らく前年度を上回る計算になっており決して悲観すべきものではなく過去三ヶ月の成績からみてむしろ前年度より上廻るものと思っているし沖縄丸・那覇丸の那覇回航によってその分丈は減になるだらうということを予想して予算に計上してありますが昨日の報告から考えるとそれ程のこともないという風に考えております

○平良真次郎君

沖縄丸・那覇丸の那覇港への回航によって業者は勿論船会社その他に不利益を来していると思うが今後の措置についてこれを解決することによって更に大きな收入もあげると思います　それでこの問題について如何なる方法で折衝しているか伺います

○財政部長（仲原英通君）

そういった解決の方法については今後夫々折衝する心算であります

○比嘉朝四郎君

従来迄泊港に入っていたものが那覇港に回航されたその原因について判りませんか

○財政部長（仲原英通君）

詳細につきましては後程港務所長が参りますのでその時に質問願いたいと思います

○比嘉朝四郎君

事業税について本年度は前年度に比べて約二割の増になっているが増になった原因は何でありますか

○税務課長（普久嶺則明君）

これは業者の自然増から個人法人ともそれに伴っての自然増であります

○比嘉朝四郎君

固定資産税が減になっている理由は何でありますか

○税務課長（普久嶺則明君）

従来迄の税率百分の一が今年度から百分の〇・五になったことと一九五八年度から布令第百六十四号でもって軍用地には課税出来ないということになった爲の減であります

○辺野喜英興君

固定資産税の標価についての算定の基礎は宅地が一等から六十七等迄　田が一等から八等迄　畑が一等から十二等迄となっているがその一等地は何処何処であるかその地域を示して貰いたい　尚那覇市と真和志市の境界に於ける評価の方法はどうなっているのか　両市の評価額が同じようになっているか　お訊ね致します

○税務課長（普久嶺則明君）

等級別地域につきましては此所で説明しますと時間を要しますのでプリントにして差上げたいと思います

それから那覇市と真和志市との境界の評価については未だそこまでは行っておりませんが別々に行っております　然しこのことについてはまだまだ研究の余地があると思います

○喜久山朝重君

才入十一款雑收入三目で市の予金利息が費目存置になっておりますが一銭の予金もないのでありますか

○財政部長（仲原英通君）

予金利息は多少ございますけれども收入役と相談しました結果別に計上する程のものでもないということで費目存置になっております

○喜久山朝重君

私にはどうも納得出来ません

○財政部長（仲原英通君）

現在沖縄銀行に三千円の予金がありますが、これについては皆様もご承知の通り例の金融協会の声明によって瀬長市長に対しては一切協力しないということから以後市の金は預からないから市で引取って貰いたいということでしたが市としてもそんな大金は保管する所がないし結局金の保管方を無利息でお願いしている様な次第であります

○喜久山朝重君

保管方お願いしている訳ですね

○財政部長（仲原英通君）

そうであります　勿論又銀行としてもその金は他に運用しないということになっております

○宮里敏慶君

才入の三款二項財産收入賃貸料の所で軍用地の七百五十三万六千三百十七円計上してありますがこれは何年度の使用料ですか

○財政課長（比嘉良男君）

これは一九五六年度の七月一日から五七年度の六月三十日迄の分であります

○宮里敏慶君

私の調べた範囲では八百十七万三千五百二十円となっておりますがその差額はどうなっておりますか

○財政課長（比嘉良男君）

五十六年度の実績を勘案した場合実收額がその内解放の分と住吉の無地番鏡水の無地番といった一括拂に関する年間使用料の額が五十六万九千円

○比嘉朝四郎君

才入二款市債に前年度は五百二十六万円を借りて泊ポートターミナルを建設するようになっていたが銀行からそれを借りることが出来なくなり結局ターミナルを市民の負担によって建設するということになっているが市民の負担によって建設しその使用料をあげるのと銀行から起債してその使用料によって償還しその金は外の事業に廻すのとどちらが市民の為になると思いますか

○財政部長（仲原英通君）

現実は皆様も既にお判りの通りで起債出来ないというのも一つの理由でありますけれども一応自己戝源でも充分建設は出来ますしターミナルを完成することによって百万円は政府から補助を受ける様になっております　市としては多年の懸案であるこの施設をその侭放置する訳には行きませんので又今申上げた様に自己戝源で建設することによって百万円の政府補助金を得られますので起債してやるよりも自己戝源で建設した方がよいという風に考えております

○宮里敏慶君

才出二款九項広報費に市政報告会として五万六百五十二円を計上しておりますが一回平均の平均費用は幾らですか

○総務部長（神山孝標君）

市政報告会の一回平均が千四百四十八円で人件費が千七百六十八円合計三千二百十六円が一回平均の費用であります

○平良真次郎君

港務所長にお訊ねします　沖縄丸・那覇丸の那覇港回航問題について総務部長の説明を聞きましたが未だ充分納得出来ませんので港務所長から充分な説明をお願い致します

○泊港務所長（山里将和君）

沖縄丸・那覇丸の那覇港回航の理由として新聞の報ずるところでは港間の水深調査が未だ為されていないということでありますがそれについての折衝については当局としても未だやっておりません然し私が個人とて船会社の営業部長　用度課長に会いまして訊ねましたところ水深調査以外には触れなかった訳でありますが客船は元来那覇港に着けるべきでありましたがあの当時は那覇港が修理中である為暫定措置として泊港に回航されていたのであり那覇港の修理完成に伴って再び向うに着ける様になったということであります　それから百二十万円の減の内訳につきましては繋船料　通行料　通過料　荷揚場使用料　野積場使用料で私の調べました範囲内では沖縄丸　那覇丸の那覇港回航によって生じる減は繋船料の外航の方で　内航の分として　通航料これは船客の送迎人の通行料ですが　それから通過料の外航の場合　内航の分で荷揚場使用料はありません　次に野積場使用料が　で合計　で　これ丈が減になる訳でありますがその外に不定期船というのがありこれが　で合計　ということになりますけれども去年の実收と比較対照しました場合多少の減にはなりますが不定期船の収入でもってカバーしますので別に心配する程の減ではないと思います

○高良清二君

荷揚場と野積場の使用時間とその限界について説明願います

○泊港務所長（山里将和君）

アスフヮルト施してある所が荷積場でそうでない所は野積場であります　荷揚場は荷役してから二十四時間は無料でそれを越える時は二十四時間毎に二十円野積場は貨物搬入した日から七日以内　一日超す毎に二円となっております

○比嘉朝四郎君

この店舗使用料というのは何ですか

○泊港務所長（山里将和君）

これはポートターミナルが完成した時の店舗の使用料であります

○赤嶺一男君

才出九款二項勧業費の商工、農業、水産の振興費三目とも前年度予算に比較して本年度は減額になっておりますがその理由についてお訊ね致します

○勧業課長（渡久地敬正君）

商工振興費については從來迄の商工祭は市が主催してやっておりましたが今度からこれを民間團体の商工会議所にその主催を移した為その分が減っております　尚昨年迄二ヶ年に亘って特産品関係の試作をやっておりましたが一応試作を完了しましたのでその分丈が減となっているのであります　以上申上げました理由で商工振興費は昨年度に比べて減額になっております　次に農業振興費でありますがこれも昨年迄は畜産関係も農業振興費に含めて計上してあったのでありますが　今年度からこれが独立しました関係上今迄農業振興費の中に含まれていた分が差引かれますので減になっております　更に水産振興費では昨年度に於いて政府から三十万円の補助を受け市負担十五万円の経費で船揚場を設置することにしていたのでありますが都合によって事業は不執行に終ったのであります　尚本事業は今年度に於いてもその見通しがつきませんのでその分丈けが減になっております

○宮里敏慶君

綜合運動場の建設費についてでありますがこれは那覇市は勿論全住民の世論であり沖縄から日本に遠征する諸種の競技例えば野球　陸上競技　水泳　庭球等は何時も負けておりその原因は技倆にもよりますが今一つは沖縄に立派な運動場がないということが擧げられております　そこで今回の予算に綜合運動場建設費用が計上されていない理由についてご説明願います

○財政部長（仲原英通君）

綜合運動場の建設については昨年は銀行借入計画があって予算に計上されておりましたが今回からは銀行よりの起債も出来ないという理由と設置場所即ち奥武山公園住民の立退き問題が未だ具体的に解決されていなかったからであります　設置に當ってはこの問題解決が先決でありその後に於いて考慮した方が妥当ではないかという見解の許に今回之を計上しなかった訳であります

○財政部長（仲原英通君）

只今の綜合運動場建設費について訂正申上げます是について当初予算としては政府補助金二百万円　沖縄体育協会からの寄附金百万円　自己戝源三百万円計六百万円計上してあったのでありますが銀行融資の停止に依り一応今回之を削減し保留致すことにしたのであります

○辺野喜英興君

首里・小禄両支所について予算を比較しますと前年度に於いての支所費が小禄二十九万四千五百円　首里が二十四万八千十四円で小禄支所の方が五万円多くなっており本年度予算を較べますと小禄四十四万三千三百六十六円で首里支所が二十九万四千五百十九円と計上されて前年度今年度を通じて小禄支所が首里支所よりも多くなっております　どうしても小禄の方が優遇されている様に思うが更に小禄には広告料として九千円予算に計上されているが首里にはそれがないがその理由について伺いたいと思います

○建設部長（松根稔君）

小禄支所に於いては今回宿直室をこれは建物が非常に古く危険を伴うということで建築課の技手に検討して貰ってその改築費として三十三万四千円を計上してあり広告料につきましてもこれは軍用地の支払いに関する広告料であります

○辺野喜英興君

私がいわんとするのは首里　小禄の人口構成等といった面から考えて首里の予算が少くないかということであり　更に両支所の職員数については付加えて質問し戝政を担當する戝政課にお訊ねします

○財政課長（比嘉良男君）

本件につきましては戝政課に於いて予算編成の際各課から資料を集め各課からの要求事項に基いてこれを必要と認める場合は予算を割当るのであります

○高良清二君

才出第七款社会及び労働施設費の八項補助金の中に那覇教育委員会に対する補助金が百二十八万五千円計上されておりますがこれは教育委員会から正式に補助して貰いたいという要請があったかどうかお伺い致します

○社会課主事（武村盛秀君）

教育委員会から文書をもって要請が参っております

○高良清二君

当局として前年度に於いてこの補助金が如何様にして使われたかその使途について調査した事があるかどうかお訊ね致します

○社会課主事（武村盛秀君）

之は那覇　首里　小禄を含む学校用地に使われている土地代であります

○宮里敏慶君

才入第三款二項戝産収入について若狭町の埋立地の賃貸料は坪七円となっているが七円という計算は何処から出ているか更に奥武山公園の宅地料として六万一千八十円を計上してありますが地料を徴收している以上は借地人としての義務を果しているのでこれに関連して向うで家屋の増改築は許可するかどうか以上二点を伺います

○財政課長（比嘉良男君）

若狭町の七円の算定基礎は大体從來の契約の実績から見て七円に定めてあります　それから奥武山公園の増改築の問題でありますが市有地を賃貸している以上當然払わなければならないと思います

尚増改築の件につきましては當局としても都市計画とも関連する問題であり目下検討中であります

○宮里敏慶君

前議会に於いて瀬長市長は奥武山公園の住民はその日暮しの貧困者であり金のない者からは地料は取らないと言明されたがそれを予算に計上してあるのはどういう意味ですか

○財政部長（仲原英通君）

財政當局としては市有地使用料の免除ということはないと思いますし　又金額にしても坪二円五十銭という少額であり若し市長が取らないといわれたという事であれば市長に直接お聞きになって頂きたいと思います

○大山盛幸君

日程追加の動議を提出したいと思いますので合同委員会を直ちに本会議に切換えて頂く様動議を提出いたします

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の動議の通り本委員会を本会議に切換えることに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます　ではこれで合同委員会を終り只今から本会議を開会することに決定致します

（午後三時三十分）

（午後三時三十分　再開）

○議長（高良一君）

では本会議を再開致します。

○大山盛幸君

日程追加並びに日程順序変更の動議を提出致します　即ち今期議会の会期を延長することについてを本日の日程第十五とし以下順次繰下げて頂きたいと思います。と申し上げますのは今期議会の開会早々から市長不信任問題で議会は騒いでおり、それに伴って与党議員の缺席戰術で会議はますます混乱の状態に陥ったことは誠に残念に思う次第であります。

今日迄の議会は与党議員は十二番議員（兼次佐一君）と中立の九番議員（平良真次郎君）に野党側の十七名合せて十九名の議員で真剣に市民の福祉の爲に議案の審議を致したのであり、議決々定すべきは決議決定しており今後も真摯な態度で議事を進める心算でありますが如何んせん会期は明日迄となっており尚昨日の暴風につきましては今朝程四番議員（辺野喜英興君）より動議がありましたがその暴風対策の非常措置としての支出面も考えられこれを予算化して本予算に組替える事も市當局として當然準備されるであろうと思います。以上申上げました通りまだまだ審議すべき問題が相当残っておりますので少し会期は長いようでありますが四週間即ち十月二十六日の土曜日迄で丁度四週間になりますので四週間の会期延長をしたいと思います。よろしく皆様の御賛同を得たいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の動議に対して貭疑がありましたらお伺ひ致します

（「議長十二番」「動議は成立しているよ」と呼ぶ者あり　議場騒然）

○兼次佐一君

只今四週間の会期延長の動議は成立しておりますがその理由としては新らしく發生した暴風対策について更に予算を初め諸議案の審議の為後四週間の日程を要すると云う意味のようでございますが　然し本員は既に決定されました會期は初日に於いては三週間程度の会期の決定でございました。会期の決定は提案された議案に対する審議の見通しを充分つけた後に決定されたと思います。そう致しますと三週間の会期を更に四週間に延長すると云う事は余程の事態の変化のある場合でなければあり得る筈はないと考えるのであります。強いてあるとすれば暴風被害対策等が新らしく發生したと云う丈の事でございます。過去の審議状態は別と致しましても残された議案の審議を要する日程が四週間もかかるとは考えられないのであります。從いまして提案者に対する貭疑でございますがこう云った見解の許に本員は三日間の会期で充分可能ではないかと云う考え方を持つ者でありますがこれに対する御見解をお伺いしたいと思うのでございます。

○大山盛幸君

粗雑な審議であれば三日間でも出来ると思いますが今少し慎重に審議しなければならないと思います　又本会議に於きまして否決されました所の区設置の問題それに伴う予算の問題と多々含まれておりますのでこれ等を慎重に審議する為にはどうしても一両日ではいけない。尚専決処分の問題も後一四、五件残っており粗略にすれば一両日でも出来ますが、それでは市民に対して申訳ないと思います。そう云う諸情勢を判断して會期延長したのであり、この件につきましては貭疑討論の余地はないと思いますので貭疑・討論を打切り直ちに採決に入って頂きたいと思います。

○議長（高良一君）

では貭疑・討論を省略し直ちに採決に入ってよろしゅうございますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採決に入ります。只今の二十八番議員（大山盛幸君）の動議の通り今期議会の會期を四週間延長することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者多数）

○議長（高良一君）

賛成多数であります。よって會期を四週間即ち十月二十六日迄延長することに可決決定致します。

○大山盛幸君

十月分晢定予算の編成方要望を動議として提出致します　當局としては當然十月分の晢定予算を議會に提出すると思いますが、聞く所によれば既に十月の晢定予算は市長の決裁も済んでいると云う風に承っておりますので一日も早く議会に配布して貰いたいと云うことを議長から當局に要請して貰うように要望致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今二十八番議員（大山盛幸君）から議長に於いて十月分晢定予算を當局をして速やかに編成し議会に提出する様に要請措置を講じて貰いたいとの要望でございましたが、左様取計らう事に御異議ございませんか

（「賛成」「文書でやって下さい」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。尚要請に際しましては文書をもってやる事に致します。

――― ○ ―――

○高良清二君

本日はこれをもって會議を閉じ引続き市内特に昨日の暴風によって被害のあったと思われる個所の視察をこれから行いたいと思いますので散会の動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の六番議員（高良清二君）の動議の通り暴風被害の視察を行う爲これををもって散会して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

異議ないと認め本日はこれをもって散會し明日二十八日午前十時本会議を再開致します。午后三時三十九分散会
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一、会議録署名人

一九五八年六月十六日

一番議員　　瀬名波栄

一九五八年六月十六日

十六番議員　宮里敏慶

一九五七年　月　日

議長　　　　高良一





一九五七年九月二十八日　午前十時四十九分　開議

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

本日の出席十九名缺席十一名で議会は成立しております。只今から本日の会議を開きます。

缺席議員は瀬名波栄、島袋嘉順、石原昌進、久高友敏、宮城清三郎、浦崎康華、崎山喜達、仲松庸全、真栄田義晃、上原文吉、儀武息睦、以上十一名が缺席であります。

尚本日の缺席議員に対しましては、午后二時迄に出席して貰うように出席催告通知を出すようにしてありますので左様御了承願います。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます

昨日二十七日の本会議に於いて議決されました市長提出議案十件議員提出議案三件及び今期議会の会期延長については市長宛夫々事務手續きを完了の上議案を送付致しておきましたから御報告致します。

次に一九五八年度十月分の暫定予算については市長宛早急編成の上提出する様文書を以って要請致しておきましたから左様御了承願います。

○議長（高良一君）

本日の議事日程は印刷の上御手許に配付致しておきましたからそれにより御報告に替えます。





議事日程　第九号

一九五七年九月二十八日（土）

午前十時　開議

第一　　一九五八年度那覇市歳入歳出予算

（市長提出議案第七十一号）

第二　　監査委員の任命について

（市長提出議案第八十一号）

第三　　一九五八年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十二号）

第四　　一九五八年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十三号）

第五　　那覇市職員に対する一九五八年度夏期手当支給に関する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十八号）

第六　　消防隊長の選任同意の専決処分について

（市長提出議案第四十九号）

第七　　土地所有権和解の専決処分について

（市長提出議案第五十号）

第八　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十一号）

第九　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十二号）

第十　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十三号）

第十一　一九五八年度七月八月九月那覇市歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十四号）

第十二　一九五八年度七月八月九月那覇市歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十五号）

第十三　　一九五八年度七月八月九月那覇市歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十六号）

第十四　　予算外義務負担の専決処分について

（市長提出議案第五十七号）

第十五　　一九五八年度七月八月九月那覇市水道亊業特別会計歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十八号）

第十六　　一九五八年度七月八月九月那覇市水道亊業特別会計歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十九号）

第十七　　一九五八年度七月八月九月那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十号）

第十八　　一九五八年度七月八月九月那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十一号）

第十九　　一九五六年度那覇市歳入歳出決算

（市長提出議案第六十二号）

第二十　　一九五六年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第六十三号）

第二十一　一九五六年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第六十四号）

第二十二　那覇市納骨堂使用条例

（市長提出議案第六十五号）

第二十三　那覇市職員に対する一九五八年度年末手当支給に関する条例

（市長提出議案第六十六号）

第二十四　泊港港湾施設管理使用条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第六十七号）

第二十五　土地所有権和解について

（市長提出議案第六十八号）

第二十六　財産の処分について

（市長提出議案第七十号）

第二十七　那覇市都市計画用途地域の一部変更について

（市長提出諮問第四号）

第二十八　那覇市都市計画公園緑地追加について

（市長提出諮問第五号）

第二十九　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十四号）

第三十　　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十五号）

第三十一　糸嶺篤烈外一名より提訴の損害賠償亊件和解について

（市長提出議案第七十六号）

第三十二　一九五八年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第七十七号）

日程追加

第三十三　一九五八年度那覇市才入才出暫定予算

（市長提出議案第八十二号）

第三十四　一九五八年度那覇市水道亊業特別会計才入才出暫定予算

（市長提出議案第八十三号）





一、本日の会議に付した亊件

一、一九五八年度那覇市歳入歳出予算

二、監査委員の任命について





○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。

○大山盛幸君

只今議長からの報告によりますと市長宛に十月分暫定予算の編成方要請を文書で出したと云うことでありますが十月分の予算は申す迄もなくこれは急を要する問題でありまして、今月も今日が二十八日明日は二十九日で日曜日となっており結局、明後日の月曜日迄には是非これを審議したいと思いますので念の為この暫定予算が何日我々の方に配布することが出来るか、それをもう一応議長から市長に問い合せ願いたいのであります。なるべく今日中にでも配布して頂ければ各議員がそれを検討してやれば三十日の月曜日にはスムースに行くと思いますので　その点当局にお訊ねになってはっきりした御返亊を承って貰うようにお願い致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

その点につきましては財政部長の話によりますと、後半時間位で皆様に配付することができると云うことになっておりますので左様御了承願います

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

議亊運営についてお諮り致します。

と云うのは先日の合同委員会に於いて貭疑続行の侭審議未了になっております、一九五八年度那覇市歳入歳出予算、市長提出議案第七十一号についてを再び本会議を休憩し合同委員會に切換えて御審議願いたいと思いますが如何がでしょうか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます　依って一応本会議を休憩致し合同委員会を開くことに決定致します。

（休憩十時五十五分）

合同委員会　午前十時五十五分開

○議長（高良一君）

それでは只今から合同委員会を開きます。日程第一、一九五八年度那覇市歳入歳出予算市長提出議案第七十一号を議題と致し貭疑に入ります。

○辺野喜英興君

歳出第一款議会費を見ると本年度の予算額三百七十九万三千六百五十一円となっており前年度と比較して六十万六千二百六十九円の減になっておりますが、本員としては減になった理由について解釈に困るのであるが予算説明書にも減になった具体的な理由が説明されていないので説明して貰いたい。特に需要費が四十万円も前年度より減になった理由について尚このように議会費が前年度より六十万円も減になっているにも拘わらず役所費に於いては前年度予算額二千七百二十六万七千四百三十円で本年度予算額三千八十万二千五百三十九円となって逆に三百四十三万五千百五円の増になっており役所費は総て増額になって議会費に於いては、減となって些か議会軽視の感があると思いますがこの点について具体的に説明して貰いたいと思います。

○財政課長（比嘉良男君）

議會費が総体に於いて六十万千千円の減になっておりますことについて具体的に御説明申上げます。まず第一項の一目議員報酬でありますが、これは例年ならば当然十二ヶ月分を計上しなければ、ならないのでありますが、今回は、御承知の通り選挙関係で結局十一ヶ月分の費用を計上してある訳であります。

尚局長が例年ならば当然一ヶ年分計上すべきでありますが差し当り九月から発令すると云う考えのもとに十ヶ月分を計上してある訳でございます　以上のような理由によりまして議員報酬に於いて十二万円の減となっております。

それから需用費に於いて四十二万七千六百八十円の減額になっていますのは、これは、前年度の備品費に於いて乘用車の購入がございましたがその購入が済んでおりますのでその分が減になっている訳であります。次に四目の諸手当で七万一千八十九円の減となっておりますのは、從来迄の実績によりまして見積った関係上若干の減となっております。以上の理由によって議会費に於いては六十万六千円の減になっております。次に役所費につきましては職員費の三百四十三万五千百五円の増になっておりますが　これは、例の職員の給与改正による増額それから乘用車の購入と申しますのは、現在のトラックを賣却して新らしいのを買う費用とそれから期末手当が去年は八割でありましたのが今年度から十割を計上した為に職員費に於いては三百四十三万五千百五円の増額になっております。その他諸手当、需用費と云ったものは全部從来迄の実績を押えまして計上しております。

○宮城実君

歳入三款採石亊業実收入についてこの採石場は、今迄の議会でも相当問題になった所でありますが今年度は四十二万六千円の増を見込んでおりますが、前年度に比較して四十二万六千円の増を見込んだ理由、それから決算報告で監査委員の方から前の問題の亊実からむしろ縮少するか止めるべきであると云うふうな御意見を承っておりますがこれに対する当局側の見解について伺います。

○土木課長（安里一郎君）

前年度は採石場が辻町にあり、これを首里の西森に移動させました関係上生産が出来なかったのでありますが今年は移動が完了し一年間続けて生産しますのでそれ丈の増を見込んだ訳であります。

○宮城実君

歳出二款九項の広報費でありますが前年度に比較して本年度は、非常に増え、約三倍の増額になっているが、特に瀬長市長になってからは、毎月平均二回の市政報告會をしており從来より三倍以上も増額しなければならない理由に疑問をもつものであります。更に市民の友の発行部数が相当増えていると云うことをきいておりますが現在の発行部数とそれの配付の方法、又一部二円で賣っているようであるがどの位の收入があるかお訊ね致します。

○総務課長（阿波連本平君）

市民の友の発行部数については旬刊で月三回の発行一回の発行部数は一万二千部になっております。この広報活動と申しますのは自治行政を行う為には必要缺くべからざるものであると云うことは、皆様良く御承知であると思いますが、從来迄これが等閑にされておったのであり、今回からはこの広報活動に重点を置いて行く為予算に見られる通りの増額になっております。尚有料制につきましては種々検討致したのでありますが日本の都市の状况を見ました場合市が照會しました六十三都市の内広報の有料制をとっている都市が二十三ヶ所あり、市の場合予算上は勿論有料制ではありますが実際やって見ますと購讀申込者が少く未だその時機に来ていないと云うことで三ヶ月間は購讀申込者を受け乍ら配付して行きたいと思っております。勿論施政方針等の場合は臨時増刊として市政報告会、市民集会に於きましては、市民の協力を得るために一部二円でもって配付しております。それから收入としては收入役に引継ぎました金額が四千円になっております。

○宮城実君

市民への配付方法についてそれから瀬長市長就任前の発行部数は、どの位ですか。

○総務課長（阿波連本平君）

配付方法については現在各区長を通じてやっております。尚瀬長市長就任前の発行部数は月二回の発行で一回が八千部であります。

○比嘉朝四郎君

広報費の雑手当四万九百五十円、これは市民の友の記者に対するものですか。

○総務課長（阿波連本平君）

そうであります。

○比嘉朝四郎君

それは吏員としての給料の他に更にやっているものですか

○総務課長（阿波連本平君）

そうではありません　嘱託としてのものであります

○比嘉朝四郎君

その二十四節工亊請負費と云うのは何ですか

○財政課長（比嘉良男君）

工事請負費の三万八千二百二十円は市政報告会等の電燈架設と云ったものの費用であります。

○宮城実君

市民の友に業者からの有料広告の收入はありませんか

○総務課長（阿波連本平君）

予定はしておりますが実際の收入はありません

○大山盛幸君

市税の問題についてでありますが過年度の收入と滯納繰越の收入について普通税の十一種目の内の屠畜税には過年度分の收入はないが過年度收入と滯納繰越の收入は各々何割位徴收出来る自信がありますか。

○徴税課長（島袋完栄君）

一九五七年度実績に於いて過年度分は三百六十七万三千六百二十八円で調定額の二十九パーセントになっており滯納繰越分が二百九十三万二千八百十五円で約十六パーセントになっております。

○大山盛幸君

その内市民税と自転車税、不動産取得税は過年度收入より滯納繰越の收入が大きく亊業税が殆んど同額となっており、市税の徴収は非常に困難な様でありますが、これについては、どういう風な見解をもっておりますか

○徴税課長（島袋完栄君）

市民税に於いては八十五・七パーセントは徴收されており固定資産税に於いては七四・二パーセントでありますが徴收する可能性は市民税より多いようであります。過年度收入は五七年度の滯納分丈になります。

それから滯納繰越金は五六年度以前からのものであります。

○大山盛幸君

滯納繰越金は從来迄の累計であると云うことは良く判りますが市民税の中には徴税令書を配って徴收出来ないものがあるかどうか、亊業税に於いても然り、特に自転車税、不動産取得税の滯納があるか、うまく徴収出来るかどうかお訊ね致します。

○徴税課長（島袋完栄君）

各税に於いては徴税令書を配付するときから既にその〇・五、或いは一パーセントは戻って来るのがあります、と申しますのは納税義務者が他所に移転したとか死亡したと云う亊例もあります。

勿論これ等については、その人の戝産が残っているかどうか良く調査してその結果財産が何もないと云うことになれば、法によって処分する外ない訳であります。

○大山盛幸君

多分そうだろうと思っておりましたが、何れにしてもこう云うもののハッキリした数字は当局としてまだ掴んでいないと思いますが今迄の滯納処分からそう云った理由で除却したものがありますか。

○徴税課長（島袋完栄君）

未だやっておりません

○大山盛幸君

不動産取得税の中土地が六十九万二千八百五十四円で家屋が百五十二万五千九百五十八円でこれは、取得額で百分の一であります関係上これを百倍すると土地の方が六千九百二十八万五千四百円家屋が一億五千二百五十九万五千八百円になり、これが課税標準になる訳でありますが、その算定の基礎について御説明願いたいと思います

○徴税課長（島袋完栄君）

これは実績でもってやっておりますがその場合家屋であれば、何級が何坪であるから幾らと云う額が出て来る訳でそれをもって家屋の場合は計上してあります　土地の方も矢張り実績があります。関係上何等地が何坪で幾らと云うふうにして計上してあります。

○大山盛幸君

才入二款二項二目普通財産收入土地賃貸料の假バスターミナル四十二万七千六百八十円とあるがこれは市有地の二千三百七十六坪これの坪当り十五円の十二ヶ月分を計上してあると説明されているが　この賃貸料は確実に取られると云う考えの下に計上されているとは思いますがそれに関連してまずバス協会との契約の問題が出て来ると思いますがそれについての当局の見解を承りたいと思います。

○財政課長（比嘉良男君）

假バスターミナルの賃貸料は確実に取られると云う予想の下に計上してあります。現在迄再三書類或いは口頭でもって連絡はしておりますし、まだ受取っておりませんが何れにしても確実に受取れると云う見解の下に予算には計上してあります。

○大山盛幸君

それと関連する假バスターミナルの過年度收入の五十三万四千六百円も確実に取られますかどうか。

○財政課長（比嘉良男君）

確実に取れます。

○大山盛幸君

確実に取れると云うハッキリした根拠について説明願いたいと思います

○財政課長（比嘉良男君）

向うの敷地は市有地であり当然使用料は取られると云う確信をもっております。

○大山盛幸君

ハッキリした証拠はありますか。

○財政部長（仲原英通君）

先方は市有地を確実に使用しておりますので取れるものを取れないと云うことになりますと收入減になりますので当然取れるということを確信しております

○大山盛幸君

この過年度收入の五十三万円については瀬長市長が市政報告会その他で確実に取ると云うことを仰言っておりますがこれについては、皆様も御承知の通り都市計画の為今迄市内要所要所にバス会社の駐車場があったのを都計をスムースに進行させる為に恒久的なバスターミナルを建設する間暫定的に假バスターミナルに、集って呉れと云う風に市から依頼して向うに收容したと云うことは、誰れも否定出来ません。その為にバス会社は非常な損害を受け、例えば、壺屋にあった東陽バス等は、建物も莫大な費用を掛けて恒久的な施設をやり、その当時その辺一帶は非常に繁栄したのであります。にも拘わらず都市計画をスムースに進行させる為周囲の住民の猛烈な反対があったにも拘わらず辺野喜議員が説得して市に協力する為に仕方なく、移転したのであります。それを五六年四月一日から遡って徴收すると云うことはどうかと思いますし、当局としてももっと慎重に考慮しなければ、ならないと思いますので本員としては、そう云った意味で免除したらどうかと思いますが、これに対する当局の見解を伺いたい。

○財政部長（仲原英通君）

御説御尤もでありますが、然しアー云う広大な土地を使用させることについては、矢張り市の条例に基いて市有地を無償で貸付すると云う条文はありませんし、市有地は、市有地として飽く迄使用料は取ると云うのが建前であり、その為使用料にしても十五円と云う廉い使用料をもってやっていると云うことは、協力して貰っているバス会社に対しても余り酷ではないと思っております

○大山盛幸君

十一款一項一目物品賣払代金の附記の方に乘用車五台トラック二台ローラー一台とありますがそれらのプレート、ナンバー、年式、賣却予相額等について説明願いたいと思います。

○財政課長（比嘉良男君）

乘用車五台のナンバーについては、九五二四号ウィリージープ一九四二型、九一八〇号ウィリージープ一九四二年型、九五二三号ジープ一九四二年型、九五二一号ウィリージープ一九四二年型、一三八六号ワーゴン一九四九年型、以上何れも三万円見当の五台　次にトラックでありますが一三八七号シボレー一九五一年型次に一三九一号、日産ダンプカー一九五三年型で一台十万円の二台、それからローラー一九五四年型十五万円以上であります。

○比嘉朝四郎君

才出四款二項一目の道路維持修繕費について建設部長にお訊ね致します。予算には五百八十三万二千七百八十四円計上されておりますがこれがこの七月、八月、九月迄に瀬長市長による專決処分によってどの位執行されたかその個所と経費について詳細に説明願いたいと思います。

○土木課長（安里一郎君）

道路維持修繕の実際の費用合計は八月三十一日現在で五十四万九千九百三十六円となっており、那覇が二十二万二千八百十一円、首里十六万二千四百三十三円、小禄十六万四千六百九十二円となっております。

（工亊個所明細は資料参照）

○高良清二君

才出五款四項二目靈園建設費の中に用地買收費として百二十万円計上されておりますが予算説明書を幾ら見てもこの百二十万円と云うのが何坪で坪当り單価幾らで何坪購入すると云う説明がないのであるが之について説明願います又次に墓の補償として三十万円計上されているがこの墓の補償として云うものの性格とその墓の三十万円は幾つの墓の補償に該当するか又如何なる計画によってこれを計上したか、尚靈園建設の問題につきましては、真和志議会の方でも地主対真和志議会、真和志議会対当局或いは、那覇市会と云うふうに色々な問題があるが今回百二十万円の用地買收の計画が如何なる亊務手続を経て進行し、又如何なる解決の見通しがあるか、以上具体的に御説明願いたいのであります。

○都計課技手（翁長俊雄君）

一九五七年度に於きましては、約九千七百九十四坪の土地を買收しております。尚予算書にあります数字はミスプリントでありますから九千七百九十四坪に訂正願います。その金額が百四十万





道路維持修繕費地区別明細表　自５７年７月１日　至５７年８月３１日
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七千九百八十六円になっております。

○都計課技手（浦崎安照君）

用地買收は、現在迄九千余坪平均單価は百十五円になっております。それから用地買收の坪当りの單価は、真和志用地土地特別委員会の評価した額をもって大体の單価としております。

○宮里敏慶君

あの附近の墓は都市計画の靈園地域と指定された関係上墓が、個人的に賣買され、墓地の坪当り、賣買価格も二百円、三百円と云うふうに賣買されている亊実があるが、予算に見積もられている單価で買收する自信がありますか。

○都計課技手（浦崎安照君）

都計課としては、用地買収の係員を派遣して地元の人達と、極力折衝させており、買收もこの線で何とか、出来ると思います。

○宮里敏慶君

それでは執行不能に陷る危険はないか。

○都計課技手（浦崎安照君）

とに角一万坪前後は確実に買收出来ると思っております。

○議長（高良一君）

それでは時間も参りましたので日程第一　一九五八年度那覇市才入才出予算、市長提出議案第七十一号は、貭疑續行の侭にこれで休憩し午後二時から再開したいと思いますが左様取計って御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは中食の為これで休憩致します。

（午後零時一分　休憩）

（午後二時六分　再開）

○議長（高良一君）

午前に引續き合同委員会を再開致しますがお諮りしたい亊項がございます。と申しますのは当局が、緊急処理しなければならない議案が市長から議長宛参っておりますので本合同委員会を直ちに本会議に切換え審議したいと思いますが御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。よって左様取計らうことに致し合同委員会を閉じることに致します。

（午後二時十分閉会）

（午后二時七分再開）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今より本会議を再開致します。審議に先立ちまして御報告申上げる亊項がございます。本日付を以って市長から議長宛追加議案の送付について公文書が参っておりますから書記をして朗讀報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗讀）





那総々発第四〇八〇号

一九五七年九月二十八日

那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市議会議長

高良一殿

追加議案の送付について

九月定例会に付議する左記議案を別紙のとおり追加送付します。

記

監査委員の任命について





議案第八十一号

監査委員の任命について

右の議案を提出する

一九五七年九月二十八日

提出者　那覇市長　瀬長亀次郎

監査委員の任命について

市町村自治法第百三十一条第一項の規定による議員の中から選任する監査委員に左記議員を任命したいので市町村自治法第百三十一条により議会の同意を求める

記

那覇市議会議員　渡口政行





那総々発第四〇八一号

一九五七年九月二十八日

那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市議会議長

高良一殿

議案の送付について

九月定例会に付議する左記議案を別紙のとおり送付します。

記

一．一九五八年度十月那覇市才入才出暫定予算

二．一九五八年度十月那覇市水道亊業特別会計才入才出暫定予算。





議案第８２号　１９５８年度１０月那覇市歳入歳出暫定予算
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１９５８年度１０月那覇市水道事業特別会計歳入歳出暫定予算
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歳出
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○議長（高良一君）

只今御手許に配付致しました議案の番号がミスプリントになっておりますので御訂正をお願い致します。即ち監査委員の任命について議案番号七十八号となっておりますのを議案八十一号に次一九五八年度十月那覇市歳入歳出暫定予算議案第七十九号を第八十二号にし、更に一九五八年度十月那覇市水道事業特別會計才入才出暫定予算議案第八十号を第八十三号と夫々御訂正を願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

それでは只今皆様のお手許にあります。監査委員の任命について市長提出議案第八十一号本案は先程も申上げました通り緊急処理せねばならない議案でありますので、只今から御審議願う訳でございますが、これらの議案は本日の議亊日程に上げてありませんので一応日程を追加すると同時に、日程の変更を致さなければなりませんが左様取計うことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは、左様に決定し本日の日程の最後に日程第三十二、三十三、三十四として追加すると同時に、日程第一の次に監査委員の任命を本日の日程の第二として繰上げ以下順次日程を繰下げる様に日程変更することに致します。

○議長（高良一君）

では日程第二監査委員の任命について市長提出議案第八十一号の御審議を願う前に特にお諮り致しますが、本案は御承知の通り議会の同意を求めて居るのであります。依って貭疑討論を省略して直ちに採決に入って良いと考えますので左様取計うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め直ちに採決に入ります。

原案に同意の方は挙手願います。

（「賛成」と呼ぶ者多数）

○議長（高良一君）

多数であります。依って日程第二監査委員の任命について市長提出議案第八十一号は原案通り同意することに決定致します

――― ○ ―――

○新垣松助君

動議を提出致します。本日當局より十月分暫定予算の提出がありましたが審議の慎重を期する上に於いて議案研究の為本日は、これをもって散会し明二十八日休会、明後日三十日午前十時から本議案の審議に移りたいと思います。各位の御賛同願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の十七番議員（新垣松助君）の動議の通り、本日提出されました。十月分暫定予算について研究のため本日はこれをもって散會し明二十九日休會、明後日三十日月曜日午前十時から再開することに致したいとの亊であります。左様取計うことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないようでありますので本日はこれをもって散会し、明後日三十日の午前十時から再開致します

（午后二時十五分　休會）
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一九五八年六月十六日

一番議員　　瀬名波栄

一九五八年六月十六日

十六番議員　宮里敏慶

一九五七年　月　日

議長　　　　高良一





一九五七年九月三十日　午前十時四十七分　開議

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開會致します。本日の出席十八名、缺席十二名で議會は成立しております。缺席議員は瀬名波栄、石原昌進、浦崎康華、仲松庸全、上原文吉、久高友敏、島袋嘉順、宮城清三郎、崎山喜達、真栄田義晃、儀武息睦、仲宗根梶雄、以上十二名であります。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今から本日の會議を開きます。尚缺席議員に対しては、午后一時の議會再開迄に出席して貰うよう、催告通知を發送することに致しましたから左様御了承願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます。

去る二十八の本會議に於いて議決せられました議案一件、市長提出議案第八十一号、監査委員の任命については市長宛、亊務手続きを完了致しましたから御報告致します。

○議長（高良一君）

本日の議亊日程は印刷の上御手許に配付しておきましたからそれにより御報告に替えます。





議亊日程　第十号

一九五七年九月三十日（月）

午前十時　開議

第一　　一九五八年度十月那覇市才入才出暫定予算

（市長提出議案第八十二号）

第二　　一九五八年度十月那覇市水道亊業特別会計才入才出暫定予算

（市長提出議案第八十三号）

第三　　一九五八年度十月那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出暫定予算

（市長提出議案第八十四号）

第四　　一九五八年度那覇市才入才出予算

（市長提出議案第七十一号）

第五　　一九五八年度那覇市水道亊業特別会計才入才出予算

（市長提出議案第七十二号）

第六　　一九五八年度那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出予算

（市長提出議案第七十三号）

第七　　那覇市職員に対する一九五八年度夏期手当支給に関する條例の専決処分について

（市長提出議案第四十八号）

第八　　消防隊長の選任同意の専決処分について

（市長提出議案第四十九号）

第九　　土地所有権和解の専決処分について

（市長提出議案第五十号）

第十　　一九五七年度那覇市才入才出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十一号）

第十一　一九五七年度那覇市才入才出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十二号）

第十二　一九五七年度那覇市才入才出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十三号）

第十三　一九五八年度七月、八月、九月那覇市才入才出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十四号）

第十四　一九五八年度七月、八月、九月那覇市才入才出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十五号）

第十五　　一九五八年度七月、八月、九月那覇市才入才出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十六号）

第十六　　予算外義務負担の専決処分について

（市長提出議案第五十七号）

第十七　　一九五八年度七月、八月、九月那覇市水道亊業特別会計才入才出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十八号）

第十八　　一九五八年度七月、八月、九月那覇市水道亊業特別会計才入才出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十九号）

第十九　　一九五八年度七月、八月、九月那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十号）

第二十　　一九五八年度七月、八月、九月那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十一号）

第二十一　一九五六年度那覇市才入才出決算

（市長提出議案第六十二号）

第二十二　一九五六年度那覇市水道亊業特別会計才入才出決算

（市長提出議案第六十三号）

第二十三　一九五六年度那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出決算

（市長提出議案第六十四号）

第二十四　那覇市納骨堂使用條例

（市長提出議案第六十五号）

第二十五　那覇市職員に対する一九五八年度年末手当支給に関する條例

（市長提出議案第六十六号）

第二十六　泊港々湾施設管理使用條例の一部を改正する條例

（市長提出議案第六十七号）

第二十七　土地所有権和解について

（市長提出議案第六十八号）

第二十八　財産の処分について

（市長提出議案第七十号）

第二十九　那覇市都市計画用途地域の一部変更について

（市長提出諮問第四号）

第三十　　那覇市都市計画公園緑地追加について

（市長提出諮問第五号）

第三十一　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十四号）

第三十二　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十五号）

第三十三　糸嶺篤烈外一名より提訴の損害賠償亊件和解について

（市長提出議案第七十六号）

第三十四　一九五八年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第七十七号）

日程追加

第三十四　一九五八年度十月那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出暫定予算

（市長提出議案第八十四号）





一、本日の会議に付した事件

日程第一、一九五八年度十月那覇市歳入歳出暫定予算

日程第二、一九五八年度十月那覇市水道事業特別会計歳入歳出暫定予算

　　日程第三、一九五八年度十月那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出暫定予算





○議長（高良一君）

只今から議事に入ります。日程第一、一九五八年度十月那覇市才入才出暫定予算市長提出議案第八十二号を議題と致し貭疑に入ります。

○高良清二君

本暫定予算の貭疑に入ります前に動議を提出致します。本暫定予算案は成程五八年度予算の審議に先立ち必要止むを得ざるものでありますが、早急に本暫定予算案を処理しなければならない関係上、本会議に於いて審議する前に一応本会議を休憩し合同委員会によって慎重審議を為しその後本会議によって処理したいと本員は考えております。

皆様の御賛同を得たいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今六番議員（高良清二君）から本会議を合同委員会に切換えて審議して行きたいと云う動議が提案されておりますが、左様取計らって御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます、では本會議を休憩致します

午前十時五十分休憩

一九五七年九月三十日　合同委員會　午前九時五十一分開催

○議長（高良一君）

只今合同委員会を開催致します。日程第一　一九五八年度十月那覇市才入才出暫定予算について当局よりの提案理由の趣旨説明を願います。

○財政部長（比嘉良男君）

一九五八年度那覇市才入才出予算が審議續行中の為市町村自治法第百六十七条第二項に基き、本暫定予算案を提案した訳であります。從いまして計上されているのも人件費その他必要経費を最低限度に押えて編成されたもので特に今回は過日の台風により受けました被害、所謂災害復旧費例えば市営住宅前の護岸や道路改修費等に六十九万六阡円を計上してあります　宜しく御審議の程お願い致します。

○議長（高良一君）

では貭疑に入ります。

○新垣松助君

才出第三款一項一目諸手当の中に正副分団長手当として二千四百圓出勤手当七千五百圓合計九千九百円計上されているが以前の消防団は解散して現在は、存在していないが、当局としては各分団長以下全員を再編成しているか、どうか、お訊ね致します。

○総務課長（阿波連本平君）

現在小禄では、その組織を固めつつあり準備中であります。

首里は既に編成されておりますが、那覇は未だやっておりません。

○新垣松助君

從来あった消防団は瀬長市長就任に反対して各分団長以下解散しているが、現在の那覇市は恒久的家屋が少く、未だバラック、テント、トタン葺の家屋が多くあり、又季節的にも、これから冬期に入って行くことになるのであるが、消防団の再編成は何日頃までに可能であるか。

○総務課長（阿波連本平君）

消防団につきましては、目下首里の消防団を手初めと致しまして小禄、那覇管轄区の分団を再建する為に消防隊長以下日夜努力致しておりますので近日中に再建が出来るものと考えております。

○新垣松助君

本暫定予算に計上された金額を削除する意志はありませんか。

○財政課長（比嘉良男君）

消防団の結成については、当局としても極力その実現方に努力しております。ので予算を削ると云うことは考えられません。

○比嘉朝四郎君

才出二款九項一目の広報費でありますが、この内市民集会の費用として幾ら位かかっているか、又この費用で十月中に何回集会を開くつもりですか。それから四款二項一目の道路維持修繕費ですが、この三十三万一千九百四十六円は何処何処の工事でありますか。

○総務課長（阿波連本平君）

市民集会についてお答え申し上げます。市民集会は十月一杯に行う予定とされておりますのは、本庁管轄と首里小禄の両支所で計三回と云うことになっております。

○土木課長（安里一郎君）

道路維持修繕費につきましては、那覇地区としては、泊港務所から工務交通局に通ずる道路、これが約一、二ヶ月位かかると思います。尚首里小禄地区の分は現在資料を持っておりませんので・・・・・・

○渡口政行君

四款五項災害土木費の一目道路改修費二目護岸改修費について説明願いたい。

○土木課長（安里一郎君）

道路改修と云うのは、市営住宅附近の道路が波の為に流され窪んでおりますので盛土をしようと思っております。それから護岸改修費は泊港埋立地内の復旧工事費の予定であります。

○辺野喜英興君

過日の台風フェイによって受けた被害調査の結果を報告願いたいと思います。

○総務部長（神山孝標君）

公共施設の被害状况を申上げます。
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「本庁関係資料参照」

これらの災害復旧措置につきましては、暫定予算中にも幾らか含まれており急を要するものは、本暫定予算の中から支出が出来ると思います。

○比嘉朝四郎君

二款五項の区亊務所費であるが、これは議會で区設置廃止条例を可決して議會の意志は既に決定したのでありますが、本暫定予算に敢えて計上していることは、当局としては、これを再議に付すと云う意味であるのか、それとも公布の日から二十日間の余裕があるからと云うことで出したか、どうか。

○渡口麗秀君

結局区設置廃止条例が出た場合は、労働基準法によれば一ヶ月前に解雇予告をすると云うことになっていると云う関係で本暫定予算を計上したかどうかと云うことであります。

○総務課長（阿波連本平君）

議會に於いて区設置廃止条例が可決され、市長宛通知されております、然し送付を受けてから十日以内は、市長がこれを再議に付すかどうかと云う期間が、未だ残っておりまして、又市長がこれを再議に付し、議会がこれを再び否決しても市長としては、これを公布する迄に、変更に二十日間の期間をもっているのであり今回本暫定予算に計上致しましたのは、そう云った亊を勘案しまして後一ヶ月はどうしてもかかるのではないかと云う意味で計上してあります。

○宮里敏慶君

二款九項一目三節に市民の友その他として印刷制本費が四万三千余円計上されているが七月一日以降は、月三万六千部の発行で現在迄十万部の発行を見ており金額にして約十万円になるが、その中で僅か四千円の購讀料しかないと云うことは、市民が讀んでいないと云うことになるので、元の月二回発行部数も八千部に改める意志はないか、どうか、尚日本各都市百六十個所に送付していると云うことであるが、これについては第三種郵便としての政府の認可がされていないと思うが認可申請した亊があるか、どうか。

○総務課長（阿波連本平君）

市民の友の有料制につきましては、検討を要するものであり一応試験的にと云うことで有料制の形式で配布した訳でありますが未だ未だその趣旨が徴底しなかった為に申込者も少ないのであります。然し当局としては広報の性格から有料制に出来れば、有料制にして、尚購讀者の心理を勘案して編集し現在は無料ではありますが、無料配布しながら有料制にやりたいと云うことで現在配布している訳であります。

次に日本各都市の送付に関連して第三種郵便認可申請につきましては、再三に亘って文書は或いは、口頭で折衝をやっておりますが未だ認可にはなっておりません。

○宮里敏慶君

以前の広報と瀬長市長就任後の広報の内容が非常に変っておりそう云った所に政府としても認可出来ないと云う風に考えられないか。

○総務部長（神山孝標君）

市民の友については、編集に携っている責任者が余り固くならないよう努力しており、從来のものより一層良くなるように努力しており、從来のものより一層良くなるように努力しておりますのでその点御了承願います。

○高良清二君

才出二款一項の九節の賃銀についてでありますが、これは条例改正により認めたものであるか、又この傭人料は何名分に該当するか。尚この傭人は何日頃採用されたものであるか、以上お訪ね致します。

○財政部長（仲原英通君）

これは昇給しなかった残りの分であります。

○高良清二君

これは先の職員定数条例改正のときに揉めた傭人から職員に昇格させる時に残された人達でありますか。

○財政部長（仲原英通君）

そうであります。

○高良清二君

何故同じ傭人であり乍ら或る者は必要であるから或る者は必要でないからと云う差別をつけるのか、又残された人達は、どう云う措置を取るつもりですか。

○総務課長（阿波連本平君）

賃金によって賄われる職員と申しますのは、定数化された傭人とそうでないものとは職務の内容が違うのであります。

例えば一年、二年と、永くその職に從亊するものは、これを定数化すると云うことになっており、それ以外の二、三ヶ月の短期間の者は、この賃金によって賄われる訳であります。

○大山盛幸君

今回の台風フェイによる災害復旧費は四款五項の災害土木費丈と思いますが、先程部長の説明から聞くと公共施設丈で百十七万余円の被害を受けていると云う亊ですが、これは、何日予算化してやるつもりですか。

○財政部長（仲原英通君）

急を要する工亊丈は手近なものから調査して予算に計上してある訳であり、その他の分に対しては、どうするつもりかと云う亊でありますが、早急に調整をして本会議中に提案したいと思っております。

○大山盛幸君

それは例の五八年度才入才出予算に組替える訳ですか、

○財政部長（仲原英通君）

追加と云う形でやりたいと思っております。

○大山盛幸君

先程総務部長の台風被害の報告で社会課文でも十六万円位の被害があったと云うことを聞いているが、学生寮は是非早急に修理しなければならないと思いますが、工亊請負費一万円と云うのは、何でありますか、

○社会課主亊（武村盛秀君）

これは普段の一寸した市営住宅内に於ける工事費であります。

○大山盛幸君

才出七款一項生活保護費の一目三十九節扶助費として八万円計上されて結核在宅治療者慰問と記載されておりますが、これについて具体的に説明して下さい。

○社会課主事（武村盛秀君）

毎年社会課としては、Ｔ．Ｂ患者の慰問を行う為年二回大体三月と十月に分け一人当り大体百円程度の生活用品を贈っておりますが今迄の実績から見まして市内には該当者が八百七十二名おります。

○大山盛幸君

同じ結該患者にしても救済の線にスレスレの者もあり、又比較的余裕のある患者もおりますので、そう云う所は当局の方で充分勘案されて今後はやって貰うよう要望致しております。

○仲宗根梶雄君

先程辺野喜議員から暴風災害状況の報告を求められ当局から一応報告が為されたが、本員としては辺野喜議員の聞かんとしているポイントをはずれた報告が為されているように思うので更に追加して報告を求めたい。即ち、單に役所の被害だけでなく現在市内に居住する市民の中には本格的な家屋に住んでいる人は少くその大半がバラック建築であり今回の暴風によってこれらの人達に与えた物心両面の被害は誠に甚大なるものであると思うのであります。にも拘わらず瀬長市長は常日頃より貧困者の味方であると豪語していながらこう云った人達に対する対策が何一つ為されていない。

何も役所のガラスが何枚破損したと云う單なる目の前丈の問題ではないと思う。我々が聞きたいのは市内に於ける民家、そう云った被害状況を聞きたいのであります。それから市民の友を担当しているのは何課でありますか、尚今回の台風による被害状況を具体的に調査して早急に資料を作成し提出して貰いたいのであります。

○総務部長（神山孝標君）

先程公共施設丈の御報告を申上げましたが全体の被害状況については総括しておりませんでしたのでその為申遅れた訳でございます。市内に於ける被害状況を申上げます。

「資料参照」

それから市民の友の担当課は総務課であります。





公共施設を除く一般建築物の被害調査額
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水産関係台風被害調査額
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農作物及家畜被害調査額
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○仲宗根梶雄君

市民の友の監督は総務部長がやっておるのですか。

○総務部長（神山孝標君）

おおまかにしかやっておりません。

○仲宗根梶雄君

この市民の友の編集については余程慎重に市民の友としての正しい在り方でもってやって貰はなければ將来の那覇市の行政に対して支障を来すと共に市の発展にも大きな障害にならんとも限らない、と云うのは前の市議会議員選挙の終った後市会議員に対してのアンケートの中に「君は誰を一番偉いと思うか、その名前をあげよ」等と尋常科の一、二年生に聞く様な質問をやって居るがそこに何か意図があってのことだろうと思うのであるがこう云った亊は実際どうかと思います。今後とも編集に当っては充分注意してやって貰いたいと思います。

○総務部長（神山孝標君）

アンケートの問題でありますが実は編集の方からそう云うふうな亊実があったと云うことを聞き少し拙いなめたとは思いましたが皆様がそれに対して答えなければそれで良いだろうと思いその侭にしてありましたが、この点については今後良く氣をつけてやりたいと思っております。尚編集につきましては、先程も申上げました通り市民からの色々の不平不満を出来る限り紙面に掲載し市の機関紙として充分活動出来るよう努力して行きたいと思っております。

○議長（高良一君）

では中食時間でありますので貭疑続行の侭休憩し午后一時から再開致します。

（午後十二時七分休憩）

九月三十日（午後一時十四分）

○議長（高良一君）

午前に引続き合同委員会を再開致します。日程第一、一九五八年度十月那覇市才入才出暫定予算について貭疑に入ります。

○宮城実君

才出二款一項職員給に助役の俸給と交際費が計上されているが十月に助役の選任をするつもりですか。

○総務部長（神山孝標君）

助役は自治法によって選任すべきであると云うことが謳われておりますので計上してあります。

○高良清二君

才出二款五項区事務所費に旅費として五千百八十四円計上してありますが、これは如何なる性貭のものか、又雑手当とあるが、これは区事務所職員の給料か何でありますか。

○財政課長（比嘉良男君）

旅費でありますが、これは本庁へ連絡する為の連絡用の旅費であります。尚雑手当は各区長の給料二千百八十円の四十一名分を計上してあります。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では日程第一の貭疑はこれ位にして日程第二、一九五八年度十月那覇市水道事業特別会計才入才出暫定予算について貭疑に入る前に当局よりの説明を願います。

○建設部長（松根稔）

御説明申上げます。才入才出とも四百五十七万五千七百二十八円となっておりますがまず才入につきまして説明申上げます。第一款水道事業收入一項一目、営業主益一節水道使用量でありますが、金額にして二百八十万五百九十二円で、この金額の算定基礎の内訳は六月分が三百二十一万二千七百十一円の十パーセント即ち三十二万一千二百七十一円で七月分三百七十万四百八十円の十七パーセント六十二万九千八十一円、八月分の三百七十万四百八十円の三十五パーセントこれが百二十九万五千百六十八円、九月分三百七十万四百八十円の十五パーセント即ち五十五万五千七十二円でその合計二百八十万五百九十二円であります。それから次の量水器使用料として、八万九千三百九十一円計上されておりますが、これの算定基礎は六月分十万六千四百四十五円の十パーセント即ち一万六百四十四円、七月分の十一万百十円の十七パーセントで一万八千七百十八円、八月分が十一万百十円の三十五パーセントで三万八千五百三十八円九月分十一万百十円の二十パーセントの二万二千二十二円計八万九千三百九十一円であります。次に船舶給水料これは從來の実績によっての見込額で次の給水工事收入も同じであります。それから過年度收入でありますがこれは一日平均の実績によりまして、　の二十七日分で算定しこれが、十八万九千円、尚十月に確実に入って来ると云うのが、二十万八千百六十六円合計致しまして、三十九万七千百六十六円となっております。次に才出の部これも例年の実績によりまして、必要経費のみを計上してあります。この中で特に説明を要する分は一款一項一目浄水費の中の材料費と致しまして百二十一万四千四百円が計上されておりますがこれは軍から補給を受けております。水の代償と致しまして薬品をもって返済するようになっておりまして百万ガロンにつき二万六千四百円で四千六百万ガロンで百二十一万四千四百円となっております。それから二款一項四目資産購入費の中に量水器購入費として六十万円計上してありますが、これは増加栓数及び不良品取替用として購入しなければならない五百個分の量水器の代金であります。

その他は從來の実績によって十月の必要経費を計上してありますので、よろしく御審議の程お願い致します。

○議長（高良一君）

では貭疑に入ります。

○大山盛幸君

浄水場の薬品購入費として百二十一万四千四百円計上されておりますが、前に専決処分された三ヶ月分の薬品代、百三十八万円で計、二百五十九万四千四百円となっており、五八年度本予算は二百七十五万六千百六十円でありますので、以前専決処分された分と今度の十月分暫定予算の計二百五十九万四千四百円を差引くと僅か十六万一千七百六十円しか残らない訳でありますが、これ丈で十一月から来年七月迄の軍補給水の薬品代として自信もって運営出来るかどうかお訊ね致します。

○水道課長（国吉長成君）

この暫定予算で計上してありますのは、八月、九月、十月分であり前の予算で購入したものと合せまして、これは本予算の計画の中に入っておりまして十一月末迄に牧港の水源の開発を行い遅くても十二月迄に完成したいと思っております。そうすれば十二月以降来年迄の軍補給水は要らなくても済む訳でどうしても十二月迄には牧港の水源地開発を完成して行きたいと考えまして十二月以降の薬品代は本予算にも計上してないのであります。

從ってこれに計上してあります分で、十二月も賄って行きたいと云う亊であります。

○大山盛幸君

那覇市の給水状態を見ると需要者は増加する一方であり、どうしても絶対水量と云うのが不足になりがちであり、牧港の水源池開発は十二月迄に完成すると云う当局側の答弁ですが、需要供給のバランスが確実に取られるか、どうか、それ丈で市民に今後絶対に迷惑をかけないと云う確信があるかどうかお訊ね致します。

○建設部長（松根稔君）

本予算の説明の時にも申上げましたように那覇市の水に対する条件は最も悪いと云っても過言ではなく渇水期に於いては時間断水等でどうにか苦境を切り抜けて来たのもこれ皆様の御協力の賜と思っております。それでこの度の予算編成に当りましても充分注意して編成して来たのでありますが、それでも那覇市の水に関する問題は絶対安心とは云えず、正直に申上げます。が水は我々の生活に絶対必要であり、政府に於きましても那覇市の補助金要請に対しましては当然であると云う見解を表明しており、この際皆様にお願いしたいことは、水の問題は一切の政治的感情を捨てて頂きまして当局としても補助金獲得には努力を続けておりますが、議会も側面的に御協力をお願いしたいと思います。

○大山盛幸君

需要者が増えて来るとどうしても手持水量と云うのが心配であり、お互い政治的感情は捨てて市民の為にも水の問題は是非とも解決しなければならないと云う考えから貭問している訳であります。

更にお訊ねしますが、現在における水源池の一番条件の良い日の手持水量と条件の悪い日に於ける手持水量はどの位ですか。

○建設部長（松根稔）

降雨時期に於いて三百万ガロン渇水期に於きまして、百万ガロンと云う数字の概畧でありますが、これについて水道課長が申しますように牧港の水源池は大体百万ガロンの水量がありますので、それを本予算に見込んでおります。尚政府に対しては水道施設費として、五千万円余を補助して貰うように陳情してありますが、結局出来たとしても二千万円程度しか出来ないと思います。その場合この金は比謝川から水をもって来る計画としてその費用に充てる考えでありますが、その場合どれ丈の水源能力があるかと申しますと、約三百万ガロンを見込んであり二千万円の政府補助が、ありますれば三百万ガロンの水源の第一着手が出来ると云った予想をしております。

○大山盛幸君

現在一日の水道使用量、それから都市計画の進捗と共に需者が段々増加して来る訳でありますが、十二月頃迄の大体の使用料を条件の良い日と条件の悪い日について説明願いたいと思います。

それから牧港の水源が完成すれば百万ガロン給水出来ると云うことでありますが、そうすると条件の悪い日が百万ガロンでありこれと合せて二百万ガロンで給水が可能かどうか合せてお訊ね致します。

○建設部長（松根稔君）

先程の水道課長の答弁で訂正すべき点がございましたので訂正致します。牧港の水源池が完成すれば今後に於いて軍補給水は要らないと云うことでありましたが、例え牧港の水源地が完成致しましても、軍よりの補給水が要らないと云うことは云えないのでありまして、例えそれ丈の水源池を確保致しましても、我々の貧弱な施設では何日故障があったり、不時の亊故と云う亊も考えられますので、先程の課長の答弁を訂正させて頂きます。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○辺野喜英興君

本暫定予算についての貭疑も大体盡きているように思いますし、又本日でもってこれを議決しなければいけないし、更に区画整理の暫定予算の審議もあると思いますので、この合同委員会を打切り直ちに本会議に切換えて貰いたい思います。以上動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今合同委員会を打切り直ちに本会議に移って貰いたいと云う動議がございますが、左様取計らう亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め、これで合同委員会を閉じることに致します。

（午後一時三十七分）

午后一時三十八分再開

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今から本会議を再開致します。

議亊に入ります前に御報告申上げる亊項がございます。

市長から議長宛追加議案の送付について公文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

――― ○ ―――

（書記「新垣襄二君」朗読）
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○議長（高良一君）

本議案は先程御手許に配付してございますが配布洩れはございませんか

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

それではお諮り致します。本案は本日の議亊日程にあげてありませんので一応日程を追加すると同時に緊急を要するものでありますので更に日程変更を致したいと思いますが左様取計らうことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では本日の日程の最終に本案を日程第三十四として追加すると同時に日程第二の次に第三として、繰上げ以下順次日程を繰下げるように日程を変更することに致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

では日程第一、一九五八年度十月那覇市歳入歳出暫定予算、市長提出議案第八十二号を議題と致し貭疑を省略し討論に入ります。

（「討論打切り採決」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論を打切り採決に入ってよろしゅうございますか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないようでありますので直ちに採決に入ります。日程第一、一九五八年度十月那覇市歳入歳出暫定予算、市長提出議案第八十二号原案に賛成の方挙手願います。

（「賛成」と呼ぶ者多数）

○議長（高良一君）

賛成多数でございますので原案通り可決確定致します

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第二、一九五八年度十月那覇市水道亊業特別会計歳入歳出暫定予算、市長提出議案第八十三号を議題と致し貭疑省略討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論ないようでございますので討論を打切り採決に入ってよろしゅうございますか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では採決に入ります。日程第二、一九五八年度十月那覇市水道亊業特別会計歳入歳出暫定予算市長提出議案第八十三号に対し、原案通り賛成の方は挙手願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

万場一致御賛成でございますので左様可決碓定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第三、一九五八年度十月那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出暫定予算、市長提出議案第八十四号について、当局よりの提案趣旨の説明を願います。

○建設部長（松根稔君）

御説明申上げます。歳入歳出ともに五十七万二千百十三円で歳入は賛費地処分による收入でこれは起債の收入からこれ丈を暫定予算に廻しまして繰越と云う形になっているのであります。歳出の方では例年の実績の侭でありますが特に御説明申上げたいことは職員費
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歳出
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の中に旅費として三万円計上してありますがこれは東京都に於ける研修職員の旅費でありまして、御承知のように区画整理亊業も六ヶ年の計画の中の四ヶ年が過ぎ後二ヶ年となっておりますのでこれからは清算亊務と云う亊に重点を置いてゆかなければならない訳であり、その研究の為にも丁度今がその時期でありますので特に計上してあります。他には別に変ったのはございません。よろしくお願い致します。

○議長（高良一君）

本案に関して貭疑に入ります。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

貭疑ないと認め討論に入ります。

（「討論なし」呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論を省略し採決に入って差支えございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは採決に入ります。日程第三、一九五八年度十月那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出暫定予算、市長提出議案第八十四号について原案通り承認して御意議ありませんか。

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛成多数でございますので左様可決確定致します。

――― ○ ―――

○高良清二君

豫て懸念されておりました所の会期が延長になり、反面十月分の暫定予算を審議し、只今亊務に支障のない限りに於いて可決決定致したので当局も一応一息吐いてホットした所だと思います。所が豫て要求しておりました所の諸種の資料、所謂本日の合同委員会で問題になりました暴風被害の状況を詳わしく調査した資料、それから臨時傭人の職、氏名、年令それから昇格した者の氏名と昇格しなかった者の資料、それに数日前に要求しております職員の給料表所謂現在の給料表と昇給前の給表それに採用年月日職氏名と市長の専決処分で任命された人達の職氏名等種々要求しておりますが、亊務的に多忙を極めている関係か、資料が出ておりませんので予算審議に支障を来たしているので早急にこの資料を纒めて提出して頂きたいと云うことを再び要求しておきます。よって本日の会議をこれで散会致しまして残りの議案を細部に亘って検討する為三日程休会し、十月四日の午前十時本会議再開の上資料に基いて、審議したいと思います。皆様の御賛同を得たいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の六番議員（高良清二君）の動議の通り当局よりの資料の提出が遅れている関係上予算審議に支障を来しているので早急に之の提出方を要求すると共に議案研究の為明日から三日間休会する亊にし本日はこれをもって散会したいとの動議が提出されておりますが動議の通り取計らうことに御異議ございませんか。

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御意義ないと認めます。よって本日はこれをもって散会し議案研究の為明日から三日間休会と致しまして、十月四日午前十時本会議を再開することに致します。

（午后一時四十九分散会）
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  	副議長
  	渡口麗秀
  	同
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  	議員
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  	同
  	儀武息睦
 

 
  	同
  	浦崎康華
  	
  	
 








一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長
  	瀬長亀次郎
  	出納課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	収入役
  	大湾政順
  	社会課長
  	野村安彦
 

 
  	総務部長
  	神山孝標
  	労務課長
  	比嘉政謙
 

 
  	財政部長
  	仲原英通
  	衛生課長
  	安座間喜松
 

 
  	建設部長
  	松根稔
  	都市計画課長
  	知念英五郎
 

 
  	総務課長
  	阿波連本平
  	土木課長
  	安里一郎
 

 
  	勧業課長
  	渡久地敬正
  	建築課長
  	友寄隆樹
 

 
  	戸籍課長
  	真栄里思温
  	水道課長
  	国吉長成
 

 
  	財政課長
  	比嘉良男
  	首里支所長
  	国場幸太郎
 

 
  	税務課長
  	普久嶺則明
  	小禄支所長
  	長嶺律太郎
 

 
  	徴税課長
  	島袋完栄
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一、事務局出席者


 
  	局長代理
  	友寄隆次郎
  	書記
  	新垣繁
 

 
  	書記
  	新垣襄二
  	同
  	湧川朝興
 








一、会議録署名人

一九五八年六月十六日

一番議員　　瀬名波栄

一九五八年六月十六日

十六番議員　宮里敏慶

一九五七年　月　日

議長　　　　高良一





十月四日　午前十一時八分　開議

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

本日の出席十八名　欠席十二名で議会は成立しております　直只今の欠席議員に対しましては議長に於いて出席するよう出席勧告通知を發送致しましたから御了承願います

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

では只今から本日の会議を開きます

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます

去る九月三十日の本会議に於いて議決せられました市長提出議案第八十二号及び第八十三号　第八十四号以上三件につきましては夫々事務手続きを完了の上　市長宛送付致しておきましたから御報告致します　次に九月三十日付を以って樋川区々長大城幾久他二十名の区長から那覇市区設置條例を廢止する條例制定の撤回方について議長宛陳情書が参っております　本件につきましては後刻議題と致し御審議願うことに致しますから左様御了承願います

次に十月四日附那総々發第四、一七五号を以って市長から議長宛議案送付について公文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます

（書記「新垣襄二君」朗読）





那総総發第四、一七五号

一九五七年十月四日

那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市議会議長

高良一殿

議案の送付について

九月定例会に付議する左記議案を別紙のとおり送付します。

記

一九五八年度十月那覇市才入才出追加暫定予算





○議長（高良一君）

只今書記をして報告致させました通り本議案は先程お手許に配付致しておきましたが配布洩れはございませんか。本案につきましては本日の日程に上げてございませんが緊急を要する議案でございますので一応本日の日程の最終に第三十二として日程の追加をお願い致したいと思います。

○議長（高良一君）

本日の議事日程は印刷の上お手許に配付致しておきましたからそれにより御報告に替えます。





議亊日程第　号

一九五七年十月四日（金）午前十時開議

第一　　一九五八年度十月那覇市歳入歳出追加暫定予算

（市長提出議案第八十五号）

第二　　一九五八年度那覇市歳入歳出予算

（市長提出議案第七十一号）

第三　　一九五八年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十二号）

第四　　一九五八年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十三号）

第五　　那覇市職員に対する一九五八年度夏期手当支給に関する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十八号）

第六　　消防隊長の選任同意の専決処分について

（市長提出議案第四十九号）

第七　　土地所有権和解の専決処分について

（市長提出議案第五十号）

第八　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十一号）

第九　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十二号）

第十　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十三号）

第十一　一九五八年度七月、八月、九月那覇市歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十四号）

第十二　一九五八年度七月、八月、九月那覇市歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十五号）

第十三　一九五八年度七月、八月、九月那覇市歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十六号）

第十四　予算外義務負担の専決処分について

（市長提出議案第五十七号）

第十五　一九五八年度七月、八月、九月那覇市水道亊業特別会計歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十八号）

第十六　一九五八年度七月、八月、九月那覇市水道亊業特別会計歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十九号）

第十七　　一九五八年度七月、八月、九月那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十号）

第十八　　一九五八年度七月八月九月那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十一号）

第十九　　一九五六年度才入才出決算

（市長提出議案第六十二号）

第二十　　一九五六年度那覇市水道亊業特別会計才入才出決算

（市長提出議案第六十三号）

第二十一　一九五六年度那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出決算

（市長提出議案第六十四号）

第二十二　那覇市納骨堂使用條例

（市長提出議案第六十五号）

第二十三　那覇市職員に対する一九五八年度年末手当支給に関する條例

（市長提出議案第六十六号）

第二十四　泊港港湾施設管理使用條例の一部を改正する條例

（市長提出議案第六十七号）

第二十五　土地所有権和解について

（市長提出議案第六十八号）

第二十六　財産の処分について

（市長提出議案第七十号）

第二十七　那覇市都市計画用途地域の一部変更について

（市長提出諮問第四号）

第二十八　那覇市都市計画公園緑地追加について

（市長提出諮問第五号）

第二十九　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十四号）

第三十　　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十五号）

第三十一　糸嶺篤烈外一名より提訴の損害賠償亊件和解について

（市長提出議案第七十六号）

第三十二　一九五八年度那覇市才入才出追加予算

（市長提出議案第七十七号）

第三十二　一九五八年度十月那覇市歳入歳出追加暫定予算

（市長提出議案第八十五号）追加（繰上げ変更す）





一、本日の会議に付した亊件

日程第一、一九五八年度那覇市歳入歳出追加暫定予算





○議長（高良一君）

只今から議亊に入ります。

○高良清二君

日程第一、一九五八年度那覇市才入才出予算を審議致します前に当局に再び貭問と要求の動議を提出しますと申しますのは先日の議会に於きまして議会開会以来その間に色々の資料の提出方を要請し早急に配布して貰うように要求して置きましたが本日此処に配布されております資料も我々の要求通りには出ていないのであります

議案の審議に必要な資料の提出に応じないということは要するに議案の審議を遅らせるということを市当局自ら行っており何故そういう措置に出るかということが疑わしくなるのであります　そこで再び資料提出方について当局に要求すると同時に尚不足分を念の為に申し上げて置きます　職員定数條例一部改正に伴うその他の職員の氏名　年令　事務担当　採用年月日それから給与改善前の給与額と改善後の給与額を要求してありますがこれらが未だに提出されていない様であります　更に臨時傭人の昇格についても相当問題になりましたがその件につきましても昇格前の給料及び採用年月日と昇格しなかった者の職氏名又区長制の実施に伴い先程議長の方からも報告がありました通り陳情も出ておりますのでそういうものの陳情を処理する為にも参考になると思いますので各区長の住所　氏名　年令　若しくは任命月日　経歴　給料これも要求したにも拘らず提出されていないのでそれらの資料を完全に揃えて配布して戴きたいということを審議に先立ちまして要求致します　皆さんのご賛同を得たいと思います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○比嘉朝四郎君

議案審議の為の資料でありますので可及的速やかに当局にお願い致します　大体何日頃提出できますかお訊ね致します

○総務部長（神山孝標君）

今迄色々の資料のご要求があったということは我々としても良く存じておりますので市長に対して斯ういう資料の要求があるので提出しましょうということを諮っておりますがザックバランに申上げますと市長は提出するのを待てということになっておりますので

（「そんな馬鹿なことがあるか」「どうしてだ」と呼ぶ者あり）

（議場騒然）

議長或いは議員の方々から直接交渉して早急に提出する様申出た方が良いと思いますので御報告申上げます

（「おかしいぞ」「議員から要求するのか」と呼ぶ者あり　議場騒然）

○辺野喜英興君

動議を提出致します　只今の総務部長の発言は非常に重要な亊でありますので一応協議会に切換えて載きたいと思います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今四番議員より本会議を協議会に切換えて貰いたいと云う動議が提出されておりますが左様取計うことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では只今から協議会に移ります

協議会　午前十一時三十六分

――― ○ ―――

再開　午前十一時四十分

○議長（高良一君）

では本会議を再開致します　先程の諸般の報告の際にも申上げました通り日程第三十二　一九五八年度十月那覇市歳入歳出追加暫定予算　市長提出議案第八十五号について本案は今回の台風被害による災害復旧に関する議案であり緊急処理しなければならないものでありますので本議案を日程第一として繰上げ変更し以下順次日程番号を繰下げて審議したいと思いますが左様取計うことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます　よって左様に決定致します　それでは只今日程第一に繰上げ変更になりました一九五八年度十月那覇市歳入歳出追加暫定予算　市長提出議案第八十五号について当局より提案趣旨の説明を求めます

○財政部長（仲原英通君）

本案は今回の台風により被害を蒙った那覇市三区と楚辺にありますところの愛生寮の屋根等の修繕費として十一万九千五百円それから庁内車輌修理工場に四十万五千円と政府補助による第二、四半期の失業対策亊業費の内の十月分十六万四千九百





１９５８年度１０月那覇市歳入歳出追加暫定予算
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歳出
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三円の追加を内容とするものでありまして愛生尞の改修並びに車輌工場の改築は但った災害復旧として緊急を要するものであり又政府補助金からの失対亊業費も政府からの指示によりまして十月一日に当該亊業が開始されておりますがその賃金支払いに支障を来たしておりますので至急この予算化を必要とし本日ここに十月分暫定予算として追加計上し議会の御承認を得たいと思い提出致した次第であります　よろしく御審議の程お願い申上げます

○議長（高良一君）

では只今から質疑に入ります

○高良清二君

動議を提出致します　質疑に入ります前に本会議を休憩し直ちに合同委員会に切り換えて戴きたいと思いますのでよろしくお取計いをお願いします

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今六番議員高良清二君より本会議を合同委員会に切り換えて審議したいという動議が出ておりますが動議の通り取計うことに御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます　よって左様取計らうことにし本会議を休憩致します

（午前十一時四十三分休憩）

合同委員会

十月四日（午前十一時四十四分）

○議長（高良一君）

只今より合同委員会を開催致します

日程第一、一九五八年度十月那覇市才入才出追加暫定予算市長提出議案第八十五号を議題と致し質疑に入ります

○辺野喜英興君

愛生寮に関連して質問致します　当局から提出のありました過般の暴風被害状况の資料を見ますと本庁の車庫に於いて車輌五台　それから畳　蚊帳　黒板　蛍光燈等詳細に記載されておりその合計金額二十五万円となっており車庫を建直しする為四十万五千円を計上して以前の施設より金をかけているということはその必要は充分認ます　然し物事は比較してみなければならないと思います　限られた予算でもあるのでこれを有効適切に使うということは議員は勿論　市当局も考慮しなければならないと思いますので比較したわけでありますが結局車庫は元の施設費である十五万円以上を追加してあるのに拘らず救済者が現在收容されている愛生寮　ここに入っている人々は自力ではどうにもならない人達の集りであり　この愛生寮の被害が十五万円に対してその復旧費として十一万九千五百円で被害額より逆に四万も少く計上されているということは本員としては非常に不満に感じる訳であります　そこで才入才出差引残金十六万五千八百六十四円の残金がありますのでせめてこれ丈の金をそういう家屋の復旧費に追加して貰いたいというふうに本員としては考えておりますが当局としてはこれを追加する意思はないかどうかお訊ね致します

○財政部長（仲原英通君）

まづ最初車庫についてでありますが当初車庫は元の侭に復旧するとすれば二十五万円程度で修理が出来るだろうということでありましたが既に車庫の基礎でありますセメントが毀われているので改築しなければいけないという亊に相成っている次第でございますが　次に愛生寮の問題でありますが暴風により被害を受けた当初の調査では大体この程度の被害であろうということでありましたが予算編成をするに当って財政部と建築課の技術者との相談の結果予算に計上してある金額を見積り致したような次第であり決して故意に減額したという訳ではなくこれ丈で充分出来るという見解を当局としてはもっております

○財政課長（比嘉良男君）

暴風直後私も一緒に被害調査に現場に行ったのでありますが首里の愛生寮は瓦が四、五枚飛んだ丈であり三区と楚辺の愛生寮が一番酷い被害を受けており特に楚辺の方の屋根は基礎から直さなければならないという事になっているので実際に被害調査をした結果十一万九千五百円で充分修理出来るというふうに考えております

○辺野喜英興君

私がいうのはもう少し積極的な対策がないかどうかということであり愛生寮をもっと根本的に改築し予算残金を追加してやろうという意思はないかということであります

○財政部長（仲原英通君）

愛生寮が改築を要する程腐朽しているのであれば直ぐ改築も致しますが一応この線で出来る丈引締めておいて戝源の許す範囲内でこういったものは逐次計画を樹てるべきであるというふうに考えております　車庫は台風により大破しておりますので止むを得ず基礎から建直しをする為に計上してある訳であります

○高良清二君

今回の政府補助による失業対策亊業の施工場所について説明願いたいと思います

○労務課長（比嘉政謙君）

失業対策亊業費二、四半期の土木工亊と致しましては小禄の上原中央線それから小禄具志中央線　美栄橋Ｂ線とＣ線　美栄橋二号線　三号線　四号線となっており那覇は楚辺ハイカラ湯通りの楚辺Ａ号線　楚辺九号線　松尾一号線　壺屋四号線　次に首里に参りまして当蔵　赤田Ａ線とＢ線以上十五本の路線を失業対策亊業によって行うことになっております　人員は三十名で作書日数は二十七日間であります

○高良清二君

只今の労務課長の説明によりますと失業対策亊業が一日三十名で延日数二十七日間というふうな焼石に水式の失業対策の状况でありますが那覇管轄の失業者はどういう数字を示しているか或いはその生活実態は如何様になっているか当局に於いて調査した資料があれば教示願いたいと思います

○労務課長（比嘉政謙君）

市管轄区内の失業者の状况については八月末現在十二万六百二十一名に対して失業者二千人を見ております　その中公共職業安定所を通じて求職しておりますのが二百名で残りの千八百名は潜在失業者と推定しております　又最近の公共職業安定所に於ける適格條件を備えている失業労務者は那覇市が百三十一名真和志が百六十七名でこれは那覇　真和志の方で毎日三十名内至四十名の失業者を道路整備亊業に吸收して救済を図っております

○高良清二君

只今の那覇市管轄区内の適格者百三十一名というのは共公職業安定所の手を経て就職出来る訳でありますが予算関係で三十名しか就業出来ない場合残りの人達は適格者であり乍ら就職出来ないということが考えられるがそれに対して如何様な方法を取っておるか伺います

○労務課長（比嘉政謙君）

現在各市町村に交付されておりますところの失業対策亊業費が充分に交付されれば百三十一名全員採用出来ますが補助金に制限があり　といって毎日一定の人達に從事させるということは不公平がありますので残された人達の為にも現在は輪番制でやっております

○高良清二君

当局側の説明によりますと八月末現在失業者が二千名でありその内二百名が公共職業安定所を通じて求職しているということでありまして結局残りの千八百名は潜在失業者となっている様でありますが斯ういう人たちの就職の問題又は失業させない様な方法について如何様な計画を持ち又どういう様な見通しをもっていますか　具体的な計画がありましたら承りたいと思います

○労務課長（比嘉政謙君）

失業者の就職問題につきましては政府及び公共職業安定所と協力致しまして出来る丈毎日亊業場の方に照会して必要人員の採用を図っておりますが　然し各亊業場からの求人申込は殆どありませんので特に各亊業所の方にお願い出来る丈　多数の労務者を働かせて貰う様にということをお願いしております　それから失業させない方法と致しましてはこの様な失業対策亊業を各市町村の方で行い同時に政府補助金による多数の労務者の吸收を図るという方法と一方職業補導を行い就業の機会を作るということであります　特に沖縄南部に於いての生産企業育成と新たな生産亊業の設定計画について政府に折衝していきたいと思っております

○高良清二君

御参考迄に申し上げておきますが最近の新聞報道によりますと国頭の辺野古の軍工亊が過去に於いてかつてない最大の軍工亊であるという亊を聞いておりますが該工亊に沖縄人労務者が数千人も必要であるという新聞報道でありますがそういう所に市当局としても積極的に交渉する準備と熱意をもって努力すれば潜在失業者である千八百名を吸收するのも可能であると思います　そういう積極的な將来の失業対策を充分考慮して頂きたいという亊を要望し参考迄に今回の辺野古の軍工亊に觸れておいた次第であります

○議長（高良一君）

他に質疑はございませんか

（「質問なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

質疑ない様でありますので直ちに市委員会を閉会し市会議に移り討論に入りたいと思いますが御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ない様でありますので左様に決し合同委員会は之を以って閉会致します

（〇時十九分閉会）

再開　十二時二十分

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

それでは只今から本会議を再開致します

審議に入る前に当局から議案の字句の挿入と訂正の申出があります　之を許します

○財政部長（仲原英通君）

亊務上の手違いで字句の挿入訂正の必要がありますので申上げます　議案第八十五号の表題が一九五八年度十月那覇市才出追加暫定予算となっており「才入」が抜けておりますので字句の挿入方をお願い致します　次に才出の方で七款社会及び労働施設費の六項労働費とありますがその項を七項に　それから二目失業対策亊業費の目を三目に夫々訂正方をお願い致します

○議長（高良一君）

では日程第一　一九五八年度十月那覇市才入才出追加暫定予算　市長提出議案第八十五号を議題と致し質疑省略討論に入ります

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御意見ないとの亊でありますが討論打切り直ちに採決に入って差支えございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では採決に入ります　日程第一　一九五八年度十月那覇市歳入歳出追加暫定予算市長提出議案第八十五号については原案通り承認することに御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者多数）

○議長（高良一君）

賛成多数であります　よって原案通り可決決定致します

――― ○ ―――

○高良清二君

動議を提出致します　本日議会側から当局に対して種々の参考資料の提出方を要求してありますがそれが未だに提出されておりませんのでそういった資料を明日の午前十時の本会議開催時間迄に提出して貰うよう重ねて要求しまして本日はこれをもちまして散会し明日十月五日午前十時本会議を開催して貰いたいと思いますので宜敷くお取計らい願います

○議長（高良一君）

只今の六番議員（高良清二君）の動議の通り取計ろうことにご異議ありませんか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます　依って当局は明日午前十時迄に要求致しました資料を提出願うことに致し本日は之を以って散会致します　尚為念に明五日の本会議は午前十時開会致します

（散会　午後零時二十二分）
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一、会議録署名人

一九五八年六月十六日

一番議員　　瀬名波栄

一九五八年六月十六日

十六番議員　宮里敏慶

一九五七年　月　日

議長　　　　高良一





十月五日　午前十一時十五分　開議

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開会致します　本日の出席十八名欠席十二名で議会は成立しております

（「欠席議員の氏名を読んで下さい」と呼ぶ者あり）

瀬名波栄　石原昌進　久高友敏　崎山喜達　真栄田義晃　儀武息睦　島袋嘉順　兼次佐一　宮城清三郎　仲松庸全　上原文吉　渡口政行

以上であります

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今から本日の会議を開きます

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます

昨日四日の本会議に於いて議決せられました市長提出議案第八十五号一九五八年度十月那覇市才入才出追加暫定予算につきましては事務手続きを完了の上市長宛議案を送付しておきましたから御報告致します

次十一月四日附を以って那覇市職員労働組合執行委員長渡口精雄から議長宛去月二十七日の本会議に於いて議決せられた議員發議による那覇市職員の定数條例の一部を改正する條例について市條例撤回方の陳情書が参っております本件につきましては後日御審議願うことに致しますから御了承願います

○議長（高良一君）

本日の議亊日程は印刷の上お手許に配布致しておきましたからそれにより報告に替えます





議亊日程　第十二号

一九五七年十月五日（土）

午前十時開議

第一　　一九五八年度那覇市歳入歳出予算

（市長提出議案第七十一号）

第二　　一九五八年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十二号）

第三　　一九五八年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十三号）

第四　　那覇市職員に対する一九五八年度夏期手当支給に関する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十八号）

第五　　消防隊長の選任同意の専決処分について

（市長提出議案第四十九号）

第六　　土地所有権和解の専決処分について

（市長提出議案第五十号）

第七　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十一号）

第八　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十二号）

第九　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十三号）

第十　　一九五八年度七月八月九月那覇市歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十四号）

第十一　一九五八年度七月八月九月那覇市歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十五号）

第十二　一九五八年度七月八月九月那覇市歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十六号）

第十三　予算外義務負担の専決処分について

（市長提出議案第五十七号）

第十四　一九五八年度七月八月九月那覇市水道亊業特別会計歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十八号）

第十五　　一九五八年度七月八月九月那覇市水道亊業特別会計歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十九号）

第十六　　一九五八年度七月八月九月那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十号）

第十七　　一九五八年度七月八月九月那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出追加暫定予算の専決処分について
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第十八　　一九五六年度那覇市歳入歳出決算
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第十九　　一九五六年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第六十三号）

第二十　　一九五六年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第六十四号）

第二十一　那覇市納骨堂使用条例

（市長提出議案第六十五号）

第二十二　那覇市職員に対する一九五八年度年末手当支給に関する条例

（市長提出議案第六十六号）

第二十三　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第六十七号）

第二十四　土地所有権和解について

（市長提出議案第六十八号）

第二十五　財産の処分について

（市長提出議案第七十号）

第二十六　那覇市都市計画用途地域の一部変更について

（市長提出諮問第四号）

第二十七　那覇市都市計画公園緑地追加について

（市長提出諮問第五号）

第二十八　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十四号）

第二十九　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十五号）

第三十　　糸嶺篤烈外一名より提訴の損害賠償亊件和解について

（市長提出議案第七十六号）

第三十一　一九五八年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第七十七号）





一、本日の会議に付した事件

日程第一、那覇市行政特別委員会の設置

日程第二、那覇市行政検査特別委員会委員並びに委員数の決定について





○議長（高良一君）

では只今から議亊に入ります。

○辺野喜英興君

昨日の本会議に於いて資料の提出を本日の議会開会迄に提出するように要望がありましたがその点どうなっているかお伺い致します。

○総務課長（阿波連本平君）

資料の提出方につきましては所謂昨日議員の方からのお話もありました通り市町村自治法第三十八條によるところの検閲並びに検査を行うという意味に於いてのお話でありました　そういう條文の監査若しくは検査をやる場合について色々話合いましたところ正式な議会の意思決定が必要だという亊になった訳であります　それで改めて正当な議会の権利を行使して戴きたいと思います　それによりまして当局側と致しましても早急に資料の内容を検討し議会の正当なる権利の行使である場合は提出する様に致してあります　但しその時期についてはハッキリ私から申上げられませんのでご了承願いたいと思います

○辺野喜英興君

議会が議案を審議する上に於いて必要な資料を執行機関である市当局にその提出方も要求する　これは至極当然な亊だと本員は考えております　むしろこういう議案を審議する場合に於いては議会側から要求されなくても当局側からこの議案を審議する為にはこれこれが必要ではなかろうかということで積極的に考えて議亊をスムースに運営させる為にもこういう調査か或いは資料が要るのではないかと進んで提供するのが当然ではないかと考えます　これは何処の市町村でもそうやっているのであります　然るにも拘らず今頃になって法規がどうのこうのと言を左右にして資料を提出しないということは実際どうかと思う　法を楯に取り出せない云々ということはこれは議会に対して挑戦している様なものであり然もそのことについては資料が出しよい様に提出書類を指示して要求してあり内容の如何によっては特別委員会を設置して調査しなければならないということも惹起して来るだろうと思います　そういうことをさせない様に事前に提出して貰いたいと思うのでありこれは当然出すべきであると本員はこう考えているのであります　尚今先総務課長の答弁によりますと議会の意思決定がなければ具合が悪いということであるがこれは一体何を意味しているか議会の意思決定ということは既に議会開会当初から四、五名の議員からその提出方を要求し然もこれは全員に諮って議会の意思としてハッキリ要望しているのであります

從って今の意思決定がされてから要求して呉れということは云えない筈であるそういうところの見解を今度詳しく特に総務部長に述べて貰いたいと思います

○総務部長（神山孝標君）

私共もこの亊については市長にいろいろ相談致しましたけれども市長の考えとしましては議員からハッキリした要求を出して貰いたいということでありこれ以上お答えできないのを残念に思っております

（「冗談じゃないよ」「何処にそんな事があるか」と呼ぶ者あり　議場騒然）

○辺野喜英興君

議会の要求は議会の意思決定としては認めない訳でありますか　今迄何回も四、五名の議員からこういう亊を質問すると共に何々の資料を提出して貰いたいということによってそれを全体に諮って即ち議会の意思としての要求を認めない訳であるか　強いてこれを議決しない限り議会の要求は意思決定として認めないのであるかどうか

○比嘉朝四郎君

調査資料を提出して貰うのに一々議決が要るというのは自治法の何條にあるかこれは市長の見解が間違っている

（議場騒然）

○総務部長（神山孝標君）

そういうことにつきましては今迄申上げた通りでありますので直接市長にお聞きになってハッキリした方が良いと思います

（「この資料は何か」「今迄に出された資料もありますよ」と呼ぶ者あり 議場騒然）

○総務部長（神山孝標君）

それは市長の命によって提出せよといわれまして出したものであります

○渡口麗秀君

そうすると後の資料は陰謀があって出せないということでありますか

（議場騒然）

○辺野喜英興君

これは非常に重大な問題であり恐るべき事態に陥る様な氣がしてならない同じ事を繰返して申しますが唯職員が採用されたその年月日すら出さない　議員からの説明要求があっても教えないという政治をやるのか然も総務部長がそれは市長から聞いた方が良いといっているが自分の見解も持たないで総務部長の職にいるということはおかしい　こういう事は民主的に部課長会議を開いて諮って貰いこれは提出すべきであるということであれば市長に進言すべきではないか　只市長が待てといったから待つということはこれこそ暗黒政治であり独裁である　先刻職員労働組合から議員発議による職員定数條例を撤回して貰いたいという陳情も出ており議会としても職員の身分を保證すると云った色々の面から職員の身分を保証しなければならない考えからそういったものに対する資料を要求しているがそれも提出しないということについて総務部長の意向をお伺いしたい

（「陰謀だ」「何か陰謀があるのだろう」と呼ぶ者あり）

○総務部長（神山孝標君）

ですから市長に対しては先程から申上げた通り議会としてはこういう様な要求でありますということを申上げているのでありますが市長は自治法の規定により議会がハッキリした意思決定をもって要求して貰いたいという事でありますので私としてはこれ以上のお答は非常に無理なことではないかと思います

（「無理ではない」「当然ではないか」と呼ぶ者あり）

我々に対してこの様な答弁を要求されると云うことは妥當ではなく最高の責任者は市長でありまして我々ではないのであります　我々は市長の命令を受けて仕事をやっているのであります議会が何が故にこういうことについては市長からハッキリした答を得る様な事をとられないか我々はこれを非常に不思議に思っております　それで直ぐ市長をお呼びして答弁を求めて頂きたいことを要求致します

（傍聴席から「そうだそうだ」と呼ぶ者あり　拍手）

○赤嶺一男君

今日迄何回となく資料提出方を要求しておりますが自治法第三十八條によって提出できないという当局の答弁でありますが強いてそう主張するのであれば一応こちらも譲歩しその代り動議を提出致します　只今の総務部長の答弁では参考資料の提出は市長の権限にあるとしてその提出を拒んでいる様でありますところで参考資料の提出要求は議員多数の要求でありこれが提出ができないとあれば予算審議は勿論のことこれに関連する議案の審議もできない結果になるのであります　よって本員はここに動議を提出致します　本日の議会に於いて各位の御賛同を得て那覇市行政検査特別委員会の設置について日程を追加すると同時に直ちに日程第一に変更し以下順次日程番号を繰下げ本委員会の設置を要望する者であります　よろしくお取上げの程お願い致します

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○平良真次郎君

それに関連しまして何時ぞやの新聞にもありました通り議会運営委員会を設けようぢゃないかという話がありまして議会をスムースに運営していくその中には只今論議の焦点となっております問題もいろいろと調査或は研究も可能であるという建前から議会運営委員会という名称の許にそういった事項を含めてもっていきたいと斯ういうような意味で皆さんにお諮りして早急にこの議会運営委員会設置を提案致します

○新垣松助君

本員の意見と致しましては市町村自治法第三十八條の第一項第二項により九番議員（平良真次郎君）の仰言る議会運営委員会とは別個と致しまして是非とも議会から行政検査委員の選任をやって貰いたい　四、五名位の検査委員を選任して貰ってその検査委員によって調査の報告の責任総てを任せるというふうに決めたらと思いますが　如何なものでありますか

○議長（高良一君）

ではお諮り致します　先程の十八番議員の動議がありました様に那覇市行政検査特別委員会の設置についてを本日の議事日程の最終に三十二として追加すると同時に日程第一として繰上げ変更し以下順次日程を繰下げることにして異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取計ろうことに決定致します

○議長（高良一君）

では日程第一那覇市行政検査特別委員会設置についてを議題と致しますが本委員会設置につきましては先程十八番議員（赤嶺一男君）の提案理由の通りであり更に十七番議員（新垣松助君）の賛成意見もありましたが本条につきましては質疑・討論を省略し直ちに採決に入りたいと思いますが御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます　よって直ちに採決に入ります

日程第一那覇市行政検査特別委員会設置について御賛成の方は擧手願います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛成多数でありますので左様可決々定致します

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今那覇市行政検査特別委員会は設置する事に決定致した訳でありますがそれに関連致しますので直ちに日程を追加すると同時に変更致しまして那覇市行政検査特別委員会委員数の決定並びに委員の選任についてを日程第二としてお諮り致します

（「議長一任」と呼ぶ者あり）

○高良清二君

只今委員数と委員の選出方法について議長から諮られておりますが委員の数を八名程度とし当該委員会の選出方法につきましては議長一任にしたいという動議を提出致します

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今六番議員（高良清二君）から委員数は八名とし委員の選出方法は議長に於いて指名して貰いたいという動議が提出されておりますが左様に取計らって御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛成多数であり異議ないものと認め議長に於いて指名することに致しますが暫らく休憩致します

休憩　午前十一時三十七分

再開　午前十一時四十一分

○議長（高良一君）

再開致します　それでは那覇市行政検査特別委員会委員を議長から指名することに致します　二十八番議員大山盛幸君　四番議員辺野喜英興君　六番議員高良清二君　十二番議員備瀬知良君　二十五番議員仲宗根梶雄君　十八番議員赤嶺一男君　二十九番議員宮城実君　九番議員平良真次郎君以上八名の方々にお願い致します　御承認願います

○議長（高良一君）

只今委員は八名それぞれ選出された訳でありますが正副委員長が決っておりませんので委員間に於いて互選して頂きたいと思いますので暫らく休憩致します

休憩　十一時四十七分

再開　十一時五十六分

○議長（高良一君）

再開致します只今那覇市行政検査特別委員会の正副委員長互選の結果の報告が参っておりますので御報告申上げます　委員長には二十八番議員大山盛幸君　副委員長平良真次郎君が選出されましたので御報告申上げます

――― ○ ―――

○高良清二君

只今那覇市行政検査特別委員会の設置を見たのでありますが次の予算審議に入ります前に今一応当局と話合いの場を持ちたいと思いますがその前に更にお訊ね致します

議会がかねてから要求致しておりますところの諸種の資料は次々と上程されますところの議案をスムースに審議し慎重に検討していくという熱意に燃えた要求であるがそれに答えることができないということは要するに話合いの場を広く持ちたいという気持を全然忘れ瀬長市長が日頃良くいわれるところのガラス張の政治　これは市民にも公約されてきたものでありますが　これを拒否するかの様な感じを市民に職員に与え議会に斯ういう異様な空氣を作らした場合は今後の議会運営は勿論市の行政面にも相当暗雲が漂うのではないかとも思うし市民から疑心暗鬼を生ずる場合困るのではないかという懸念も出て来ますので先程設置を見ました那覇市行政検査特別委員会の活動を俟たずに両者の話合いの場を広くする意味に於いて事柔らかにその要求をお願いするものでありますがそれでも出来ないかどうかお答え願います　尚重ねて申上げますが去る十日頃でしたか　その時の本会議でも正式に議会の意向として資料の要求をした筈であります　只そのとき日程としてあげないで決議丈の話で議会の意思は充分正式に為されたものと解釈致しております　と申しますのはこの資料提出要求に対しては何等反対意見もなかったと思うしこういう事柔らかな要求に対して固く拒否するという事に対しては納得できませんので改めて特別委員会の活動をしない前に資料が提出できるかどうかお訊ね致します

○総務部長（神山孝標君）

市長としても今回の資料提出につきましては強いてこれを固く拒否するという様なことではなく自治法の規定に從って議会から要求して貰いたいという意味でありまして皆様が仰言られるようなことではないのであります　又私個人としてもそういうふうにやって頂きたいという希望であります

○比嘉朝四郎君

今先那覇市行政検査特別委員会の設置については議決せられたのでありますがその特別委員会に対しましては昨日要望致しました市長に対する調査資料の提出につきましては議会の議決により当該委員会にその権限を一任致したいと思いますのでよろしくお取計らい下さる様動議を提出致します

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

所定の賛成があって動議は成立致しました只今二番議員（比嘉朝四郎君）の動議の通り市長に対する調査資料の提出については行政検査特別委員会に議会の議決を得てその権限を一任致したいとのことでありますが左様取計ろうことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛成多数と認めますよって只今の動議の通り決定致します

○浦崎康華君

今先の総務部長が答弁された様に市政直接の責任者は市長であるからこの資料提出については市長の意見を聞くようにこの議場に於いてその所信を述べさせるのが妥當と思います　從いましてここで議決して要求書を提出するということに対しましては反対します

（「進行」と呼ぶ者あり）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

それでは日程第三、一九五八年度那覇市才入才出予算市長提出議案第七十一号についてを議題と致し質疑に入ります

○比嘉朝四郎君

この議案を審議するにしても我々が要求した資料が提出されない限りそれは不可能であると思います　よって本日の議会は之を以って散会し先程設置されました行政検査特別委員会を昼食後午後二時に開催して頂く様に致しまして二時頃迄にその調査資料を提出して貰いたいと思います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今二番議員（比嘉朝四郎君）から五八年度予算については當局からの資料の提出がない為審議ができないので本日はこれを以って散会し新しく設置されました行政検査特別委員会を午後二時に開催して貰いそれ迄に當局は調査資料を纏めて提出して貰いたいとの事でありますが如何致しましょうか

（「月曜日迄」「二時迄」と発言多数）

○辺野喜英興君

予算を審議する上に於いても早目にそういう資料を纒めるのが必要でありますが設置されて間もない特別委員会であり　午後二時迄に資料蒐集が間に合うかどうかと云う事も懸念されますので本日の本会議は是を以って散会し七日月曜日午前十時から再開ということになりますればその間に我々委員会としましてもその資料をある程度持ち寄って出来ると思いますので直ちに散会する動議を提出致します

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今四番議員（辺野喜英興君）から本日の会議はこれをもって散会し明六日は休会し明後日七日に本会議を開催しその間に特別委員会を開催して当局の資料を慎重に審議致したいという動議が提出されておりますが左様取計ろうことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます　それでは只今の動議の通り本日はこれをもって散会し明後七日月曜日午前十時から本会議を再開することに致します

散会　十二時二十五分





一、本日の会議を行った場所　市会議室

一、出席議員氏名


 
  	議長
  	高良一
  	議員
  	宮里敏慶
 

 
  	副議長
  	渡口麗秀
  	同
  	新垣松助
 

 
  	議員
  	辺野喜英興
  	同
  	赤嶺一男
 

 
  	同
  	比嘉佑直
  	同
  	浦崎康華
 

 
  	同
  	比嘉朝四郎
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	高良清二
  	同
  	仲宗根梶雄
 

 
  	同
  	平良真次郎
  	同
  	玉那覇有義
 

 
  	同
  	備瀬知良
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	宮城実
 




一、欠席議員氏名


 
  	議員
  	瀬名波栄
  	議員
  	宮城清三郎
 

 
  	同
  	島袋嘉順
  	同
  	崎山喜達
 

 
  	同
  	渡口政行
  	同
  	仲松庸全
 

 
  	同
  	石原昌進
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	同
  	兼次佐一
  	同
  	上原文吉
 

 
  	同
  	久高友敏
  	同
  	儀武息睦
 








一、市当局より参与せる者の職氏名


 
  	総務部長
  	神山孝標
 

 
  	総務課長
  	阿波連本平
 




一、事務局出席者


 
  	局長
  	友寄隆次郎
 

 
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	同
  	新垣繁
 

 
  	同
  	湧川朝興
 








一、会議録署名人

一九五八年六月十六日

一番議員　　瀬名波栄

一九五八年六月十六日

十六番議員　宮里敏慶

一九五七年　月　日

議長　　　　高良一





一九五七年十月七日午前十一時開議

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開会致します。本日の出席十七名缺席十三名で議会は成立しております。缺席議員は瀬名波栄、石原昌進、久高友敏、仲松庸全、真栄田義晃、儀武息睦、宮城実、島袋嘉順、兼次佐一、宮城清三郎、渡口政行、上原文吉、浦崎康華、以上十三名が缺席でございます。尚缺席議員に対しましては議長の方から午后一時迄に出席して貰うよう出席催告状を発してありますから御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます。

十月七日附を以って那覇市行政検査特別委員会から議長宛同委員会協議の結果報告が参っておりますので、その写を印刷の上御手許に配付致しました。本件につきましては去る五日の本会議に於いて議決になっておりますので即日議長に於いて同委員会の決定せる通り参考資料を提出する様市長宛公文書を発送しておきましたから左様御了承願います。

同じく十月七日附那総々発第四一九二号を以って追加議案の送付について市長から議長宛公文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

○書記（新垣襄二君）

那総々発第四一九二号

一九五七年十月七日

那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市議会議長

高良一殿

追加議案の送付について

九月定例会に付議する左記議案を追加送付致します

記

一、那覇市職員定数条例の一部を改正する条例を再議に付することについて

二、那覇市区設置条例を廃止する条例を再議に付することについて

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今朗読致させました二件の議案は夫々御手許に配付致しておきました。本件につきましては後刻議題と致し御審議願うことに致





議案第八十七号

那覇市職員定数条例中の一部を改正する条例を再議に付することについて

右の議案を提出する

一九五七年十月七日

提出者　那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市職員定数条例中の一部を改正する条例を再議に付することについて

九月二十八日議会議長より送付を受けた「那覇市職員定数条例中の一部を改正する条例」は左に掲げる事由の下に再議に付する。

一、軍補助並びに琉銀融資による事業が、ストップした事によつて職員の減少の理由にはならない。即ち工事は凡て請負であり、職員の分担事務量が多くなるといふだけである。

二、従来条例定員との都合上、恒久的事務であつても傭員として条例定員外の職員をもって充てあり、条例定員を免れる不当な行為と云わざるを得ない。

　　かかる状態を正常の適法な人事行政に改め、職員の身分を確立し市政事務処理の職員定数を明確化する必要がある。

説明

市町村自治法第百十一条第一項の規定に基き本案を提出する。





議案第八十六号

那覇市区設置条例を廃止する条例を再議に付することについて

右の議案を提出する

一九五七年十月七日

提出者　那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市区設置条例を廃止する条例を再議に付することについて

那覇市区設置条例を廃止する条例は現状を正しく判断した結果得られたものではない。この条例提案理由に掲げられた理由は那覇市区設置条例を廃止する理由にはならないものである。又区長連署で提出された陣情書は各区民の意見を表明するものであり、多くの市民が区長制を設ける事を望んでいる。

公共の福祉を担う者として那覇市区設置条例を制定されるよう要求し那覇市区設置条例を廃止する条例を再議に付する。

説明　市町村自治法第百十一条第一項の規定に基き本案を提出する





しますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

次十月七日附那総々発第四一九一号を以って市長から議長宛参考資料の提出について公文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

○書記（新垣襄二君）

那総々発第四一九一号

一九五七年十月七日

那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市議会議長

高良一殿

参考資料の提出について

一九五七年十月五日那議発第七六号で要求のありました三項目に亘る参考資料の中、全職員の新旧俸給対照表を前冊の通り提出致します。尚第二、第三項に係る資料については調整の出来次第送付致します。以上

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今朗読致させました通りであります。御了承願います。

○議長（高良一君）

本日の日程は印刷の上御手許に配付致しておきましたからそれにより御報告に替えます。





議亊日程第十三号

一九五七年十月七日（月）午前十時開議

第一　　一九五八年度那覇市歳入歳出予算

（市長提出議案第七十一号）

第二　　一九五八年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十二号）

第三　　一九五八年度那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十三号）

第四　　那覇市職員に対する一九五八年度夏期手当支給に関する条例の専決処分について

（市長提出議案第四十八号）

第五　　消防隊長の選任同意の専決処分について

（市長提出議案第四十九号）

第六　　土地所有権和解の専決処分について

（市長提出議案第五十号）

第七　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十一号）

第八　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十二号）

第九　　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十三号）

第十　　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十四号）

第十一　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十五号）

第十二　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十六号）

第十三　予算外義務負担の専決処分について

（市長提出議案第五十七号）

第十四　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市水道亊業特別会計歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十八号）

第十五　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市水道亊業特別会計歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十九号）

第十六　　一九五八年度七月、八月、九月那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十号）

第十七　　一九五八年度七月、八月、九月那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十一号）

第十八　　一九五六年度才入才出決算

（市長提出議案第六十二号）

第十九　　一九五六年度那覇市水道亊業特別会計才入才出決算

（市長提出議案第六十三号）

第二十　　一九五六年度那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出決算

（市長提出議案第六十四号）

第二十一　那覇市納骨堂使用條例

（市長提出議案第六十五号）

第二十二　那覇市職員に対する一九五八年度年末手当支給に関する條例

（市長提出議案第六十六号）

第二十三　泊港港湾施設管理使用條例の一部を改正する條例

（市長提出議案第六十七号）

第二十四　土地所有権和解について

（市長提出議案第六十八号）

第二十五　戝産の処分について

（市長提出議案第七十号）

第二十六　那覇市都市計画用途地域の一部変更について

（市長提出諮問第四号）

第二十七　那覇市都市計画公園緑地追加について

（市長提出諮問第五号）

第二十八　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十四号）

第二十九　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十五号）

第三十　　糸嶺篤烈外一名より提訴の損害賠償亊件和解について

（市長提出議案第七十六号）

第三十一　一九五八年度那覇市才入才出追加予算

（市長提出議案第七十七号





一、本日の会議に付した亊件

日程第一、一九五八年度那覇市水道事業特別會計歳入歳出予算

（市長提出議案第七十二号）





○議長（高良一君）

それでは只今から議事に入ります。

○比嘉朝四郎君

我々が要求致しました資料も提出されておるようでありますし、これからスピードアップして議案の審議を致したいと思うのであります。よって日程第一、一九五八年度那覇市歳入歳出予算、日程第二、一九五八年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算、日程第三、一九五八年度区画整理事業特別会計歳入歳出予算以上を一括上程して審議致したいと思うのであります。併せて本会議を休憩し直ちに合同委員会に切換えて審議したいと思いますので皆さんの御賛同を得たいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では只今の二番議員（比嘉朝四郎君）の動議の通り日程第一、第二、第三を一括して審議したいと云う動議が出ておりますが左様取計うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定致します。尚本議案を審議する為本会議を休憩し合同委員会に切替えて審議したいと云うことでありますが差支えございませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛成多数でございますので左様取計らうことに致し本会議を休憩致します。

（休憩　午前十一時六分）

十月七日　合同委員会　午前十一時七分

○議長（高良一君）

只今から合同委員会を開催致します。尚本会議における動議の通り日程第一、一九五八年度那覇市歳入歳出予算、日程第二、一九五八年度水道事業特別会計歳入歳出予算、日程第三、一九五八年度土地区画整理事業特別会計歳入歳出予算を一括議題と致し貭疑に入ります。

○宮里敏慶君

歳入六款使用料及び手数料の二目證明、手数料が三十二万八千三百六十円の減となっておりますが、その減となった理由と四目督促手数料が十二万円の増となっておりますが、この二点について伺います。

○財政課長（比嘉良男君）

三目の證明手数料の四目督促手数料は何れも從来迄の実績を勘案しました関係でこう云うふうになっております。

○宮里敏慶君

督促手数料が十三万円の増となっておりますが、納税と云うことについては当局で積極的に納期を市民に徹底させれば減る事はあっても増えると云うことはないと思いますが

○財政部長（仲原英通君）

主管課長がおりませんので代って説明申上げます。督促手数料につきましては前年度に比較して徴税成績が良くなったと云うのもこの予算によってどうしても今迄取残されたものを取ると云うような意味から私の方では、それ程予算が多いとは見ておりませんが、この点は我々としてもこれから勘案してそう云った方面に努力したいと云う考えでおります。

○赤嶺一男君

歳入三款一項一目採石事業收入が前年度予算と比較して四十二万六千円の増になっておりますが、勿論増になると云うことは大変喜ばしい事では、ありますが、從来迄の実績を考えて見ました場合、那覇市の採石事業と云うものは私達の見方ではまず減になっているのではないかと云うような見方がされておりますが、四十二万六千円と云う増に対しては今一応検討する必要があると思いますので、七月、八月、九月三ヶ月分の收支の明細をお知らせ願いたいと思います。

○土木課長（安里一郎君）

その点につきましては、この前もお答え致しましたが、この増になった理由と致しましては去年の七月、八月は辻町にありました採石工場を首里の西森に移転する為、休業しており、又一月は臨時傭人の解雇問題がございますので、その分丈を増と見込んだ訳であります。尚只今の三ヶ月分の收支明細につきましては早速プリントにしてお配りしたいと思います。

○辺野喜英興君

歳出九款産業経済費についてでありますが、この産業経済費が全般的に云いまして減になっており、特に三日の商工振興費が前年度予算は百十万五千百三十円に対し、本年度は九十五万九千八百十八円で減となっており、農業振興費も減で水産振興費が前年度予算に較べて、約半分になっているが、当局としてこの水産関係の実態をどの程度把握しているか、説明して貰いたい。とにかく全般的に見て産業経済費が減になっていると云うことは我々としてはどうかと思うし、減になった理由について御説明願いたいと思います。

○勧業課長（渡久地敬正君）

まず商工振興費の減についての理由は從来商工祭は市が直営でやっておりましたが、昨年度から、その主催を商工会議所に移管させた訳で、將来も商工祭は市がやるよりも民間団体に移した方が良いと云うことで商工祭の費用を削除してあります。それから從来迄特産品の試作を継続事業としてやっておりましたが、昨年度で一応その試作を完了しましたので、その結果を見てから又やると云うことで試作の費用も削除してあります。それから農業振興費でありますが、この中に昨年度迄は畜産関係の予算も含まれておりましたが、今年度から畜産振興費を独立目にして畜産振興費として計上しましたので農業振興費から比較しました場合は減になっておりますが、決して事業の内容からは圧縮されておりません。更に水産振興費も減になっておりますが、これの直接の原因は船揚設置の費用が計上されなかった為であります、即ちこの船揚場設置につきましては、政府から三十万円の補助金と市が十五万円を負担して設置すると云うことでありましたが、政府の補助金が削除されてしまいましたので市として出来る丈政府からの補助金を貰ってやる為、折衝を重ねて来ましたがその見込がないようであり、本年度は見合せております。

○辺野喜英興君

私が聞かんとする所はそう云う事ではなく那覇市に於いては特に産業振興費と云うものは那覇市の発展の為には毎年増になる事はあっても減になるべきではないと思います。特に織物、漆器、陶器は琉球の特産品として取扱われており、それらの本場としては那覇市があげられるのであります。次に水産振興費に於いても特に水産関係の船揚場を作るにしても相当の費用がかかるし、那覇市の財政丈では無理だと云うことは私も良く判っているが、こういう産業経済費という予算を市全体が如何なる理由があるにせよ前年度予算より減額にしていると云う事は政府に対して補助金申請を行う上からも実に拙いと思うし、減額することによってその重要性を市自体が認めていないと云うふうに政府から見られても仕方がないと思うのであります。これに対する財政部長の見解をお伺いしたいと思います。

○財政部長（仲原英通君）

産業経済費が総体的に減額になった理由については先の勧業課長の説明で了承された事と思いますが、当局としては前年度予算額と比較してその内容に於いては決して減額にはなっていないと思います。尚産業経済費については、從来のものより一歩前進した企画を持たなければならないと云われておりますが、現在の財政では之以上の事は考えられず、何れ財源を充分検討しまして今後に於いて極力増額して行きたいと云う気持はもっておりますし又努力致す考えであります。

○比嘉朝四郎君

七月以降本日迄の軍から補給を受けた水量及びそれに支払われた所の薬品代の明細と壺川水源の開発費用が暫定予算にあるが、本予算には削除されてないがその理由について伺います。

○水道課長（国吉長成君）

今年一月の浄水場の手持水量が十六万四千五百三十四トンそれから軍からの補給水が四万七千四百三十六トン二月の手持水量が十九万一千三百四十六トン軍補給水が九千三百十四トン三月の手持水量二十三万七千三百八十トンでこの月は軍補給水はありません。それから四月は手持水量が十九万九千四十四トン軍補給水が四万七千五百九十五トン、五月の手持水量は二十四万八千六百九十六トン軍補給水二万六千百四十三トン六月の手持水量二十七万四千七百五十七トンで軍補給水はありません。以上の状態であります。

○比嘉朝四郎君

これからすると水は足りない訳でありますね。

○水道課長（国吉長成君）

決して充分とは云えない訳であります。それから七月が六千七百四十四万三千五百五十二ガロン、軍から千五百四十万五千百九十二ガロンそれから八月六千六百六十五万八千九百四十四ガロンで軍からが一千五百十八万六千六百ガロン、九月が六千六百十一万八百八十ガロン軍補給水が一千二百二万四千七百二十ガロンとなっており、これに対する薬品代が一九五七年軍補給水量六千五十九万二千ガロンに対する金額が百五十九万九千六百二十八円八十銭で一九五六年度のものは少く百八十一万七千ガロンに対して四万七千九百六十八円であります。それから壺川の水源開発でありますが、この方は七、八万ガロン程度を目標として調査致しておりましたが、土地関係でうまく行きませんので現在は中止の状態になっております。然し牧港の発電所に有望な水源がありますのでそこに全力を集中しようと云うことで予算にありました壺川の費用は削除し、牧港を重点的にやっております。

○比嘉朝四郎君

議案第七十二号歳出二款建設改良費一項一目配水設施費の九節材料費十節配水管布設工事費の内訳即ち何処の工事をやってどう云うふうになって現在迄どの位出来ているかについて説明願います。

○水道課長（国吉長成君）

工事個所につきましては旧那覇地区は松下町、久茂地町、崇元寺町で、小禄地区はペリーから小禄の間の橋の所に八吋管が来ておりますのでそこから宇栄原のポンプ場に送水しそこから小禄新部落迄の布設工事であります。尚該工事に必要な資材は手持資材でやり十節の費用は当該地区に配管する必要な材料の不足分の購入費であります。

○比嘉朝四郎君

この工事完了によって特に小禄地区の市民はその恩典に浴することが出来ますか。

○水道課長（国吉長成君）

結局新部落の主要幹線迄しか水が行きませんので全面的な給水は出ませんが区分的には給水可能であります。

○比嘉朝四郎君

水量は充分ありますか

○水道課長（国吉長成君）

水道につきましては現在の手持水源が百万ガロンでこれは最も渇水期に於けるものであり、この前の渇水期に於ける平均水量は百三十万ガロンから百四十万ガロンでありまして、その不足分につきましては軍から五十万から六十万ガロンの補給を受けており、それによって不足しているのは平均五、六十万ガロンと云うことになっております。それから首里の儀保水源から二、三万ガロンに牧港の水源開発工事が完成すれば約百万から八十万ガロンは大丈夫と云う見通しがありますので、この予算が可決になりました場合は最初の目標である十一月か遅くとも十二月迄には完成したいと云う計画でどんなに遅くとも一月中にはやりたいと思っております。以上申上げた計画が完成すれば二百五、六十万ガロン程度の水量は確保出来ると思っております。然しこれは現在の需要量であり、どうしても軍からの補給を受けなければならないと云うのが現状であります。

○比嘉朝四郎

只今の説明で首里の儀保と牧港の水源池を開発した場合それ丈の施設をすることによって市民に対して充分な水を與えることが出来ると云う確約が出来ますか。

○水道課長（国吉長成君）

出来ます。特に牧港の水源池が開発された場合は從来の手持水量と軍から補給を受けております。平均六十万ガロンの水を合せました場合市民に対する給水を補ってあまるという結論になっております。幸いにしてこの予算が可決になりますれば充分出来ると云う確信をもっております。

○議長（高良一君）

中食時間が参っておりますので貭疑続行の侭休憩致しまして、午後は一時から再開致します。

（十二時三分　休憩）

十月七日合同委員会午後一時二十六分再開

○議長（高良一君）

午前に引続きまして合同委員会を再開し直ちに貭疑に入ります。

○宮里敏慶君

那覇市の産業の振興を図る為には産業共進会を開催することは最も必要な事だと思っておりますが今年この産業共進会を開催しなかった理由と開催した場合どの位の経費がかかりますか伺います。

○勧業課長（渡久地敬正君）

一九五七年度に於いて産業共進会を開催しなかった理由と致しましては丁度琉銀よりの資金凍結によりましてその時の一月から三月迄の勧業関係全体の割当額が二十七万円しかなくこれ丈では義務負担丈の支払いしか出来ませんので開催しなかった訳であります。然し今度は盛大にやる計画をもっております。尚産業共進会開催一回の費用は大体十七、八万円位かかります。

○渡口麗秀君

歳出五款二項二目に街路樹植樹として四万円計上してありますがこれはどの道路に植樹するものであるか。それから那覇市が全道路に街路樹を植えるとすればどの位の経費を要すか、更に現在迄に完成されている道路に街路樹を植えるとすれば幾らの経費が必要でありますか。

○建設部長（松根稔君）

街路樹植樹費の四万円は久茂地校の横を通って第一相互銀行に出る道路の並木と約百本と見ての金額であります。從来の道路並木は道路の政府移管と同時に政府の管轄に相成っており現在は政府の方で維持管理をやっております。国際大通り、御成道路はそうであります。

○渡口麗秀君

那覇市管轄の計画道路は

○建設部長（松根稔君）

今度出来ます久茂地校横の道路を計画しております。

○渡口麗秀君

完成した道路がありますか。

○建設部長（松根稔君）

鋪道の完成に伴って街路樹の植栽計画をたてなければなりませんがまだ調査が出来ておりません。

○渡口麗秀君

都市計画事業と云うものは一応プランは立てられておりますので当然その面についてもプランはあるべきだと思いますがどうなっておりますか

○建設部長（松根稔君）

調査して資料に基いてお答えしたいと思います。

○赤嶺一男君

歳出四款二項二目道路新改良費の中の百七十八万円でもって小禄田原からペリーに通ずる道路が開通されておりこの道路は一見して立派に作られていると思いますがこの道路に対して最近附近住民から苦情が出ております。と云うのはこの道路と主要道路とに繋がる所の各支線道路との関連性が全然没却されており、支線道路は道路でないと云うような作り方をしていると云うことは由々しい問題であると思いますが、これに対する当局の見解をお伺いしたいと思います。

○建設部長（松根稔君）

ペリー田原線の道路が各支線より高くなって附近住民の人達が不便を託っていると云うことでありますがその件で私も該道路が完成しました際現場に行きまして附近住民の方々の話も聞き土木課長とも打合せましたが、土木課としては各支線の工事も充分考慮していると云うことであります。又今後の工事によってそう云った欠陥は充分取除かれるものと思っております。

○赤嶺一男君

考慮していると云うことであるがそれが予算の上に現われていますか

○建設部長（松根稔君）

予算はまだ組んでおりません。

○赤嶺一男君

そうすると結局私が指摘した通りこの主幹線を作れば後はどうでもよろしいと云うことになると思うがどうですか

○建設部長（松根稔君）

その件につきましては技術者の意見を聞きました所その点は充分考慮して設計したと云うことであります。

○赤嶺一男君

何れにしてもその善後策を早急に取られるよう要望しておきます。

○渡口麗秀君

前の本会議だろうと思いますが退職者に対しては労働基準法によって有給休暇を金銭に換算して支給すると云うようなことになりまして当局の方では早急に支給すると云うふうな総務部長の答弁でありましたが現在迄の退職者に対して有給休暇日数を金銭に換算して支給するとすれば総額幾ら位になりますか。

○総務課長（阿波連本平君）

一九五六年七月一日から一九五七年六月三十日迄の退職者に対する有給休暇買上額を申上げますと一般会計が四十五名で十三万四千九十七円水道事業特別会計が四名で六千四百九十一円、区画整理事業特別会計が四名一万三千五百七十一円合計十五万四千百五十九円で一九五八年八月一日以降の分につきましては一般会計十三名六万二千九百十九円水道事業特別会計五名一万九千八百一円区画整理事業三名三千五十三円計八万五千七百七十三円となっております。結局一般会計が五十八名で十九万七千十六円　水道事業特別会計が九名二万六千二百九十二円区画整理事業七名一万六千六百二十四円総計七十四名で二十三万九千九百三十二円となっております。

○宮里敏慶君

歳出第五款三項一目測量調査費が九十二万七千三百五十円の増となっておりますが都市計画の測量は既に済んだものと思いますが、八十七万円も測量費が要ると云うことは從来の都市計画を変更した訳ですか。

○都計課技手（翁長俊雄君）

那覇市が現在やっている測量地域の百八十万坪の内、完了したのが百十万坪でこの測量費は小禄、首里、五万八千坪の測量に必要な経費であります。

○宮里敏慶君

これは委託と云うことになっておりますが当局には技術者も沢山いると思いますが如何して之を委託するか伺います。

○都計課技手（翁長俊雄君）

勿論技術者はおりますが仕事が多い割に技術者が少くその為一般に委託させるつもりであります。

○建設部長（松根稔君）

これは前の都計課長の時に予算編成されたものであります関係からその侭提出してあり結局費目の流用でやって行こうと思っておりますがここで訂正出来るものであれば傭人料の中に入れたいと思います。

○比嘉朝四郎君

港湾施設についてでありますが那覇商港に於きましては上の屋倉庫を除いて港内の浚渫防舷材等殆んどが軍の手によって為されておりますが泊港の場合も軍の手によって為される見込みがあるかどうか或いは自己財源で何處迄もやらなければいけないかどうか説明願います。

○泊港務所長（山里将和君）

泊港の所有権は軍にあり、那覇市は只その管理を委託されている丈でありますので交渉如何によっては出来るのではないかと思います。然し現在の所そう云った大きな修理浚渫はありません。

○比嘉朝四郎君

從来迄沖縄丸、那覇丸は泊港に出入港していたのが最近になってこれらの船が那覇港に廻港されたと云う原因は泊港内の水深が浅いと云うことでありこの対策として浚渫費が三百万円計上されておりますがこれ丈で完全に浚渫出来ますか。

○泊港務所長（山里将和君）

今年度予算に浚渫費として二百万円計上はされておりますが然しあの泊港を軍の手から那覇市にその管理を委任された当時の水深にもって行こうとする場合は大体八百三万一千円位を要する訳であります。所が港務所としては浚渫する場合はむしろ一度にやった方が良いと思いますが財政の関係もありますので年次的にやると云うことで総額の四分の一の二百万円を計上してあります。

○比嘉朝四郎君

この二百万円でどの位の浚渫が出来ますか。

○泊港務所長（山里将和君）

面積で大体四千立坪深さにして一尺五寸であります。尚現在の港内に於ける一番浅い所が十九呎深い所が二十二呎であります。

○高良清二君

歳出七款八項三目として那覇市教育委員会補助金が百二十八万五千円計上されておりますがこれについては向うから補助金申請があったと云うことでありますがその後の経過についてお伺い致します。

○社会課長（野村安彦君）

那覇市教育委員会から文書をもって要請がありましたので讀上げます。那教委第百号一九五七年四月二十三日那覇区教育委員会那覇市長瀬長亀次郎殿一九五八年度学校敷地料補助金申請について一九五八年度学校敷地料として左記全額を貴予算より補助して戴きますよう別紙明細書添付の上申請致します。記　一、金百二十八万五千円也内訳別紙明細書の通りとなって本申請書の受付番号が一五〇一号で一九五七年四月二十四日付であります。校地借地料調書首里中学校十九筆四千四百四十坪七合五勺十八万六千五百十一円五十銭城岳小学校十筆四千二百三坪二十四万七百二十四円五十銭壺屋小学校二十七筆三千八百五十一坪八合五勺、四十六万二千二百二十二円、城南小学校五筆、二千六百四十九坪、十一万一千二百五十八円、城北小学校四筆、九百二十坪、一万六千五百六十円、垣花小学校、二十六筆、二千百六十四坪五合一勺、九万九百九円四十二銭、小禄小学校七筆、八百三十二坪二合六勺、三万二千百三十五円九十四銭、高良小学校十八筆、四千八百二十三坪、十四万四千六百九十円、合計百十六筆、二万三千八百八十四坪三合七勺、百二十八万五千十一円三十六銭となっております。

○高良清二君

只今の説明によりますと大体個人有地料支払いの為の補助金と云うことになっていますが区画整理事業或いは学校用地として使用している間の約束と云いますが地主に対する約束が換地して入れると云うことであるがそれは取消になっているかどうか又將来の見通しはあるかどうか以上お訊ね致します。

○財政課長（比嘉良男君）

本件につきましては区画整理課と財政課とも関連致しておりますので私の判っている分丈についてお答え致します。実は開南校と那覇中校の二つは相当替費地が入っております関係上区画整理の方でもやらなければならないと云う恰好でありこれに対して小禄の方は地主が来てこれは出来る丈交換して貰いたいと云う希望でもし換地出来なければ現在の時價相場で清算して貰いたいと云うことであります。遡ぼって聞いて見ますと今迄何回となく折衝したようでありますが地主が承知せず今日に至っておる様でありこの際何とかカタをつけて貰いたいと云う陳情が教育委員会の申請書と一緒に参っております。我々と致しましても市有地も残り少い状態であり地主側に対し土地と現金を半々で清算したいと申しました所それでも良いと云う地主側の回答でありますので当局としても努力するから暫らく待って貰いたいと云うことで話合をやったのであります。

○高良清二君

財産表に現われている所の市有地には現在学校用地も含まれているかどうか更に学校用地に入っている市有財産は何坪になっているかその総坪数各学校毎の坪数があればお知らせ願います。

○財政課長（比嘉良男君）

公共用地としては四万五千八百六十三坪九合九勺これが主に学校用地となっておりまして各学校毎の坪数につきましては久茂地小学校が二千八百坪上之山中学校及び天妃市役所が七千三百七十一坪商業学校これの数字は元縣有地の中に市有地が一千五百五十三坪換地されて入っております。次に那覇中校四千九百一坪、泊小校二千八百六十八坪開南小校が三千八百九十二坪、前島小校と若狭小校が六千坪、城西小学校が二千三百八十四坪、高良小学校と小禄小学校が一万二百十坪となっております。

○高良清二君

前島小学校の敷地は市有地に入っておりますか。

○財政課長（比嘉良男君）

入っております。

○高良清二君

区画整理事業として現在市有地を使っている小学校の土地の換地計画はその後どうなっておりますか。

○建設部長（松根稔君）

壺屋「　」約六千坪になりますが現在の替費地は充分ございますので適当な價格を払って貰えばそれに切換えられますが要するに市が払うか教育委員会が払うかと云うことになり区画整理の方では充分心掛けて確保してあります。

○赤嶺一男君

那覇市職員の給与に関する条例の中の別表第一には市長及び助役、收入役の俸給が示されておりますがその他はこの条例の中には示されていないのであるが例えば部長は幾ら以上幾ら迄と云うようなことはありませんか。

○総務部長（神山孝標君）

現在の所職階による給料の枠と云うのは作っておりません。

○赤嶺一男君

この資料によると総務部長が千八百五十円財政部長が二千百五十円建設部長が六百五十円の増俸となって三部長とも九千五百円になっておりますが一遍に九千五百円の増俸と云うことは考えられないのでありますがどう云う訳で九千五百円に引き上げたかその理由について説明願います。

○総務課長（阿波連本平君）

現在の部長級の給与は九千五百円となっておりますが前部長におきましては一万円超過しておりそこには相当差がある訳であります。がそれは経験年数に関連して来ると思います。部長の初任級と云いますかこれは任命権者の定める所でありまして給料の枠につきましては総務課で起案はしてありますがまだ制定はしておりません。

○赤嶺一男君

只今の答弁は要領が得られませんが那覇市職員旅費支給条例付則の別表にはこれは昨年の議会に於いて議決されたものだと思いますがその三行目には部長、支所長、議会事務局の欄があるがこれからすると体系面に於いては支所長も当然部長級でなければならないと云うことが考えられますが現実に於いてはそうでなく支所長は課長並みであると云うような事が考えられ、部長を一率九千五百円の水準に引上げるならば支所長もそれに準じて考えられるべきではないかと思いますがこれに対する当局の見解をお訊ね致します。

○総務課長（阿波連本平君）

これは前議会の議決によってこう云うふうになっておりこれは飽く迄旅費支給の場合の規定でありまして要するに市長の権限によって或いはそれ相当の額を支給すると思いますが今の場合は所謂人格、識見によってやられると思います。実際上の有方と致しましては給与の支給と云うのは部長は何号給から何号迄、課長は何号から何号迄と云うことになる訳でありますがそれは何れ職階制が完全に実施された場合に出来ると云う事から話合によりましてまだ規則化されていない状態にありますが必ずしも旅費支給条例に部長、事務局長、支所長が区画内にあるからとて部長は部長なりの、課長は課長なりの給料を支給しなければならないと云うことは云えないのじゃないかと思います。

○高良清二君

今度教育四法案が立案され教育予算が相当充実されたかの如く印象を受けておりますが將来この土地は市が市有地として管理すべきであるが或いは教育委員会がやるべきであるかお伺い致します。

○財政部長（仲原英通君）

当然教育委員会が保管すべきであると云う見解をもっておりますがこの間教育委員会の方々がお見えになりましたのでこれは貴方方の方でやるべきであり特に今度の教育法の改正によってその点は強化されておりますからと話合ったのでありますが教育委員会としては私の方丈ではどうにもならないのでどうしても市の援助を受けなければならないと云うことで現状としては教育委員会ではむつかしいのではないかと云う感じをもっております。

○宮城実君

職員定数条例に関しででありますがこの配布された職員採用者名簿から見ますと百四名の採用者の内試験による採用者が僅か十六名で残りの八十八名は詮衡となっているが条例の第四類第二章の第四条採用及び昇任の方法として職員の採用及び昇任は競争試験によるものとする、とハッキリ明記されており但し書として特別の考慮を必要とする場合に於いて競争試験によることが困難又は不適当である場は競争試験以外の能力の実証に基く試験（以下選考という）の方法によることを妨げないとなっております。以上の通り原則である競争試験をせず殆んどを選考によって採用しているこの事実は如何なる困難な場合があったかどうか具体的に説明して貰いたい。特に七月以降は一名も試験採用が為されていない。その事実について説明をお願い致します。

○総務課長（阿波連本平君）

瀬長市長就任後に於ける人事の移動は相当激しく辞職する人が出ると云う始末で缺員の補充につきましては極力採用候補者名簿に登載されている者から優先的に採用すると云うことにしたのでありますが尚その数を超過する退職者が続出した為早急に補充しなければならないと云う事態に陥りましたので第四条個書によります所の選考と云うことになったのであります。勿論選考を行います場合は一名採用する場合は二名位の候補者を選びその中から採用すると云う方法を取った次第で要するに相次ぐ退職者が続出した為補充は急を要する為に選考によって採用した訳でありまして別に具体的にどうと云うことはありません。

○宮城実君

優秀な職員を採用すると云うことは市の事務能率を上げる意味に於いて大きな狙いであると思います。特に那覇市に於きましては先に労務課長から説明があった通り以上の潛在失業者がおりその他にもまだまだ有能な士が職を探していると云うことは事実であります。又当然公募して広く人材を求めるのが妥当であると思います。にも拘わらず試験採用をしなかったと云うことはどうかと思うのであり今後そう云うことのない様要望致します。

○辺野喜英興君

今の貭問に関連しますが結局瀬長市長就任後激しい人事の異動があり又退職者が続出した為選考採用したと云うことであるがそうなると実に矛盾していると思う。と云うのは職員定数条例に於いては結局臨時傭人をなくするのが狙いであると云われているように思うがそうであれば百四名も早急に採用しなければならないと云う立場から当然臨時傭人から昇格させると云うのが妥当だと思うがこれに対する当局の見解を求めます。

○総務課長（阿波連本平君）

臨時傭人と云いましてもその職名の内容によっていろいろある訳でその中一番多いのが単純労務でこれは軽昜な肉体労働例えば衛生夫、工夫監視と云った人達であり普通職員と云われております所の特殊な仕事に就かしめるには適当でありませんのでそう云う関係でどうしてもある程度の学識経験なりそう云う事務系統の人でなければならない訳でありまして適格者でないと云うことになります。

○辺野喜英興君

その資料がなければハッキリしませんが何日頃提出することができますか。

○総務課長（阿波連本平君）

提出につきましては予算審議共関連しますので成可く早急に出したいと思いますが明日の午前十時迄には提出できると思っております。

○高良清二君

そうすると結局臨時傭人として残されている方々は何時迄経っても頭が上らない人達であると云う事でありますか。

○総務課長（阿波連本平君）

そう云う訳ではありませんが、そう云う方法で出来るようなものがあれば定数化すると云うことも云える訳であります。

○渡口麗秀君

一般事務と云うことになると臨時傭人の中にもハイスクールを卒業した者もいる筈であるにも拘わらず他からワザワザ採用したと思うがそう云う人達はいないか。

○総務課長（阿波連本平君）

中にはそう云う人達もおります。

○比嘉朝四郎君

議案第七十三号区画整理事業第一款項替費地処分による収入が一千八百三十五万八百十九円計上されておりますがこの替費地処分による收入と云うのは区画整理をやった後の收入を予想して計上されたものであるかそれとも区画整理される前の收入であるかどうか説明願います。

○建設部長（松根稔君）

区画整理をやった後替費地処分した收入であります。

○比嘉朝四郎君

去年迄区画整理事業は琉銀から金を借りそれで工事をやってその後替費地処分していたがそうすると今後の工事はどう云うふうにしてやりますか。

○建設部長（松根稔君）

これにつきましては繰越金がございまして現在の所替費地を処分しなくても工事は出来る訳であります。それからこれは十月四日現在の調査資料でありますが当初の金見込額が九千六百四十九万九千三百何七十円でこれに対する未執行額が当初予算で未執行として残る金額は二千二百三万一千五百七十七円になっておりそれではこれから幾ら工事にかかると云うことで早急に見積り工事現場を調査した結果四千八百万八千二百三十八円要ると云う計算になりまして当初予算から差引き二千五百九十七万六千六百六十一円と云うものが予算上不足しており即ち今迄の工事が最初の見込みよりも余計にかかっておったと云うことで今後の工事が替費地処分丈で賄えるかどうかと云うことが心配でありそれでは替費地が幾らあるかと云うことになり結局二万坪はありますので今迄の売却の実積から坪五千円とみてまず一億円は入ると云うのでこれからやるべき工事見積額の四千八百万円これを更に検討して見ました所が見積りに大分甘い所がありこれを四千万円と見てそれに事務経費が一千万円で計五千万円となり一億円の收入に対しては大体五千万円残ると云う見通しであります。

○比嘉朝四郎君

現在辻原の方で土を取って海岸の替費地の傍に運んでおりますがこの工事は暫定予算に計上されていないかあれはどう云った性貭のものですか

○建設部長（松根稔君）

区画整理の從来迄の予算は事務経費丈で工事費は入っていないのでありますが、あの工事は区画整理課の設計見積りでは約八百万円から一千万円位かかる見込みであった訳でありますが愚然向うの埋立工事が大城組に軍からの許可によりその工事をする為に辻原の土が必要と云うことで三百五十万円で大城組が引受けたのであります。

○比嘉朝四郎君

今の説明で三百五十万円で請負したと云う事でありますがそれは公入札でやった訳でありますか。

○建設部長（松根稔君）

こちらの設計見積りが八百万円から一千万円と云うことでありましたがそれが三分の一で出来ると云う特殊事情であり隨意契約した訳であります。

○比嘉朝四郎

隨意契約には限界がありますがこれは工事請負契約の何れに該当致しますか。

○財政課長（仲原英通君）

私がその頃区画整理課長を兼務しておりましたのでその経緯を説明申上げます。再三辻原の現場からあの地域は夜になると浮浪児が集って困るから何とか工事をやって呉れと云うのと向うの地主の方々から一日も早く何とかして呉れと云う陳情がありましたので早速させるべく丁度設計させておりましたところに大城と云う人が来て我々は既に軍の布令に基いて軍から許可を得ているので工事を始めるがそれについて辻原のあの土を呉れないかと云う話がありましたのであの地域は当間市長時代に出来ないと云うことで一応却下になったものであるがどうして貴方方はそれが出来るのかと聞きました所、布令百六号によって我々が申請し許可を貰ったと云う事であり当局としても念を入れ工務工通局に照会したのでありますが、矢張り軍から認可になっており区画整理課としてもあの工事をするとすれば少くとも一千万円位はかかると云う見積りをしておりましたのが請負者側から若し市当局からダイナマイトを提供すれば立派に整地すると云うことでありましたので我々としても好条件であると思いましたのでダイナマイト約二万封度を提供する事にし、その為には三百二十万円あればそれで良い訳でありますのでその線でもって決めた訳であります。それから条例に関する問題でありますが条例違反では困るので果してどちらに該当するかと云うことで第四条隨意契約による場合の第一項の契約の性貭又は目的が競争を許さないときと云う条項に基いてまず関係部課長集合して検当した結果、これ以上の好条件は他にないだろうし軍からの許可もあるのでと云う意見の一致を見て隨意契約したのであります。

○高良清二君

一寸皆さんにお諮りしたいことがありますので休憩の動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今六番議員から休憩の動議が出ておりますが休憩することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では休憩します。

（休憩　午后三時四分）

（再開　三時三十九分）

○議長（高良一君）

では引続き合同委員会を再開致します。

○辺野喜英興君

先日の行政検査特別委員会の要求した資料がまだ未提出になっており総務課長の話によると後二日間位かかると云うことでありますので明日明後日は休会し当局に提出方を要求した資料が出来た時本会議を開くことにお願い致します。と申上げますのは都市合併特別委員会としても早急に基本態度を決める必要がありその為にも委員会を持ちたいと云う多数の要求もありますので二日間は休会とし三日目午前十時から本会議を開くことにしたいと思いますので直ちに本合同委員を本会議に切換て頂きます様動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の四番議員（辺野喜英興君）からの動議の通り合同委員会を直ちに本会議に移すことについて御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

多数の賛成であります。それでは本合同委員会を終ることに致します。

（午后三時四十二分　閉会）

（再開　午后三時三十九分）

○議長（高良一君）

只今から本会議を再開致します。

○議長（高良一君）

お諮り致します。先程四番議員（辺野喜英興君）から行政検査特別委員会より当局宛に要求した資料が未提出であり、後二日間もかかると云うことでありますので二日間休会し、その間に都市合併特別委員会を開いて委員会としての態度を決定したいと云うことでありますので本日はこれをもって散会し・・・・・・・・

○高良清二君

その前に重ねて当局にお伺い致します。資料が明後日迄に確実に出来ると云うところの当局の確実なる答弁をお伺いしたいと思います。

○総務課長（阿波連本平君）

資料提出の件につきましては私共の方と致しましてもその要望に答えるべく徹夜してでもと云う事で先程明日と申上げましたが只今の動議の通り出来る事であれば二日間の余裕を頂きまして資料を充分整えたいと思います。そうすれば明後日中には御手許に配布出来るのじゃないかと思います。

○議長（高良一君）

お諮り致します。先程動議がありましたように明日明後日は休会し十日木曜日午前十時から本会議を再開、その間当局は早急に資料を作成すると云う風にもって行きたいと思いますが左様取計らうことに御異議ありませんか。

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様に決定致し本日はこれを以って散会致します。

（散会　午后三時四十五分）
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一九五八年六月十六日

十六番議員　宮里敏慶

一九五七年　月　日
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一九五七年十月八日　午前十一時三十分開議

本日の会議は出席十二名欠席十八名にして定足数に達せず依って欠席者に対し午後二時迄に出席する様催告を要望議長出を拒否し一應欠席者に対する出席勧告をなす、斯くて午後二時に至るも定足数に達せず流会となる





一九五七年十月十日　午前十一時一分開議

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開会致します。本日の出席十八名、欠席十二名でありまして、議会は成立しております。欠席議員は瀬名波栄、石原昌進、浦崎康華、真栄田義晃、儀武息睦、渡口政行、島袋嘉順、兼次佐一、宮城清三郎、仲松庸全、上原文吉、崎山喜達以上十二名が欠席であります。

尚欠席議員に対しては出席催告状を出すことに致してありますから御諒承願います

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます

本月八日附を以って那覇市都市合併特別委員会委員長から議長宛、都市合併の問題についての審査報告書が参っておりましたので、その写を印刷の上、御手許に配布致させました。本件に関しては後刻議題と致し、御審議願うことに致しますから左様、御了承願います。

――― ○ ―――

本月九日附那総々発第四一九一の二号を以って市長から議長宛参考資料の提出について、公文書が参っておりますので、書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

本資料は昨日九日夫々御手許に配付致しましたから、それにより御報告に替えます。

――― ○ ―――

本月九日附を以って那覇市都市合併特別委員会委員長から議長宛、議会閉会中の継続審査について文書が参っておりましたので、その写を印刷の上御手許に配付致しておきました。本件につきましては後刻議題と致し、御審議願うことに致しますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

本日十日附那総々発第四二四九号を以って議案送付について市長から議長宛公文書が参っておりますので書記をして、朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

本議案は先程御手許に配付致しておきましたが後刻議題と致し御審議願うことに致します。

――― ○ ―――





那総々発第四二四九号

一九五七年十月十日

那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市議会議長

高良一殿

議案の送付について

九月定例会に付議する　左記案件を別紙のとおり送付します

記

一、一九五八年度那覇市才入才出追加予算





１９５８年度那覇市歳入歳出追加予算
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歳出
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○議長（高良一君）

本日の日程は印刷の上御手許に配付致しておきましたからそれにより御報告に替えます。





議亊日程　第十四号

一九五七年十月十日（木）　午前十時　開議

第一　　都市合併問題の審議経過について

（都市合併特別委員会審査報告）

第二　　都市合併問題の解決を見る都市問題に関する調査研究につき、那覇市都市合併特別委員会に議会閉会中の継続審査をなさしむることについて

（四番議員発議）

第三　　一九五八年度那覇市才入才出予算

（市長提出議案第七十一号）

第四　　一九五八年度那覇市水道亊業特別会計才入才出予算

（市長提出議案第七十二号）

第五　　一九五八年度那覇市土地区画整理亊業特別会計才入才出予算

（市長提出議案第七十三号）

第六　　那覇市職員に対する一九五八年度夏期手当支給に関する條例の専決処分について

（市長提出議案第四十八号）

第七　　消防隊長の選任同意の専決処分について

（市長提出議案第四十九号）

第八　　土地所有権和解の専決処分について

（市長提出議案第五十号）

第九　　一九五七年度那覇市才入才出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十一号）

第十　　一九五七年度那覇市才入才出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十二号）

第十一　一九五七年度那覇市才入才出追加予算の専決処分について

（市長提出議案第五十三号）

第十二　一九五八年度七月、八月、九月那覇市才入才出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十四号）

第十三　一九五八年度七月、八月、九月那覇市才入才出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十五号）

第十四　一九五八年度七月、八月、九月那覇市才入才出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十六号）

第十五　予算外義務負担の専決処分について

（市長提出議案第五十七号）

第十六　　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市水道亊業特別会計歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十八号）

第十七　　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市水道亊業特別会計歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第五十九号）

第十八　　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十号）

第十九　　一九五八年度七月、八月、九月、那覇市土地区画整理亊業特別会計歳入歳出追加暫定予算の専決処分について

（市長提出議案第六十一号）

第二十　　一九五六年度歳入歳出決算

（市長提出議案第六十二号）

第二十一　一九五六年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第六十三号）

第二十二　一九五六年度土地区画整理亊業特別会計歳入歳出決算

（市長提出議案第六十四号）

第二十三　那覇市納骨堂使用条例

（市長提出議案第六十五号）

第二十四　那覇市職員に対する一九五八年度年末手当支給に関する条例

（市長提出議案第六十六号）

第二十五　泊港港湾施設管理使用条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第六十七号）

第二十六　土地所有権和解について

（市長提出議案第六十八号）

第二十七　戝産の処分について

（市長提出議案第七十号）

第二十八　那覇市都市計画用途地域の一部変更について

（市長提出諮問第四号）

第二十九　那覇市都市計画公園緑地追加について

（市長提出諮問第五号）

第三十　　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十四号）

第三十一　土地所有権確認請求訴訟亊件について

（市長提出議案第七十五号）

第三十二　糸嶺篤烈外一名より提訴の損害賠償亊件和解について

（市長提出議案第七十六号）

第三十三　一九五八年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第七十七号）

第三十四　那覇市区設置条例を廃止する条例を再議に付することについて

（市長提出議案第八十六号）

第三十五　那覇市職員定数条例中の一部を改正する条例を再議に付することについて

（市長提出議案第八十七号）





一、本日の會議に付した事件

　　日程第一、都市合併問題の審議経過について

　　日程第二　都市合併問題の解決を見る迄本問題に関する調査研究につき、那覇市都市合併特別委員會に議会閉会中の継続審査をなさしむることについて

　　日程第三、一九五八年度那覇市歳入歳出予算

　　日程第四　一九五八年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算

　　日程第五　一九五八年度那覇市土地区画整理事業特別會計歳入歳出予算





○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。

○議長（高良一君）

日程第一、都市合併問題の審議経過について、都市合併特別委員会委員長から審議の経過並びに結果について、御報告を願います。

○都市合併特別委員会委員長（辺野喜英興君）

只今議題となりました都市合併問題につき、本特別委員会に於ける審査の経過並びに結果の御報告を申上げます。本委員会は、去る十月八日委員八名出席のもとに、都市合併問題に対する委員会の基本的態度について、審議致したのであります。尚当日の審査の概况を申上げますと隣接する真和志市との合併問題については、地理的条件その他経済、教育面から検討しましても今更多言を要する迄もなく、那覇市の多年の懸案であり、今日迄の経緯から思考しても最早や合併の機運は既に熟していると考えるので議員各自に於いて絶えず関心を持って来たのでありますが、幾多の法的疑義と議会の解散、市長の行政主席任命等により、不本意乍らも今日迄遷延致して来た事は誠に遺憾に思うところであります。然るに巷間伝える所によれば、世論は那覇市議会が本問題に対しては熱意のないもののように伝えられて居ります事は、之亦誠に遺憾千万な次第であります。当市議会としては真和志市との合併に対しては、現在迄の経過から致しましても、これ以上、論議の余地も無く、世論に從い早急に合併すべきであるということは議員中誰一人の異議もないと思料するものであり、花の香りも風に逆っては匂わないと同時に匂いのない花となり、実を結ばないという事は、誠に好ましく無く早急に那覇市議会に於いて合併決議の意思表示を爲し、積極的に本問題に乘り出すべきであるというのであります。一方之に対し選挙前と選挙後の両市の状况は、その独自の立場に於いて異なる所もあり、尚、複雑なる事務的措置と相俟って一方的に那覇市が合併意思表示の決議を爲すという事自体早計であり、妥当を欠ぐ恐れもあると考えられるので慎重を期する意味に於いても一応、真和志市の意向を再確認し、その実態を充分把握する必要があるというのであります。以上の二点に論議の焦点が絞られ、議員間に於いて活溌なる意見の開陳がなされたのでありますが、結論と致しまして、本委員会に於きましては、合併問題が單に從来の様な論爭に終始することなく、究極のところ、合併すべきであるか否かの具体的行動に依らざれば百年河清を待つの感があるので、合併すべきであるという基本方針を前提として折衝すべきではあるが一応順序として本委員会の運営をスムースにもって行く爲、更に調査研究を要するので、その衝には正副委員長をもって充て、真和志市の正副議長と具体的に話合いを進めて貰い、その結果委員長に於いて、必要に応じ、再度本委員会を招集するという事に意見の一致を見た次第であります。尚合併につきましては市町村合併促進法第六条に基づき市町村合併に伴い必要な市町村建設に関する計画として十二項目に亘る複雑なる事務的措置が必要であり、前議会に於ける当局の見解は、是等諸種の事務手続きを完了せしめるには、少くとも三ヶ月を要する見込みであると稱して居るのであります。依って本委員会と致しましても本問題に関する調査研究につきましては、今後尚、続行する必要があり市町村自治法第五十条第三項の規定に基き本委員会に於いて、議会閉会中の継続審査をなさしむることについて特に議会の議決を得たいと考えるのであります。

宜敷くお取計らい下さいます様、以上申し添えまして中間報告とし、各位の御了承を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今委員長から御報告がありました通り端的に申し上げますと、一応正副議長において真和志市の正副議長と具体的に話合った上でさらに本委員会としての態度を決定したいとの中間報告であります。委員会といたしましてはまだその核心に触れていないようでありますので貭疑討論を省略しまして只今の委員長の報告通り決定して異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

異議ないようですから左様決定致します。

○議長（高良一君）

日程第二都市合併問題の解決をみるまで本問題に関する調査研究について那覇市都市合併特別委員会に議会閉会中の継続審査をなさしむることについて、本案につきましては先ほど委員長からの御報告にもありました通り本問題もまたお手元に配付いたしましたような委員長から議長宛の決議要請の文書にもあります通り慎重審議を期する意味において本問題が解決するまで議会閉会中の継続審査議決を求めているのであります。

本案につきましても別段疑議もないと思いますので貭疑討論を省略いたし、直ちに採決に入り原案通り可決したいと思いますが御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では左様に異議なしと認め原案通り可決決定いたします。

○議長（高良一君）

では日程第三、一九五八年度那覇市歳入歳出予算市長提出議案第七十一号を議題と致し先日に引続き貭疑に入ります。

○宮城実君

審議に入ります前に動議を提出致します。本案の審議をスムースに進行させる意味に於きまして本会議を合同委員会に切替えたいと思いますので各位の御賛同を得たいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

お諮り致します。只今二十九番議員（宮城実君）から本会議を合同委員会に切替えたいとの動議が提出されておりますが左様取計らう亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様に決し本会議を休憩致します。

休憩　午前十一時十二分

○議長（高良一君）

只今から合同委員会を開催致します。尚日程第三、一九五八年度那覇市歳入歳出予算、日程第四、一九五八年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出予算、第五、一九五八年度那覇市区画整理亊業特別会計歳入歳出予算、これは今迄一括上程されておりますので一括審議してもらうようにしていいですか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では日程第三から第五までを一括して審議することに致し貭疑に入ります。

○宮里敏慶君

奥武山公園内にある遺骨の仮安置所が相当被害を蒙り屋根が相当剥がれ雨漏りし、遺族の方が安置された遺骨を雨ざらしにしておくのは忍びないという声があるのであります。

安置された遺族の方では何時納骨堂の本工事が完成するかというふうにその関係者から尋ねられた亊もありますが納骨堂工事のために百十万円予算に計上されておりますが、何時頃これが完成するか、その点についてお尋ねいたします。尚霊園の用地買収費として百二十万円計上されておりますが、どの程度土地を買収されるか、この点についてもお尋ねいたします。

○建設部長（松根稔君）

奥武山の遺骨仮安置所が去った暴風によりまして屋根に相当な被害を受けていることはただいま御指摘の通りであります。暴風の後直ちに係員を派遣いたしまして善後策を講じ翌日からカバーをかぶせまして雨にぬれないように措置しております。

尚納骨堂は今月一杯に完成いたしまして来月一日から移転するということで只今その受付をやっておりますので御了承を願います。

○都計課技手（浦崎安昭君）

霊園用地買収費として百二十万円組んでありますが大体坪当り百二十円で一万坪買収する予定であります。

○宮里敏慶君

該地域は日々地價が暴騰している現状であり時價相場の百二十万円で一万坪買収するというふうな御答弁でありますが、坪当り百二十円で買収できる自信があるかどうか。

○都計課技手（浦崎安昭君）

勿論坪当り百二十円という單価はいろいろな資料とそれからこれまでの実績、それから地元の人達とも話し合って大体この程度であれば何とか買える、しかし場合によっては上る場合も下る場合も考えられますが大体一万坪程度と云うことであります。増減はある程度あります。

○宮里敏慶君

今迄の坪当り売買価格は幾らか。

○都計課技手（浦崎安昭君）

原野は違いますが大体百十七円程です。

○宮里敏慶君

この百二十万の予算額は一万坪買う予定ということですが、地主との契約はなされておりますか。

○都計課技手（浦崎安昭君）

真和志市の識名、繁多川部落の人達とは話し合いはしておりますが地主の大部分は首里の人が多いのであります。それで首里に集って貰って話し合いをもっておりますが、まだ具体的に値段のことについては今暫らく考えさせて呉れということでまだはっきりきめておりません。

○宮里敏慶君

これは早く契約しておかんと軍用地も一括払いと云う風に新聞にも報道されておりますし、地価の高騰が予想されますのでなるべく一日も早く契約しておかなければ百二十万円でその半分も買えないという状態になると思いますが、契約を一日も早くやってもらうように要望いたします。

○赤嶺一男君

七十一号議案の二款役所費一項三目諸手当の中に付記として超過勤務手当が百三十六万八百円もありますが、この予算の各課別の配布額前年度との比較増減を説明して下さい。

○総務課長（阿波連本平君）

只今の十八番議員（赤嶺一男君）の御質問にお答えいたします。諸手当の中の超過勤務手当につきましては、各課別の割当額と云うのはありません。これは予算が成立してのちに各課の大体の亊務分掌、あるいはその亊務の容態に応じまして超勤手当の配布額を決定する訳で、もちろん前年度の実績に基いての配分になるのであります。尚、常時超勤を余儀なく亊前に割当ておりますところの泊工務所税務課あたりは予算要求のときに大体の仕訳は算定されております。

なおこの百三十六万八百円の計算基礎につきましては大体月三百七十八人が延人員といたしまして平均三十円の十時間それの三百七十八人の十二ヶ月と云う基礎計算になっております。

○赤嶺一男君

これは各課要求があって作った訳ですか。

○総務課長（阿波連本平君）

最初から各課に対する割当定めはやっておりません。只必要に応じて融通するようになっております。総務課あたりでは議会を前にした場合にどうしても超勤をやる関係でそのときそのときによって超勤の時間もほぼ違って来るわけであります。

そういう意味で実際に当って予算を編成する場合において前年度の実績を基にしてやっております。

なお都計課においてあるいは税務課あたりはほとんど定期的に超勤を為す所は亊前に割当はやっております。

その外は一括して前年度通りであると思います。

詳しい資料はもっておりませんので・・・

○議長（高良一君）

只今一番議員（瀬名波栄君）出席。

○仲宗根梶雄君

行政檢査特別委員会で議会から委任をされて調査するようになって議会として市の方に提出方を求めた資料の中で一部は提出されてはおりますが、まだ不備である。そのために今度の予算の審議に支障を来すおそれがあるのでさらに私は要求をいたしたいと思います。こちらから要求いたしました資料の要項について今年一月以降臨時傭人の名簿と題して住所、氏名、担当業務、給与額以下各項目に亘って出してありますけれどもそれが不備であります。一つ、一九五七年度の一月以降と要求を出してありますけれどもこれは五七年十月七日現在で来ております。さらに住所が傭人名簿には一人も記載されていない。それからその傭人にして本採用に昇格したものが居りましたがその人の氏名も記載することになっているがそれもない。それから昇給しないもの、いわゆる本採用にならないものの氏名等一つの臨時傭人の名簿作成の中にも以上四点の記載もれがあるのであります。これでは全く審議の仕様もない。さらに現在の職員の給与対照表の中にも採用年月日を入れてもらいたいというて提出してありますがそれも出してありません。それでよくきくというと議会が提出したところの依頼に対して何か知らぬが提出に応じかねるような空気があるように感じております。私達はこの議案を審議をする前に市の行政の常態のあり方、それからどうすれば市の自治制は発展するか、どうすれば市民の幸福をもっていくかということの前提において予算審議の前に考えなければならないのであります。

しかしながらこういうようなこちらの善意ある予算審議に対する資料提出方に対してこれを拒みあるいはまた何らそれに対する措置もなされていないことに対して本員は極めて不服であります。そこで以上私が申し上げましたその項目について出せるか出せないか、そして出せなければ出せない理由。さらにこれまでの提出された資料を出すまでに至った経過、以上の三点を総務部長の方からきかしてもらいたい。以上。

○総務部長（神山孝標君）

大変長い御貭問で私はよくおぼえておりませんので不十分なところはまた後で御返亊いたします。その資料の提出につきましてこの前の議会にもいろいろ問題になったのでありますが、市長としては議会からはっきりした要求として出してもらいたいということでありましたので議会としてもその手続きを取られましたので提出したわけでありますが、この資料は前に作成してあった関係もありました。けれども住所を記載してありませんのははっきり申し上げたいと思いますが、市長の決裁を得て提出したのでありまして予算の審議においては住所は必要ではないというふうな市長の見解もありましたので住所は書いてないのであります。それから臨時の職員で昇格しなかった本採用にならなかったものの理由とおっしゃいますけれども採用しなかった理由というのは別にありませんので臨時の名簿から御覧になって頂きたいと思います。

臨時でもって採用しなかった傭人はないわけでありまして只、臨時の名簿に書いてあるということになると思います。

○仲宗根梶雄君

市長に決裁を伺ったら住所は必要ないであろう。という論は市長個人の判断であって市会は必要であるから要求するわけであります。

その判断はこっちがやるべきであって向うが必要あるないは別であり、われわれが必要であるといえば出すべきであります。

それは住所を記入しない理由にならないのであります。

さらに臨時傭人名簿に任用替えされている人がおるかどうかいたら早速書類を出せというわけでありますが、ないわけですか。任用替えはないわけですか。

○総務部長（神山孝標君）

任用替えにつきましては、前に提出しました名簿であります。それからその外に任用替えにならなかったということは臨時の名簿に提出してあります。

○仲宗根梶雄君

それはしたかしなかったかは分らない。さらに十月一日以降の状况が分らないので一月以降のものを出すようになっているわけですが。

一月以降をこれに書いてないのはどういうわけか。

○総務部長（神山孝標君）

先にもお答えいたしました通り名簿は前に作成してありましたのでその前におさえた日時で一応提出しておこうということで出しておきました。

○仲宗根梶雄君

それではこちらの要求には応じられないというわけですか。

○総務部長（神山孝標君）

いやそうではない。そういうことは議会から再三の要求がありましたのでこちらは去った九月の十五日現在をおさえて作ってありましたのでそのまま提出したわけでありまして、何も他意はないのであります。

○仲宗根梶雄君

他意がなければすぐ出せますか。

○総務部長（神山孝標君）

それは亊務の都合がありますので・・・。

○仲宗根梶雄君

出しますということをはっきりして下さい。

○総務部長（神山孝標君）

できるだけ早く提出します。

○仲宗根梶雄君

こちらの予定があるからいつまでに提出できるかということです。

○総務部長（神山孝標君）

なるべく早く提出します。

○仲宗根梶雄君

項目お分りですね。

○総務部長（神山孝標君）

はい。

○仲宗根梶雄君

その項目を書きなさい。一九五七年一月五日以降の傭人名簿、それから住所がもれている。それから昇格したものの名簿と昇格しないものの氏名。

○総務部長（神山孝標君）

昇格しないものの氏名というのは私の答弁が不十分でありました様ですが先ほども申し上げました通り、臨時の名簿に全部記載して差し上げてあります。

それ以外には名簿のだしようがない。それから住所につきましては先ほども申し上げました通り市長が今はいらぬのじゃないかということでとってありますので出しませんということではない。

そういう点は御了承願いたいと思います。

○大山盛幸君

瀬長さんが市長になって採用したところの職員の名簿につきましてはこの間の議会において私から追究したすなわち百四名の採用者のうち僅かに十六名しか競爭試驗によっておらず、あと八十八名は市長、総務部長の権限で選考によって採用されている。市の職員に関する条例の第四条には、はっきりと職員の採用は競爭試驗によるということが原則であると明記されております。この一亊からしても瀬長市長がいかにガラス張りの政治をやっておるといってもそこに市民の不審を抱くような人事行政が取られていると云うことが如実に現われておる。この問題については答弁もできなかったが、それと関連して只今の資料云々の問題もこれは市長は職員の住所はきく必要はない、知らす必要はないというておるが、市長自体から提出したところの那覇市職員定数条例の一部を改正する条例を再議に付している。これを市長自身是非可決させたいという意慾があるならばこちらの要望に対してははっきり知らすのが当然だと思う。こういうふうな意味においてはっきりこの問題をいつまで報告するとの答弁がないのでありますので本議会において決定されました行政監査特別委員会において早急にこの問題を処理したいと思います。それで只今から本会議を打切って午后は行検委にその審査を付託して貰うと共にその他の問題についてもいろいろと監査検討する問題もありまするので明日明後日は本会議を休会して行検委に具体的に調査監察ができるような機会を与えてもらいたい。という動議を提出します。

（「賛成」「議長一番」「動議成立」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の二十八番議員（大山盛幸君）の動議は成立しておりますのでお諮り致します。

市当局からの資料提出によっては議会の審議その他の予算案の審議にも支障を来たすということで、この前設置されました特別行政監査委員会によって一般行政の監査をやりつつあわせて予算審議その他の審議を慎重に期したいという意味から本会議を三日間休会して十四日の午後十時に再会するようにして午後から散会したい。合せて合同委員会を本会議に切替えたいと云う動議が提出されておりますが、左様取計らうことに異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。よって左様に決定しこれをもって合同委員会を閉じることに致します。

（午前十一時四十五分　閉会）

（午前十一時四十六分　再開）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今から本会議を再開致します。先の二十八番議員（大山盛幸君）の動議の通り当局より資料提出が不充分なため審査の慎重を期することが出来ないので先日設置されました処の行政検査特別委員会により議案全般に亘り行政検査をやりつつ審査の慎重を期したいと思いますので本日はこれで散会し十四日午前十時から本会議を再開することに致します。

（午前十一時四十七分　散会）
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一、会議録署名人

一九五八年六月十六日

一番議員　　瀬名波栄

一九五八年六月十六日

十六番議員　宮里敏慶

一九五七年　月　日

議長　　　　高良一
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